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    【今日を生きるための観察日記／①】


    　階段を昇ると、そこは魔ま窟くつでした。


    　三階。私の雇こ用よう主ぬしが暮らすフロアは、物品もので埋うまっているのです。


    　使いもしないのに通販で頼んだ健康器具、観光みやげの置物、乗れもしないサーフボード、魔改造されたフィギュア、ひよこ饅まん頭じゆうの箱、壊れたコピー機、ワルサーＰ３８のトイガン、ケースのみの空からＤＶＤ。……等々、枚まい挙きよに暇いとまがありません。オール・ゴミです。ゴミ屋敷です。そのうちテレビ局が取材に来るやもしれません。


    　がらくたトラップエリアの先は、私室です。十畳じようの広い間取りも、寝る場所以外は荷物に占領されていて、足の踏み場もありません。


    　朝も十時を過ぎています。なのにシングルベッドの隅で丸くなっている人型の山は、動き出す気配もありませんでした。どうせまた夜よ更ふかしでもしていたのでしょう。


    　眠りこけている不ぶ精しよう者ものに、私は清掃ロッカーから持参したほうきの柄を突き込みます。優しく揺り起こしたところで目を覚まさないのは、日々の経験から学習済み。


    　たまたま角度が良かったのか、布ふ団とん山脈からはくぐもった悲鳴があがりました。生まれたての獣けものじみた泣き声に続き、お決まりとなった哀あい願がんが洩もれてきます。


    「……もう少し寝かせて。ロサンゼルスじゃ、まだ夜中の三時だよ？」


    　一度開いた目を閉じて、微睡まどろみの世界へ戻ろうとしています。その脇わき腹ばらあたりを目掛け、再び伸びるほうきの切っ先。


    　クリーンヒット！　盛大な奇声とともに、今度こそ覚醒する所長代理。


    「日を追うにつれ激しさを増すモーニングコールたるや！」


    　悶もん絶ぜつする物体に、私ははっきりと勧告しました。


    「馬鹿なことを言ってないで、起きてください。それに、Ｌ．Ａ．は午後五時です。時差は十七時間ですからね」


    　所長代理は涙を堪こらえて起き上がります。


    「……それにしたってもう少しソフトな起こしかたがある気がする。……おはようのチュー的な？　快適な一日の始まりを予感させてくれる目覚ましタイムであってほしい！」


    「……もっとハードな方法ならいくらでも考案できますが？　死人も生き返る電気ショックを利用した起こしかたはどうです？　より拷ごう問もん的な起床点呼グツドモーニングがお望みなら……」


    「ごめんなさいばっちり目が覚めました調子に乗ってすみませんでした！」


    　それは幸さいわいです。なるべく早く下に来るよう釘くぎを刺し、私は一足先に階段を降ります。


    



    　一階のリビングは二十畳余よ。東と南、両側の出窓から陽を採り入れるよう設計された、明るい空間です。


    　階段を降りてすぐの部屋に入ると、まず左手に、掃除用具入れとして使われている鉄製のロッカーが見えます。脇には、高さ一メートルほどの、鍵かぎつき木目調収納棚。これは事務所の人員各個人に割り当てられており、横に五人分、行ぎよう儀ぎ良く並んでおります。


    　棚の上にはタイムカードの機械と、小こ鉢ばちに植わったサボテンの花。コンクリート打ちっ放しの壁へき面めんには、依頼客から贈られたフェルメールの複製画が掛かっていました。


    　そのまま壁沿いに進むと、応接間への扉とびらがあります。目線の高さに、今月のスケジュールを記した予定表が貼りつけられていましたが、その大部分が空白でした。


    　部屋の最北西。もっとも奥まった位置は、事務机と資料棚から構成されるホットコーナー。隣室での相談時にも対応しやすいよう配慮された、秘書用の待機場所です。机き上じようにはノートパソコンと、配達された未分類の手紙が待機セツトアツプ中。


    　部屋の中央部は、六人掛けのＬ字型ソファが鎮ちん座ざしています。濃緑のリノリウム床と馴な染じむ茶色の布張りで、両横に肘ひじ掛かけがついたタイプ。それが長方形のガラス張りテーブルを挟んで、テレビセットの対面に備えつけられていました。


    　南東突き当たりは、キッチンです。ステンレスの流しと、ゴシック風の華やかな装飾が施ほどこされた食器棚。クリーム色の大型冷蔵庫。これは左右どちらの引き手からでも開閉できる仕組みになっています。あとはパンも作れるという触れ込みの炊すい飯はん器きと、型の古い電子レンジ。こういった設備が使いやすいよう配置されています。


    　今日もリビングは整理と清掃が行き届いており、三階の惨さん状じようとは正反対でした。


    　私はやかんを火にかけました。ついでに換かん気き扇せんを回し、空気を入れ換えます。


    「……そうか。春休みか。どうりで二日続けて美み郁いくちゃんがいるはずだ。普段なら起こしに来るのは一日おきなのにさ。とすると、僕が安眠できる日々もしばらく巡ってこないわけだ。……学校も罪つみ作つくりなことをする……」


    　背後のソファから呟つぶやきが洩もれてきました。独り言のつもりでしょうが、私にもしっかり聞こえております。美郁イヤーは地獄耳。


    　私がひと睨にらみすると、所長代理は慌あわてて新聞を読むふりをしてくれました。


    「……ふむ。月曜なのに大河ドラマがある？」


    　それは昨日付のものです。今日は三月七日。


    　私が通う聖セントバーナード学園附属中学は一昨日、卒業式を迎えたばかりでした。小中高一貫教育を売りにしている学まなび舎やですから、中等部のカリキュラムを終えたとしても、ほとんどの生徒は持ち上がりです。他校の学生たちのように、新しい生活に向かって準備を整えよう、などという意欲も、さほどは湧きません。新学期まで一か月ほどある春休み、という感覚がせいぜいのところでしょうか。


    　私こと七なな歳とせ美郁は次年度から高等部に進学します。ですがその前に、山積みになっているアルバイト先での仕事をこなさなければなりません。なにせうちには経理等の裏方仕事ができる人材が私だけなので、一日休むだけで結構な量の仕事が溜まるのです。お金は貯まらないのに、なんという不条理。


    　私が働いているのは、九ここの重え探偵事務所という、小さな会社です。


    　学校がある間は一日おきに顔を出すのがやっとでしたが、休きゆう暇か中は時間にもゆとりがあります。私は根が繊せん細さいなのか、仕事が積み上がっているのを想像するだけでストレスを感じる質たちでした。常時出勤できるなら、そんな鬱うつ積ぷんも減ることでしょう。


    　いや、前ぜん言げん撤てつ回かい。私最大の心痛要因である、駄目な大人がおりました。


    　今現在、事務所の代表を務めているのは、前所長の弟です。


    　仮の名前は今近衛ここのえ久く遠おん。本名と字じ面づらの違った名刺を持ち歩いているのは、実のお姉さんがあまりにも有名だからです。


    　所長代理は当年とって二十二歳。中肉中背で、収まり悪く伸ばした髪を無造作ヘアだと主張するほかは、たいして特徴のない外見をしています。


    　服装に拘こだわりはないのか、これといった定番スタイルはありません。今日のところは黒いハイネックのシャツ一枚に、細めストレートのパンツ。外出の際は上にブルゾンなりレザージャケットなりをひっかけて、街中をうろうろします。ちょっと不審な大学生、といった感じでしょうか。


    　以前は寝ね間ま着きのまま一日中うろつき回っていたものでしたが、私が厳しく指導、監督した結果、仕事場にいるときはきちんと着替えるようになっていました。


    　その他細こま々ごまとした欠点はいくつでも挙げられますが、とにかく怠たい惰だ、怠たい慢まん、怠なまけ者。


    　この男が存在する限り、私の苦労が軽減される日は訪れないのです。


    　お湯が沸きました。所長代理は湯飲みを受け取り、まだ昨日の新聞を読んでいました。


    　いつまでも寝ぼけた男に構っているほど暇ひまではありません。昼までに事務仕事を終わらせるべく、私は自分のデスクに向かいます。


    　当事務所内での私の立場は、秘書兼経理担当といった役どころでした。


    　封筒、葉書類の確認は、午前中に私が片づけなければならない仕事です。手際良く仕分けして、要いるものと要らないものとに分別していきます。大半は不要なダイレクトメールですが、なかには時折仕事の依頼状などが混ざっていることもあり、油断できません。宝たから籤くじに当たるよりもまだ低い確率とはいえ、まさか依頼者からの手紙を捨ててしまうわけにもいきません。慎しん重ちように選えり分けます。


    　それが終わるとメールのチェック。これも大部分は広告か、所長代理がツケで飲み食いしたぶんの支払いを促す苦情かです。仕事を依頼してくるメールなど、いくら待っても来てくれません。当事務所、よく言えばゆとりある職場環境。


    　悪く言えば、暇なのです。薄々お察しのこととは思いますけれど。


    　誓って申しますが、うちの事務所にまともな仕事がこないのは所長代理の責任です。依頼がこないのは、経営者が無能だからなのです。断じて私のせいではありません。


    



    　時刻は正午過ぎ。


    　いわゆるできるオンナであるところの私は、ひととおり通常業務を終えました。


    　リビングでは所長代理が熟じゆく睡すいモードに突入しており、今にもソファから転がり落ちそうになっておりました。それはそのままにしておくこととして、私は昼食の準備をしようとキッチンへ。冷蔵庫を開け、食材をチェックいたします。


    　調理場は窓に接しており、気持ちの良い光が差し込んできます。鼻歌交じりに下ごしらえを済ませ、ガスコンロをひねりました。


    　待つほどもなく香ばしい野菜の香りが漂ただよってくると、所長代理が身を起こし、食器類がしまわれている棚を漁あさり始めます。事務所ではご相しよう伴ばんに与あずかりたい場合、テーブルのセットをする決まりになっているのです。食事はリビングでいただくのが慣例でした。料理を運び、所長代理の斜め前に腰掛けます。


    　やや遅めの昼食は冷製パスタ。真冬の間は控えていたメニューですが、小こ春はる日和びよりのうららかな午後にはうってつけの、お手軽献こん立だてです。


    　いただきますを言いかけたとき、玄関ホールの扉とびらが開く音が聞こえてきました。事務所は築二十年ほどのコンクリート三階建てで、あちこち老ろう朽きゆう化かが進んでおります。開け閉めの度たびに騒音を立てるドアも、来訪者を報しらせる役には立つようでした。


    　知り合いのうち、呼び鈴りんを鳴らさずに上がり込む礼れい儀ぎ知らずは、ひとりしかいません。


    「おお？　ちょうどご飯どきか。うまいところへ来たみてーだな」


    　侵入者は、やはり見知った顔でした。挨あい拶さつもそこそこに私の隣となりに腰を下ろし、自分の取り分を要求されます。いつの間に取り出されたのか、大皿がテーブルに置かれていました。


    「大盛りで。昨日買い物し忘れて、今朝は米二キロしか食ってねーんだ」


    　食欲魔神の名前は荒あら礼らい熊ゆう。たいそう厳いかついお名前ですが、これでも女性です。本人曰いわく、熊という字じ面づらがお好みではないそうで、漢字表記にすると機き嫌げんが悪くなられます。下の名前はカタカナで。それが暗あん黙もくの了りよう解かいです。


    　推定年齢二十三歳。血液型までは知りません。


    　すらりと伸びた長身は、現役のモデルなみ。身長百四十四・九センチの私からすれば羨うらやましい限りです。


    　さらに身体的な凹おう凸とつはモデルどころの騒ぎではありません。認めたくないことですが、メリハリにおいてはゆうに私の三倍ほどの強弱アツプダウンを誇ります。


    　頭頂部後方で適当にまとめ垂たらされた濃い茶髪もボリュームがあり、くっきりとしたお顔立ちをますます引き立てる相乗効果をもっていました。事実都会で生活されていた頃には、街中で何度かスカウトされたとも聞いています。ことの真しん偽ぎは定かではありませんけれども。


    　ユウさんのファッションは独特の美学に裏打ちされていました。


    　シャツの上から長めの羽は織おり。おまけに柄はツキノワグマと桜さくら吹雪ふぶき。模様は日によって様々でしたが、女俠きよう客かくの如ごときいでたちは、とにかく派手で目立ちます。傾かぶいているというか。


    　他に特徴を挙げるなら、毎日色が変わるアクセサリ類でしょう。


    　今日の基調は青色でした。髪留めから、携帯のストラップ、上衣を脱がれた後のインナーまで、いたる箇か所しよに青系統が散りばめられています。髪の先にまで水色のウイッグを編み込む隙すきの無さ。


    　小物の中でもとりわけ目を惹ひくのは、左手にはめられたアームドリングです。銀色の指輪が日光の照り返しを受けて鈍にぶく光りました。衣装全体の統一感などまるでありません。


    　恐るべきは、そんな無茶なコーディネートをも、お洒落しやれに着こなすユウさんなのです。


    　ユウさんの要求に、所長代理から不満の声があがりました。


    「図々しいなユウさんは！　そもそも僕と美み郁いくちゃんのぶんしかありませんよ。食べるなら前もってランチの予約をしといてくれないと」


    「うるせーぞ駄人間。おめーが作るわけでもねーのに。……どうせ今まで寝てたんだろーが。んな奴に昼飯食う権利はねー。二人前しかねーなら、おめーの皿寄よ越こせ。私の一部となるほうが、きっとパスタ君も本ほん望もうだろう」
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    「自分勝手極まりないことを仰おつしやる。僕にだって人権はあるんですよ？」


    「初耳だ。そうなのか、みー？」


    　私は爽やかな笑顔でお答えしました。


    「さあ？　ノミやイエダニの主張は、私にも理解できかねますので」


    「義妹いもうとの発言とは思えぬ！　何気ない一言が誰かを傷つけてること、もっとよく考えて！」


    　所長代理が涙ながらに訴える脇から、素早く手が伸びます。料理の載ったお皿を強ごう奪だつしたユウさんは、少しも躊躇ためらわれることなくパスタを口へ。掃除機なみの吸引力で平らげてしまわれました。


    「なかなか。八十八点」


    「お誉ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくです。茹ゆで具合はいかがでした？」


    「いやいやいやいや、ふたりだけで納得してないでください！　僕の満たされぬ胃袋はどうすればいいんですか！　事務所から[image: ]やせこけた死体が発見されたら大問題ですよ！」


    「確かに問題だな……」


    　思案の後、ユウさんは所長代理に意見を聞かれました。


    「おめーは火か葬そうと土ど葬そう、どっちが好みだ？」


    



    　ぐずぐずといじける所長代理は放置して、食事を終えた私たちは休きゆう憩けいタイムをいただきます。食事直後の急激な運動は、消化器官によくありません。


    　空腹も一段落したところで、ユウさんが懐ふところから葉書を一枚、取り出されました。


    「ポストに手紙、残ってたぞ。遅ち配はいされたやつかな？　昼飯に気を取られて忘れてた」


    「ありがとうございます。……ああ、セールの告こく知ちですね。今度駅前のデパートが改装されるそうです。うちの事務所もリニューアルできるものならしたいですね」


    「セールか……」


    　ユウさんはソファの肘ひじ掛かけに足を乗せ、座席をまるまる占領されておられました。その姿勢のまま、思案に入られます。ユウさんお決まりのリラックスポーズ。


    「そういえばユウさん、今日はどうして来られたんです？　三月いっぱいは忙いそがしいから顔を出せないと仰っておいででしたのに」


    「うん。忙しい。つーか忙しすぎて、人手が欲しくてさー。午後から暇ひまなら手伝ってもらおうかと思って来たんだけどよー」


    　事務所におけるユウさんの扱いは、人手が足りないときに協力していただく、臨時のアルバイトに近い立場です。もっとも、出勤日以外でもちょくちょくご飯をたかりに来ておられましたが。


    　ですが昨年の末、かねてからの夢だった雑貨屋さんを開店する目め処どがつかれたとかで、そちらの準備に本腰を入れられることになったのです。


    　オープンは四月一日。期日も迫り、この二か月ほどはご多た忙ぼうな日々を過ごされているようでした。予定の期日に間に合うよう、看板造りやら販売品の選定やら、やることが山積みであるともお聞きしています。


    「仕事の依頼は入っていませんから、お手伝いするに吝やぶさかでもありませんが」


    「なら良かった。だったら飾りつけでもやってもらおうかな。ひとりで作業してると、どうも気が滅入ってくるんだよなー」


    　寂しがり屋の兎うさぎを思い起こさせる物言い。ユウさんはがさつで乱暴ですが、その実、心に秘めた乙女おとめモードは全開なのです。でなければファンシーグッズの店を開こうなどとは思われないでしょう。


    　いちはやく反応したのは所長代理でした。


    「喜んで行きますよ！　お駄だ賃ちんは日払いですか？」


    「おめーじゃなく美み郁いくに言ってんの。小汚い野郎が出入りしてるなんて噂うわさが広まると嫌いやだからな。おっさんは駄目。うちのターゲットは可愛かわいい女学生オンリー」


    「馬鹿な！　僕も気分的にはまだまだ高校生で通用するってのに！　仲間外れは悲しい！」


    「入り口くぐった瞬間に、命はねーと思えよ？」


    　脅おどされて泣き寝入りする所長代理。私調べによる、『こうはなりたくない人物ランキング』、堂々の一位っぷりをみせています。


    「いいですよだ！　僕は今日からストライキに突入する！　僕の要求が受け容いれられるまで、ここから動かないからね！　僕がいなくて困ったとしても知らないからね！」


    　トップの人間がストを起こすのは企業として間違っています。ですがこの先、とりたてて所長代理が必要になる場面も想像できませんでしたので、そのまま無視スルーしておきました。


    　というわけで午後からの日程も調整完了。


    　無駄が嫌いな私は、最高責任者にも仕事を割り振っておきます。


    「所長代理。どうせごろごろされるだけなのでしたら、せめて食器くらいは片づけておいてくださいね？　『働かざる者食うべからず』です」


    「……ただいま留守にしております。ご用のかたはピーっと発信音が鳴った後……」


    「……このままでは夕食も抜きになりそうですね……」


    「喜んで洗わせていただきます。不ふ肖しよう私わたくしめにお任せあれ」


    　そもそもいたいけな少女の代わりに水仕事をしてやろうと申し出るくらいの優しさはあって然しかるべきだと思います。


    　私の足は外へと向かいかけましたが、羽は織おりの女じよ傑けつが億おつ劫くうそうに、ソファから動かれません。


    「……さっき急いで食べすぎたからかな？　どうも小しよう腸ちようの調子が……」


    「もうそんなところまで消化分解されたのですか！　……自じ業ごう自じ得とくです。お行ぎよう儀ぎが悪いからそんなことになるのです。これからはもっとよく咀そ嚼しやくしてから……」


    「わかったわかった。小こ姑じゆうとめかおめーは。……いいから先に行ってな。もうちょっとだけ一いつ服ぷくしてく。おめーは足遅いからすぐに追いつけるし」


    「私が遅いのではなく、ユウさんが早すぎるのです。はき違えないでください」


    　私は多少腹立たしく感じながらドアを閉めました。ユウさんのお店は一キロほど北西の、高級住宅地の一角にあります。


    　我が愛機たるＳグウェイをガレージから引き出し、乗車。これは乗り手の姿勢で速度を変えられる、近未来的な二輪車です。色は青でした。


    　交通ルールを遵じゆん守しゆしつつ、出発進行。


    　そもそもユウさんを基準に考えるなら、徒競走も砲ほう丸がん投げも、ありとあらゆる競技の標準記録が大幅に変更されてしまうではありませんか。ただでさえ運動能力に不安を抱く私には、まったく嬉うれしくない変更です。


    　私は有能にして愛らしい、非の打ちどころのない女子学生です。ただし一点、運動神経だけは人並み以下でした。体力もなくすぐ疲れるので、徒歩もできれば遠慮したいところ。


    　お箸はしより重い物は持てない、か弱き美少女。それが私なのです。


    



    



    【２００５／０３／０７／１３０１】


    　少女の姿が消えると、今近衛ここのえ久く遠おんはスタイルを正常に戻す。七なな歳とせ美み郁いくが傍そばにいるときとは違う、倦けん怠たいと冷笑に包まれた生き真ま面じ目めさ。それが少女には見せない久遠の本質でもある。


    　誰にでも噓うそを吐つきたい相手はいる。本当の自分を隠しておきたい相手が。


    　久遠は美郁以外の相手には自分を偽いつわらない。仮面を被かぶる必要すら認めていない。荒あら礼らいの前ではとりわけ、実直に話ができる。双方ともある程度、互いの事情を知っているからだ。


    　ソファに座り直しながら、久遠が笑った。照れ隠しにもならない笑顔を貼りつけ、肩をすくめる。


    「……まったく。美郁ちゃんの毒どく舌ぜつを聞くと、一日が始まったって気になるな……」


    　仰向けに寝転がったままの荒礼に声をかける。


    「で？　何か話があるんですよね？　ユウさんのお腹がパスタ一皿でストを起こすとは思えないし」


    　羽は織おりの袖そでから取り出された葉書が、久遠に放られた。


    「たぶんおめー宛あてだ。やっぱり郵便受けに届いてた。みーに見つからなくて良かったな」


    「……やれやれだ。今日も世界は平和だって言いたいんですけどね……」


    　表面は白紙だった。郵便番号はおろか、宛名すら書かれていない。


    　葉書を裏返し、文面を眺める。内容はシンプル極まりなかった。


    



    『世界で二番目に強い刺し客かくを送ってみました。存分にご堪たん能のうあれ。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最愛の姉より　愛は籠こめずに』


    



    　冗じよう談だんじみた一文が躍る。久く遠おんよりも先に字句を読み終えていた荒あら礼らいが問いを投げかけてきた。


    「……白しら雪ゆきはどういうつもりでこれを送りつけてきたと思う？」


    「さあね。……姉さんの考えることはスケールが大きすぎる。僕には想像もつきませんよ。僕らが一歩進む間に、姉さんは月まで到達してるでしょう。自分の考えに追いつける人間なんていないと姉さんは思ってるし、そして事実そうなんです。嫌いやになることに」


    　だからこんなふざけたアイディアを思いつけるのだと。


    　久遠は葉書をシュレッダーにかけた。投げ込み文ぶみに手掛かりを残すような姉ではない。葉書を残しておいても、目め敏ざとい美み郁いくに発見される危険が高まるだけ。


    　少女を面倒事に巻き込みたくないという久遠の意志は、荒礼にも共感できる。葉書が細切れになったのを見てから口を開いた。


    「その、世界で二番目に強い刺客、って言葉だけどよー。……私の知識が正しけりゃ、その肩書きで呼ばれてた男はもう死んでるはずなんだが。他に該がい当とう者はいるのか？」


    「どうだろう？　殺し屋なんて、星の数ほどいますからね。現に僕の目の前にだってひとりいるわけだし。二番目云うん々ぬんの担にない手くらい、いくらでも見つかるんじゃないですか？」


    「私が言いたいのはそういうことじゃねー。わかってんだろ？」


    　いらいらする荒礼に、半笑いのまま頷うなずいた。


    「わかってますって。……枯かれ野のさんのことですね？　一九九九年前後から、その通り名で呼ばれてるのはあのひとしかいない。僕も一度だけお会いしたことはありますから」


    　枯野ねと、彼女は枕まくらにしていた腕を組み替えた。


    「同業者の間じゃ、枯野はくたばったって噂うわさが立ってる。でなけりゃここ数年、まるで仕事をしてねーのもおかしな話だからな。そのあたりの事情はどうなんだ？」


    「僕も枯野さんは亡くなったと思ってましたよ。……だからこそ、この手紙には納得できない部分も多い。気にかかることだらけですね」


    「確定情報はなしか。まー、見切り発車はいつものことだけどよー」


    　事件はいつでも不意に舞い込んでくる。それを受けてから行動を起こすのだから、後ご手てに回るのは仕方がない。


    　久遠は席から立ち上がった。《所長代理》のネームプレートが下がったロッカーまで歩く。奥にしまわれているスーツケースには、外回り用にあつらえた装備一式が、静かに出番を待っている。


    　蓋ふたを開けた先には、鋼はがねの武器が収められていた。


    　古い友人からの贈り物を取り出す。


    　それは左右一対ついの脚きやつ甲こうだった。爪つま先さきから膝ひざ下したまでを覆おおう、ブーツタイプの銀ぎん具ぐ足そく。


    　車などに転用される一般工業品よりも強度を有する鋼板。それを重ね折りし、加工硬化後、表面をさらに炭たん素そで強化した特注品である。


    　何重にも鋼はがねで補強された多層装甲は鈍にぶく重く、堅けん守しゆなる防御力を与える。と同時に、一度攻勢に立てば、その重量は固い破壊の鉄てつ槌ついへと姿を変える。


    　今近衛ここのえ久く遠おんが所有する、現時点での最大戦力《拾じゆう壱いち断だん銀ぎん鎧がい仗じよう・三さん里り》Ｖｅｒ．２。


    　鋼でできた装身具を着衣の下にはいて、準備を整える。ズボン下に甲かつ冑ちゆうを仕込んでいると見破る者もそういないだろうが、なるべく目立たないよう身につけた。


    　金属の足音を響かせて立つ。得え物ものの感触が不快に肌を刺した。だが備えもなく危険に当たるのは、愚おろかでしかない。


    　出かけるつもりか、と荒あら礼らいが尋たずねる。


    「ええ。……美み郁いくちゃんが手紙を見つけなくて良かった。僕だけでなんとかしてみます。嫌われ者は別行動しますよ」


    「そう上う手まくいくかねー？　……それで？　これからどうすんだ？　ひとりで戦って勝算はあんのか？　神頼みは最近、流は行やらねーみたいだぞ？」


    　久遠は必要ないと言い切った。


    「僕のことなんて別にどうでもいいんですよ。大事なのはどうすれば美郁ちゃんの身を守れるかってことで、僕についてはどこで殺されようと関係ない。そんなのは考えるにも値あたいしないことなんだ」


    「……てめーは底なしの馬鹿だな。馬鹿は長生きできねーぜ？」


    　それを聞いても久遠に堪こたえた様子はない。


    　荒礼は、彼が己おのれを顧かえりみない理由は知っていた。


    　だからこそ彼を責めたりはしない。普通目の前でそうした態度を取られれば即座に殴り倒すであろう彼女をして、手や口を出すのを控ひかえさせる。


    　荒礼は天てん井じようを見上げながら大きく息を吐き出す。怒りの微び粒りゆう子しを放出する。


    「……だが馬鹿には馬鹿なりの覚悟ってもんがある。美郁を守りたいっていう、てめーのその部分だけは本物だ。このユウ様は、本気の人間にゃ手を貸してやることにしてるのさ」


    　ソファから身を起こし、荒礼は言った。


    「美郁の護衛は任されてやる。……ふん。それに、私はいつでも可愛かわいいものの味方だ。あいつは性格と根性は悪いが、見た目だけなら天使だからな」


    「それは本人に言わないほうがいいですね」


    「聞かれたって困りゃしねー。ほんとのことなんだから」


    　午後の仕事が始まろうとしている。


    　窓から差し込む穏やかな光とは裏腹に、彼らの心には隙すき間ま風が忍び込み始めていた。これから事件が起こる、という不安が重くのしかかる。


    　気分を紛まぎらわせるように、久く遠おんは軽口を叩いた。


    「……ついでに食器洗い当番も任せていいですか？　帰ってきてからやります、なんて言える保証はありませんからね。困ったことに」


    「やっとけって言われたのはおめーだろうが。私はもう行くぜ」


    　去さり際ぎわのやりとりには忠ちゆう告こくが含まれていた。


    「……気をつけろよ。実のところ、身内の葬そう式しきに出るのは好きじゃねーんだ」


    「……同感ですよ。自分のやつなら、とりわけね」


    　荒あら礼らいは美み郁いくを追いかけ、自分の店へと戻っていった。


    　久遠も鍵かぎをかけてから、事務所をあとにする。行き先は彼女らとは別方向。美郁に知られる前に事件を解決する。その思いだけが強い。


    　ドアノブに下げられた《休日》の札が、主あるじを見送り風に揺れる。


    



    　今近衛ここのえ久遠は単身、街を歩く。


    　ひとりになると安あん堵どする。これで他人を巻き込むことはないと思うからだろうか。


    　だが彼が心底ひとりきりになることはもうできない。


    　今近衛久遠というキャラクターは、既にデータ上にしか存在しない人格となっている。かつての九ここの重え九く音おんは一度死に、ここにいるのは元の彼ではない今近衛久遠。そう名乗っている。名前の違いだけでなく、両者は異なる存在である。この厳げん粛しゆくなる事実を知っている人間は限られていた。


    　スイッチを入れると雑音が聞こえる。機械的なメカニズムではないが、頭の中にオンオフ仕掛けの切り替え操作ボタンがあると想像したほうが、彼との連動は楽に行うことができる。


    　すべては脳内で発生する、実体のないやりとりだった。


    　彼の言葉は、久遠にしか聞こえない。それでも口に出して話しかけてしまうのは、見当違いの悪あく癖へきだろう。ひとりでぶつぶつと呟つぶやきながら徘はい徊かいするから、すれ違う人から距離を置かれても仕方のない話ではある。我われながら多重人格者でもあるまいにとは思うのだが。


    　聞こえてきた声に向かって愚ぐ痴ちをこぼした。


    「聞いてた？　面倒なことになりそうだ。のんびりとした春休みは期待できないね」


    　頭の中で、別の思考が返事をくれた。陽気な口調はいつも変わらない。変化しない情報。


    　相談相手の名前は《階きざはし絶ぜつ無む》、という。


    　階は常に高こう揚ようした態度で応対してくれる。接続していない間は話し相手がいなくて寂しいのか、呼び出したときは大たい抵てい躁ハイになっている。励ましを求めるにはうってつけの男だが、その浮うわつき具合がときに煩わずらわしく感じられる日もある。


    　やや甲かん高だかいバリトンで、階きざはしは答える。興奮が久く遠おんの頭にも流れ込んできた。


    『俺なら面白くなりそうだ、って言うぜ？　……枯かれ野のね。まったく！　とんでもないゲストが参戦してきやがった！　……さすがは女王。予想もつかねえ手札をいくつ隠し持ってやがるのか……』


    　まるで事件が起こるのを楽しみにしていたかのような反応だった。それを苦にが々にがしく思いつつ反論する。


    「まだ敵の正体が枯野さんだと決まったわけじゃない。……いやむしろ、僕は誰か違う人間だと思う。推論だけど」


    『盛り上がりに水をさしやがる。さてはお前、パーティにお招よばれしても楽しめねえクチだろ？　……そう思う根こん拠きよを言ってみな。どうせつまらんことなんだろうが』


    「世の中の大半はつまらないことから成り立ってるんだよ」


    『冗じよう談だんだろ？　今だってこんなに楽しいぜ？』


    　アッパー気味の相あい方かたに向けて解かい析せきを依頼した。


    「共有ファイルを開いてくれ。日付は【１９９９／０１／１３】。僕が枯野さんと会った日だ。調べられるかい？」


    『俺を検索エンジンか何かと勘違いしてるんじゃねえだろうな？』


    　だが階は指示された作業を実行する。


    《共有ファイル》とは、彼ら二人の間でとりあえず名づけられた、自由にやりとりできる記憶情報のこと。


    　同じ身体のうちに存在している彼らは、互いの記憶を交換し合うことが可能だった。例えば十年前の今日、久遠がどこで何をしていたか、階がそれを知りたいと思えば、いつでも好きなときに探し出すことができる。逆もまた然しかり。


    　階との会話には、リアルタイムでの会話ほど時間はかからない。意思疎通おしやべりならゼロコンマゼロ数秒。通常の人間が脳から躰からだへ意思を伝達するよりも短い暫ざん時じである。


    『……見つかった。閲えつ覧らんしても構わねえのかよ？』


    「今いま更さらだ。プライベートな空間なんて、僕たちには望むべくもないからね。……なぜ僕が枯野さんじゃないと考えるのか、その記憶を見てくれればわかると思う」


    『暗い話は苦手だぜ俺は』


    「ユウさんじゃあるまいし、好きなことだけして生きるなんてできないんだよ」


    『大人の言い訳だ。夢いっぱいだった子供の頃を思い出してみな』


    　脳内で、記憶データの転送が開始する。かかる時間はゼロコンマ二秒。


    　パソコンが動画データを取り込むよりも早く、久遠から階へと、情報移送が完了する。人間の頭脳はどんな機械よりもハイスペックだ、と久遠は思う。


    　階が記憶を読み解くまで、久遠は黙って歩き続ける。


    　三十分ほどの記録だ。階きざはしが細かく再生チエツクしたとしても、五分で終わるだろう。パソコンと同じく、映像情報は音声だけの情報よりも重い。ために通覧には会話より時間がかかるのだ。それでも機械以上の高速処理には違いないが。


    　霞かすみ霞か市は列島のほぼ中央。隣県の大規模な工業地域と、県庁所在地でもある盛せい況きような中心市から等しく距離を取る、中規模の町である。十数年前から近隣大都市のベッドタウンとして開発が進められ、人の流入も多少は増加傾向にあった。だが目立った産業があるでもなく、市街を一歩外れれば山林と田園が見渡せる、都会とも田舎いなかとも言えない端は境ざかい地ち。


    　この街が一躍有名になったのは、ここが世紀の英雄の生地であり、彼女・九ここの重え白しら雪ゆきが暮らしていた場所だったからという理由に拠よる。それ以外には何の変へん哲てつもない地方都市だった。


    　事務所は街の中心地からやや離れた、山の手の住宅地に向かう一帯にある。東西に走る私鉄沿えん線せんから北にふたつほど、往来をまたいだ裏通りに建っている。


    　久く遠おんは西へと歩ほを進める。事務所から最も寄よりの《富ふ士じ霞がすみ》駅までは、およそ一キロ。駅周辺は商店街となっており、日中でも人通りは多い。


    　整備された街路樹が並ぶ通りを直進。交通量も多く、安全なルートである。


    　もし先方が接触を図ってくるつもりなら、できるだけ人目のある場所にいるほうが無難だろうと考えての行動だった。襲撃者が誰であれ、対策を練り終わるまで戦うつもりはない。


    　まもなく駅前という住宅地の切れ目あたりまで来たとき、ようやく階が声をあげた。


    『……終わったぜ。まったく、なんてもんを見せやがるんだ。俺はコメディと、セガールがやたら張りきる映画以外は観ねえってのに』


    　いささか沈んだ調子で、階が言う。彼がもし生身の身体をもっていれば、顔をしかめていたことだろう。


    『陰気な話はやめろって言ったろ？　……だがお前の言うとおり、やっぱりこの世はつまらんことで成り立ってるのかもしれねえな』


    　やや言い淀む階。


    『……すべての謎は過去にある、か。……今回の襲撃者は枯かれ野のじゃねえ。奴が生きてたとしても、美み郁いくを狙ねらう理由がねえ。逆だ。生きてりゃ今度こそ、枯野はあのガキを守ろうとするだろう。暗殺者ってのは、意外と面子メンツに拘こだわるからな』


    「君もそう思うかい？　珍しく意見が合ったね」


    『ああ、ま、たまにはな。……と言いたいところなんだけどよ』


    　警戒をこめた鋭い答えが返される。


    　前方二十メートル、と階は言った。


    　久遠は言われた場所を目もく視しする。


    　遮しや断だん機が下りた踏み切りの向こう、電車を待つ人々に紛まぎれるように立つ、二つの人影がある。


    　距離は遠い。だがこちらを見み据すえる相手側の視線は、彼ひ我がの間かん隔かくでも感じられた。


    　ひとりは女性。


    　体格は普通。目立たない黒系のスーツをかっちりと着こなし、右手に鞄かばんを提げている。頭には同じく黒のボンネット。


    　口元にはうっすらと笑みを浮かべているものの、目つきは冷たく濁っている。階きざはしが共有フォルダを当たるも、該がい当とうする人物は発見できなかった。


    　そしてその傍かたわらに寄り添う、もうひとりの男。


    　長身[image: ]そう軀く。身につけた着衣が、そんな外見的特徴を助じよ長ちようさせている。


    　黒一色。冬用の喪も服ふくの上下を身に纏まとう姿は、記憶の底をさらうまでもない。


    　その男を知っていた。一九九九年の冬、ただ一度だけ会話を交わした思い出がある。


    　枯かれ野のさん、とその名を口に出しかけてやめる。自分の見ている光景がはたして現実なのかと疑問が浮かんだ。あるいはまだベッドにいて、今朝からの出来事もすべて夢だったのではないかという解釈が広がる。


    　淡い期待を、階の声が引き戻した。


    『……起きてるぜ。俺たちには夢を見る機能なんて与えられてねえ』


    　女がハンドバッグに手を伸ばすのが見えた。


    　取り出されたのは携帯電話。それをこちらに示すように振ってから耳に当てる。


    　同時。久く遠おんの懐ふところから軽快なメロディが鳴り出した。流は行やりの音楽らしい電子音は、知人が勝手に設定したもの。久遠の選曲センスではない。


    　通話ボタンを押す。電子機器の対岸から、初めて聞くソプラノが響いてきた。


    『はじめまして九ここの重え九く音おん。いえ、それとも名前を変えているのだった？　私にはどうでもいいことだけど』


    　久遠は話さない。相手の出方を窺うかがい、耳を澄ます。女は流りゆう暢ちように続けた。


    『ご挨あい拶さつをしようと思って。あなたがたの世界では、それが礼れい儀ぎなのでしょう？』


    「……話し合いをされたいのなら、喜んで応じます。僕は筋すじ金がね入りの平和主義者でね。なるべく殴り合いは遠慮しておきたいんですよ」


    　馬鹿馬鹿しい、と脳内で階。


    　その声が聞こえているはずもないのに、女も同じことを言った。


    『長話をするつもりはないわ。あなたについて、女王から受けた指示を教えてあげる。今近衛ここのえ久遠は随ずい時じ処分。……実のお姉さんからの言葉にしては、随ずい分ぶんと手厳しいわね？』


    「どうもひとから嫌われるのが僕の特技らしくてね……」


    　遮しや断だん機はまだ上がらない。彼女たちへ近づくか迷った。何より女の隣となりに立つ男に、尋たずねてみたいことが山ほどある。


    　しかし女は枯野に語かたらせようとは考えていないようだった。鋭く語気が飛んでくる。


    『あなたたち反逆者には相応ふさわしい終幕なのよ。……あなたを処分することなんていつでもできる。だからそれより先に、私たちはあなたの義妹を拿捕しに行く。そうすればあなたはより苦しむだろうと女王は言った』


    　それは最大の禁句だった。今の久く遠おんにとって、彼女の存在が唯ゆい一いつの泣きどころ。


    　上うわ辺べの冷静さが吹き飛んでいく。踏み切りに向かって走った。


    　視線の前を、上り電車が通過していく。遮しや断だん機は閉じたまま。まだ一本、下りが通るのを待たなければならない。


    　黒と黄色の遮しや蔽へい物の彼方かなたで、女が冷笑を浮かべる。


    『もっと苦しめばいいのよ。外そと木き場ば外うい郎ろーに肩入れする人間は全員、もっともっと苦しめばいい。あいつに殺された多くの人と同じように』


    　そう悪くねえ思いつきだなと、階きざはしが嘲ちよう笑しよう。だがそんな笑いが聞こえるはずもない。通話はそこで途切れてしまう。


    　西から東へ、特急電車が流れていく。


    　列車が通り過ぎた後には、ふたりの姿は消えていた。周囲を見渡しても、それらしき背格好はない。


    　逃げられたか、と階が嗤わらう。


    『もしくは見み逃のがしてくれたと言うべきなのか……。どっちにしても舐なめられてる。お前が見下されるのは勝手だが、ひとつ躰からだに同乗してる俺までコケにされるのはお断りだぜ？』


    　久遠は答えなかった。踏み切りを渡り、舗ほ道どうの隅で装備の具合を確かめる。


    　熱をもたない鋼はがねの感触は、心に同調するように冷たい。


    　女は美み郁いくをさらうと発言した。ならば接触される前に倒さなければならない。


    　ユウの店へ行く、と階に告げる。気安い了りよう解かいが返ってきた。


    　急せき立てるような久遠の心と反対に、階は戯ざれた開式の辞を口にした。


    『さあて、凄せい惨さんな事件の始まりだ。人が死んで、人が死ぬ。ただそれだけのことに必死になる。……やっぱ人間てのは面白いよな、相棒？』
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    【今日を生きるための観察日記／②】


    　駅前は我が街でも姦かしましい界かい隈わいです。


    　事務所から見て東に位置する駅周辺には、近隣住民のための娯ご楽らく施設が密集しており、無理をすれば繁華街と呼べなくもありません。


    　通称《バ校前》。正確を期すならば『聖セントバーナード学園附属小学校正門前』駅なのですが、長いので誰も憶えようとしません。


    　簡単に付近の地理状況を解説いたしましょうか。


    　わかりやすい名前のとおり、駅の南には私が通う学園があります。南口を一歩出ると、正面に校門。電車を利用して通う生徒には都合が良い立地条件でしょう。


    　駅の西に広がるは、巨大な駐輪場。対して東側は、バスやタクシーが停留するロータリーになっています。時間帯によっては混み合う、交通の要所です。


    　学園の反対側、北口を抜けた先には、大型のショッピングモールがそびえます。そこに寄り添うようにして、各種の商業店てん舗ぽも立ち並び、活気に満ちております。


    　私たちはそちらに寄ってきた帰り道でした。


    　というのも、ユウさんが買い出しに行くと主張されたからです。先さき程ほどセール葉書をご覧になったからか、なんでも服飾用の布地が欲しいそうでした。その他、お店に必要な備品も買い足していると、午後が半分潰つぶれてしまいました。


    　ちょうどおやつの時間です。ユウさんがごねられるので、私たちは小休止を取ることにしました。この猛獣を飼育するには、定時に餌えさを与える必要があるのです。


    　北口周辺は広場になっています。中央には花時計と、十五分に一度スプラッシュする噴水。それらを取り囲んで、季節ごとに植え替えられる花壇が段を成なします。


    　花壇に沿って、タイル張りの遊歩道が八方に伸びています。道と道の間は照しよう葉よう樹じゆが植わった芝しば生ふが広がり、小規模な公園といった風情ふぜいです。市民の憩いこいの場として客足も見込めるため、広場の周囲には軽食を売る屋台なども軒のきを並べておりました。


    　私たちはそのうちから、ユウさんイチオシの《タイ焼き》をセレクト。これは中に餡あんが入った魚型の焼き菓子、ではありません。自称・謎のタイ人《鉄てつ板ぱん王おう》氏が作る、胡う散さん臭くさい粉物です。お好み焼きの上にタコ焼きを乗せ、さらにクレープ地で蓋ふたをした、タイ料理とは何の関係もない食べ物ですが、なぜか客受けは抜群。付近の名物として地元のタウン誌にも載りました。味もなかなかおよろしい。


    　私よりも先に、ユウさんが注文オーダーされます。手には毎日持ち歩いている《買い食い専用フォーク》が握られており、はやくも臨戦体勢でした。


    「私はチーズ入りのほう。飲み物はこのストロベリーなんやらで」


    「……遥かな年下に奢おごらせようとは、いい根性されてますね」


    「事務所の経費に計上すりゃいーだろ？　交際費だ、交際費」


    「万年赤字の事務所に、この上まだ負ふ債さいを押しつける気ですか？　ユウさんは鬼です！　悪魔です！　蜂はち蜜みつの食べすぎで木穴に詰まる肥ひ満まん熊ぐまです！」


    「そんな太ってねーし。鬼はおめーだ。あと一分くらいでお腹ゲージがゼロになる私に、なんて冷たいこと言いやがる。この冷血ロリペタめが」


    　マザー・テレサ級の美しい心を持つ私に不満げな顔を作りつつ、あくまでこちらに餌えさをねだろうとされるユウさん。欲望のままに生きるその姿勢には驚くほかありません。


    　ですが私も倹けん約やくの修しゆ羅らと呼ばれる、ジャパニーズ・サムライのはしくれ。おめおめと言いなりにはなりません。一ペニーたりとて余計な出費を見み逃のがすものかと、常に節約を心こころ懸がけながら生きているのです。


    　押し問もん答どうの末、結局私は財布を取り出すことに相あい成なりました。ぐずぐずしていると後ろに並ばれているお客さんにご迷惑ですから。


    　しかしながら釈しやく然ぜんとしない気持ちは残ります。敗北感に打ちひしがれつつ、私はお釣りを受け取りました。合い言葉は、『リベンジ』。


    



    　ベンチは埋うまっておりました。私たちは広場の中央からやや離れた緑絨じゆう毯たんに腰を下ろし、足を伸ばします。ここの芝しば生ふは立入禁止ではありません。


    　パスタの反省もなくタイ焼きにかぶりつくユウさんを尻しり目めに、私は品良くいただきます。


    　あっという間に自分のぶんを完食したユウさんは、さも当然と、私の器うつわにまでフォークを伸ばされました。格別大食漢でもない私は、横取りされたと騒いだりはしません。


    「……それにしても、あの碑ひ文ぶんはなんとかならねーもんか？　あれを見る度たびいらいらするんだよな。邪じや魔まなとこに立ってるしよー」


    　フォークを振り回しながらの台詞せりふに、私もそちらに視線を移しました。


    　広場の中心、円状に傾いた花時計の隣となりには、一基の石碑が建こん立りゆうされていました。私の背ほどもあるそのオブジェは、最近では人々の待ち合わせ場所にも使われたりします。


    　曰いわく、《九ここの重え白しら雪ゆき生せい誕たんの地》。


    　金かな釘くぎ流りゆうの彫り文字で刻まれた銘めいを眺めながら、ユウさんは気け怠だるげに呟つぶやかれました。


    「まあ誕生の地には違いねーんだろうけどよー。私たち白雪の関係者からすりゃ、あんまり愉ゆ快かいな話でもねーのは確かだな。墓はか石いしでも立てたほうがいいように思える。立派な記念碑なんかより、よっぽどあいつに似つかわしいぜ。そう思わねーか？」


    「思っても口にしないのがエチケットというものです。白雪さんのファンに聞かれると面倒なことになりますからね」


    「私に文句言う奴がいりゃ、ツラ先ぶん殴ってやるよ。……それにしても記念碑ねー。税金の無駄遣いってのは、こういうのを言うのかねー？」


    　食べ終わったユウさんは芝しば生ふに寝転びながら、欠伸あくびをひとつ。


    　春がすぐそこまで迫っていると実感できる午後でした。油断すれば眠気を誘われたとしてもおかしくはありません。


    　けれどもユウさんは目を開いたまま、空を見上げておられました。


    　午後三時の晴天は、ゆっくりと雲を運んでいきます。


    「……この時間になるとよー」


    　唐とう突とつにユウさんが話し出されました。


    「どうにも悲しくなるんだよな。……おめーは信じねーかもしれねーけど、うちの実家は躾しつけが厳しくてな。毎日夕方四時までには帰らねーといけなかったんだ。……なんで笑うんだよ？」


    「オホン。……いえ、想像しにくかったものですから。先をどうぞ」


    「次笑ったら、もう話さねー。……だからガキの頃、友達と遊んでると時間ばかり気にしてた。もうちょっとしたら帰らないといけねー。この楽しい時間はあと少しで終わっちまうんだって。そればっか怖かったのを覚えてる。……だから今でもおやつタイム過ぎると、どっか悲しい気分になるんだよ。わかるかこの物寂しさが？」


    「共感はしづらいですね。私の家では、私が門限を決めておりましたので。遊びに行こうと思えば、自由に行けたものですから。……ただ惜しかったのは、一緒に遊びに行ってくれる仲良しがいなかったことですね。中学までは私、友達いませんでしたから」


    「哀あわれを催もよおすオチをつけるな。いい話が台無しだろーが。……だが友達か」


    　ユウさんの瞳が細まりました。


    「そういえば、初めておめーの姉ちゃんたちと会ったのもここだったな。おめーくらいの年のとき、この街へ遠征してきてさ、白しら雪ゆきと月子に会った」


    　ユウさんは日頃、滅めつ多たにご自分の昔話をされません。叩けば埃ほこりが出る身であるからでしょうか。姉たちと出会ったいきさつもお聞きしたことはありませんでした。


    「私が電車降りてぼーっとしてたらよー。私以上にぼーっとした奴がいた。お前の姉ちゃんだけどな。バ高の制服着て、話しかけても意味不明な返事しかしねーし」


    　その場面はなんとなく想像がつきました。


    「……持て余してたら白雪が来て、歓談がてらクレープ奢おごってくれた。あいつはおめーと違って、気前はいいからな」


    「私も三、一、九のつく日には気前がいいんです」


    「どんな新ルールだそりゃ。……月曜日にはクレープを食べることにしてるんだって、白雪は言ってた。人ひと懐なつっこい笑顔で。そのとき早くも相当世せ間けんずれしてた私にすら、こいつはいい奴だって思わせる笑いかただったな……」


    　上体を起こしながら、ユウさんは私の手にあったプラスチックの容器を摑つかみ、ロングシュート。狙ねらい違たがわず、七、八メートルは先の屑くず入れに得点ゴールしました。


    　拍はく手しゆでもするべきかと思いましたが、投げ終えたユウさんはどこか沈んだ雰ふん囲い気きで、限度を超えて茶化すのは躊躇ためらわれました。


    「それが今じゃあのとおり。……あいつが変わっちまったのか、それとももともとひん曲がった性格してたのかはわからねー。私に言えるのは、あいつのやりかたは好きにはなれねーってことだけだ。大衆向けのニュースよろしく、白しら雪ゆき様万ばん歳ざいを叫ぶなんてできねーよ」


    　私は立ち上がるユウさんの背中を見つめて黙っていました。ユウさんのお話について考えながら思うのは。


    「……月つき子こがいたら、何て言うんだろうな」


    　ユウさんも私と同じことを考えておられたようでした。


    「あいつのことだ。またぞろわけわかんねー詩句でも並べ立てるんだろーがよ。…それでも月子なら、白雪を止められたかもしれねーって、私は思う。あの無気力娘は、ひとのやる気を削そぐのが得意だったから」


    「誉ほめているようには聞こえませんね」


    「だってあいつ、誉めるとこがねーもんよ。……家事はできねー、運動オンチ、芸術的センスゼロ。人づきあいは苦手で、そもそもひとの話を聞いてねー。社会不適合の見本みたいな奴じゃねーか。あんなのと仲良くできるのは、同じ駄人間の久く遠おんくらいのもんだ」


    　実姉を庇かばいきれない我が身に、溜ため息いきが出そうになります。


    　ユウさんの言う月子、とは、七なな歳とせ美み日か月つき。九つ離れた私の実姉です。


    　私は早くに両親を亡くしております。彼女だけが唯ゆい一いつの肉親で、保護者代わりでした。


    　姉に関しては、ユウさんが語られた人物像でほぼ正解です。呑む打つ買う、が成人男性の三大悪あく癖へきなら、食う寝る半分寝る、が姉の主な活動内容。生活力と申しますか、意欲全般に乏とぼしい不活性生物。さらに人と触れ合うのが何より苦手で、栄光なき孤立が人生の基本政策たる、称しよう賛さんし難いひとでした。


    　それでも姉は姉です。姉なりにいいところもあったのです。咄とつ嗟さにどことは思いつきませんが、たぶん探せばひとつくらいはあったでしょう。


    　私は姉を好いておりました。ですがただ一点。どうしても我慢できかねることがありました。その一点だけで、残りの長所がすべて帳消しになるような汚お点てんです。


    　恐るべきことに、後年、姉が恋人だと連れてきたのは、かの所長代理でした。ＫＯＫＯＮＯＥ・ＫＵＯＮとかいう、例のあれです。恋人を作るなら作るで、ほかにいくらでもまともな男性がいたことでしょうに。人選ミスにもほどがあります。所長代理が私を義妹いもうと呼ばわりするのはこのあたりに遠因があるのです。


    　そんな笑い話にもならない話はさておき。


    　姉が私たちの前から姿を消したのは、彼女が高校卒業まで半年を切った時期のことでした。拡大人的破壊の一年あまり前のことです。


    　ある日突然、姉は出て行ってしまいました。そしてそれきり便りはなく、私は姉の友人だったかたのもとへ引き取られ、九ここの重え探偵事務所を手伝うこととなりました。


    　私の思考を遮さえぎる、間延びしたユウさんの声。


    「それでもよー。……姉ちゃんに会いたいだろ、みー？」


    　問われた瞬間、ずきりと、私の頭に痛みが走りました。


    　その痛みを無視して、私は冷静を装よそおいつつ答えます。


    「……できることなら今すぐでも。私が事務所に在ざい籍せきしているのは、姉を捜すためでもありますから。ひとりで夕食の席につく日などは特に、姉に帰ってきてほしいと思います。……この言いかたなら好感度上がりそうではありませんか？」


    「腹黒さが透すけて見えてるぜ」


    　白いキャンバス×白鉛筆くらい心の清せい白はくな私に向かって、なんたる暴言でしょう。


    　苦笑しつつ、ユウさんは私を振り返って仰おつしやいました。


    「……まあ、飯ぐらいなら一緒に食ってやるよ。相手が欲しいなら呼んでくれ。茶ちや碗わん持参で駆けつけるから。ただし、ご飯は合ごう単位でよろしく」


    「毎食ユウさんをご相しよう伴ばんさせていては、我が家のエンゲル係けい数すうが数倍に跳ね上がってしまいます。丁てい重ちように辞退させていただいてよろしいですか？」


    　好きにしろ、と笑いながらユウさん。


    「どうもまだ食い足りねー気がするから、屋台回ってくる。ついでにＳグウェイも取ってきてやるから、ちょっと待ってな」


    「はい、お願いします。でもべたべたの手でハンドルを触るのはやめてくださいね？」


    「おめーはほんと細けーな。だから背が伸びねーんだよ」


    「勝負はまだこれからです！　高校生になればきっと、三十センチくらい伸びるのです！」


    　根こん拠きよはまるでありませんでしたが、大事なのは自分を信じる勇気ではないでしょうか。


    



    　ひとりになった私は格別やることもなく、ぶらぶらと記き念ねん碑ひへと歩み寄りました。


    　石造りの碑は、市の観光スポットでもありました。名所名跡の少ない地域ならではのご当地名物として、今でもこの前でシャッターを切る方々をお見受けしたりもします。


    　一九九九年十二月三十一日に生じた異常犯罪、《拡大人的破壊》。


    　世界の要人が九百九十九人。その他犠ぎ牲せい者を合わせて千九百九十九人が一いつ斉せいに死亡するという、驚きよう天てん動どう地ちの暗殺劇が起こりました。


    　首しゆ謀ぼう者と見なされているのはひとりの男性です。


    　外そと木き場ば外うい郎ろー、と偽ぎ名めいを名乗られるそのかたと私は、旧きゆう知ちの間あいだ柄がらです。以前に二度ほど、お会いしたことがありました。


    　それはまさしく運命的な出会いでした、……と、私は勝手に思い込んでいるのですが、外そと木き場ばさんがどう思っていらっしゃるのかはわかりません。そもそも外木場さんは特定の個人に興味をもたれることなどないように思います。私独自の見解ですが。


    　外木場さんは、全世界の怨おん敵てきでした。拡大人的破壊以前からも名のある仕事屋として活動はしておられたのです。しかし事件後は前にも増して身しん辺ぺんに気を配らねばならない次第になりました。今では史上もっとも悪あく辣らつな暗殺者だとして、あらゆる機関から追及される立場であらせられるのです。外木場さんを追いかけ、報復しようと企たくらむ人間は公私を問わず、大勢います。すべての人類が彼を憎んでいるといっても過言ではありません。


    　そんな大たい罪ざい人にんを捕らえ、裁さばきを受けさせようとする人々の急きゆう先せん鋒ぽうが、白しら雪ゆきさんでした。


    　九ここの重え白雪。九重探偵事務所二代目所長にして、世紀の頭脳と称しよう賛さんされる名探偵。


    　幼い頃から高校時代まで、解決した難事件は数知れず。警察はもとより、国外の治安組織からも礼状が届けられるほど、その活動範囲は多た岐きにして多彩。彼女に解けない謎はない、とまで喧けん伝でんされた、一世の才能。おまけに眉び目もく秀しゆう麗れい、気立ても◎という、完かん璧ぺき超人です。


    　私は白雪さんを子供の頃から存じあげておりました。彼女は私の姉と同い年で、家が近所だったこともあり、ときどき遊んでもらった記憶もあります。


    　白雪さんが探偵業を始められる頃には疎そ遠えんになっておりましたけれど、私はいつも好意をもって接していました。白雪さんには向かい合う者を幸せな気分にする能力があったように思います。


    　そして件くだんの拡大人的破壊があり、白雪さんは外木場さんの犯行をすべて公おおやけの場で明らかにして見せました。その光景はモニターを通じ各国に放送され、多くの人々が知るところとなったのです。


    　その場で白雪さんは宣言されました。必ず自分が外木場外うい郎ろーを捕まえると。だからあなたたちも力を貸してくれと、声高に訴えられたのです。


    　白雪さんの意思表明は絶大な反響センセーシヨンを巻き起こし、彼女は一躍、正義の御み旗はたへと押し上げられました。そして白雪さんを正側ライトサイドの頂点に立てたまま、時は現在に至るのです。


    



    　ユウさんはなかなか戻ってこられませんでした。ひょっとしたら屋台を制せい覇はしきるおつもりかと、言い知れぬ不安がよぎります。


    　私は記き念ねん碑ひから離れ、歩き出しました。ユウさんは目がいいので、移動した私を見つけるのは簡単でしょう。ただでさえ美人は人目を惹ひきますし。


    　嵩かさ張ばるスカートをたくし込んで、ようやく空いたベンチに座ります。今日の私はなかなかの重装備でした。


    　白を基調にしたふりふりのスカート＋ペチコートに、同じく白のブラウス。フランスレースの縁ふち取どりも美しい、装飾過多な代しろ物ものです。その上から厚手のドレスコートを着込んでいます。こちらは薄い桃色と白の競演が目にも鮮やかな、オーダーメイド品。首周りにはショール。


    　正統派ヴィクトリアン・クラシカルでしたが、いずれの衣装パーツも動きにくいこと、この上ありません。かといって着ないのも義理を欠くというか。


    　私は毎日の衣装を家や主ぬしさんから提供されております。女主人に弄もてあそばれる着せ替え人形の気分ですが、お世話になっている手前、その程度のご恩返しは当然です。贅ぜい沢たくは言えません。世の中には新聞紙を外出着にしているサムライもいるのです。


    　隣となりに人が立ったのはそんなときでした。


    　自分の衣装が場所塞ふさぎなのは自覚しております。私は礼れい儀ぎ正しく、ベンチの端に寄りました。


    　私の反対側にお座りになったのは女性でした。年のほどは私より少々上でしょうか。化け粧しよう気けのないお顔だけを拝はい見けんするなら、入学したての大学生くらいにも思えます。


    　全体としては、大人びた印象を受けました。それというのも、着ておられる衣装が真っ黒なスーツだったからです。それに西洋風のお葬そう式しきで被かぶるような、ボンネット。


    　黒の上下は、どこか不ふ吉きつを連想させました。


    「……七なな歳とせ美み郁いくさんね？」


    　女性はいきなり私の名前を呼ばわれました。初対面のかたにフルネームを呼ばれても、さほどおかしくはありません。九ここの重え探偵事務所のあの子、というありがたくない肩書きで呼ばれる私は、街では有名人に数えられます。私は誠心誠意お答えしました。


    「ええ。五分前までは七歳美郁だった気がします。でも今はわかりませんよ。時代の流れについていくのは、なかなか難しいですからね」


    　次の瞬間、彼女の手の中に黒光りする筒つつが握られていました。それを私に向け、女性は微笑ほほえまれます。彼女の脇に置かれたハンドバッグの口くちが開いているのに気づきました。そこから取り出されたのだとするなら、恐るべき早はや業わざです。


    　グロック２６。ハンドガンとしては威力の低い部類に数えられますが、勿もち論ろん撃たれる身とすれば痛いことに変わりはありません。


    　女性は安全装置セーフテイを解除されました。訓練を積んだ者ならではの、鮮やかな手つきです。


    　ピンチでしたが、私は慌あわてませんでした。私は過去に幾いく度ども誘ゆう拐かいされた実績をもっております。そんな実績は欲しくもなかったとはいえ、経験はひとを成長させるもの。


    　近頃は銃程度なら、驚くことさえ難しいのです。


    「営利目的の脅きよう迫はくでしたら、よそを当たられるべきですね。事務所は大赤字ですし、私が居い候そうろうしている先の家主さんは、悪徳弁護士です。えげつない手て管くだを駆使されることで有名でしてね。強ゆ請するどころか、逆にむしり取られますよ。そういった悲しい事例は何件か見てきました」


    　引き金に指がかかりました。ダブルアクション式の銃ですから、レバーを引く操作だけで、弾は飛び出てしまいます。乾いた音が破裂しました。


    　気づけば私の足許から一センチ外れたアスファルトに、細い穴が穿うがたれていました。


    「……ふざけた態度を取っていると悔くやむことになるわよ。真剣に答えなさい」


    「銃を向けられておりますのに、穏やかに話し合うことなんてできませんね。私は悟さとりを開いた仏ぶつ僧そうではありませんから。……暴力を前提とする輩やからと仲良くしようとは思いません。自然態度も冷たくなります。冷たい態度を取ることにかけて、私は県内有数の実力者なのです」


    　私に採れる目もつ下かの戦略は、時間稼かせぎでした。か弱い私は、拳銃の弾を素す手でで摑つかんだりはできません。ユウさんが戻ってこられるまで間まをもたせるのが最高の戦術です。


    　二度目の発砲。弾丸が私の頰ほおを掠かすめました。


    　皮一枚を残した精密射撃。威い嚇かくとしてはこの上ない実演披ひ露ろうです。


    　女性の動作はそこで一いつ旦たん停止しました。


    「あなたを連れてくるようにと指示されているの。……殺すなとは言われているけど、保証はできない」


    　正直な誘ゆう拐かい犯だとは思いましたが、無む論ろん承しよう知ちするわけには参まいりません。知らない人についていってはいけないとは、幼稚園児でも教えられている常識です。


    「誘拐される理由くらいは知りたいものですが。……そこ、電車で行けるところですか？」


    　彼女が短気なら、私はずどんとやられていたでしょうが、幸さいわい私は無事でした。


    　女性は忌いま々いましげに顔をしかめられます。


    「……理由は私も知らされていない。詳しい事情は、私に指示した本人に尋たずねてみなさい」


    「あなたを寄よ越こしたのはどなたです？」


    「……女王よ。九ここの重え白しら雪ゆき。私は彼女の指示でここへ来た」


    　私は頭を切り換えました。三流犯罪者用のシミュレーションから緊急用に変更シフトアツプ。


    　この女性はありきたりの犯罪者ではないようです。女王の刺し客かくを名乗り、私に接触してくる。である以上、事態は急を告げていると言えるでしょう。


    　私は呼吸を整えました。相手から銃を奪えるかは未知数でした。私は腕力には自信がありません。腕うで相撲ずもうで赤ん坊にすら負けかねない脆ぜい弱じやくさです。


    　さてどうするかと忙いそがしく頭を動かしていたところへ。


    　閃せん光こうのように、固ごつい物が飛んできました。


    



    　私と脅きよう迫はく者の中間、やや彼女に近い位置ぎりぎりを通過した何かは、後方の花時計に激突し、地面と草木を削って停止しました。遅れて風が吹き抜けていきます。


    　よく見れば、投とう擲てきされたのは私のＳグウェイ。


    　風を切り裂くスピードで私のマシンを放り投げたのは。


    「ラッキーカラーってのがある」


    　頼もしい大声が彼方かなたから響いてきました。


    「テレビでやってる占いがあるだろ？　今日は黄色のアクセがいいですよ、とか、風ふう水すいみてーのな。学校でも話題になったりするやつ」


    　よく通る音量は、落ち着き払った世せ間けん話ばなしを語り続けます。


    「結構憧あこがれるんだよなー、ああいうジョシコーセーじみた習慣てのに。私の青春時代なんてのは、暗黒通り越して地獄みたいなもんだったからよー」


    　左手に大判焼きの袋を抱えたユウさんが、ゆっくりとこちらに歩いてくるところでした。


    「……だから大人になった今でも毎朝観て、その日の幸運色をつけることにしてんだよ」


    　足取りは軽く、しかし確実に、距離が縮ちぢまってきます。


    「そのために早起きとかしてるんだぜ？　……ただ苛いらつくことに、そこまでやってもツいてた例ためしがねーんだ。……おめーは何でだと思うよ？」


    　女性に対し、ユウさんは獣けものが獲え物ものを捕らえたときにも似た笑みを浮かべられました。


    「私は周りの奴らが面倒事を連れてくるのが原因だと思ってる。今みたいにな。この状況こそ、いい例だろ？　……災難は勝手にやってくる。不幸な目に遭いやすい奴に引き連れられて、転がり込んで来るんだよ。人の都つ合ごうなんてお構いなしに」


    　溜ため息いき混じりに肩をすくめ、締め括くくられます。


    「それが私の結論だ。……そいつから離れな。でないとおめーも、酷ひどい目見るぜ？」


    　ユウさんと女性の間は四メートルほど。近距離戦を得意とされるユウさんの領域レンジです。


    　私は急いで駆け寄って、背中に隠れました。見み栄えより安全確保が第一目標。


    　子ウサギのように震えてみせる私に、ユウさんが呆あきれ半分に。


    「おめーよー、なんでそうちょくちょく絡まれるんだ？　日頃の行いが悪いからか？　目を離した隙すきにいなくなられたんじゃ、子こ守もりもできねーのかって怒られるだろーが。おめーんとこの家や主ぬしは怖こええんだからな」


    「きっと来てくださると思っておりました！」


    「久く遠おんみてーな調子のいいこと言うな。悪いとこばっか似てくるな、おめーらは」


    　私の正面には半壊したＳグウェイ。四十キロはある車体を軽々と放り投げたユウさんは、私の視線に気づかれたのか。


    「悪い。手近にぴったりなもんがなかったんで、おめーの愛機投げてみた。……大丈夫だって。こいつの頑丈さスタミナは、戦車にだって負けねーよたぶん」


    　悪びれた様子もなくのたまいます。急場を救うためとはいえ、あまりにもあまりな話。


    　ですが救援が間に合った喜びが勝まさりました。


    　美少女の窮きゆう地ちには、必ず救いの手が差し伸べられると決まっております。私級のヒロインともなれば、尚なお更さらです。ご都合主義こそ必然なのです。


    　頼もしきボディガードが戻ってきたことで、私は俄が然ぜんやる気を取り戻しました。


    「さあ！　ではさくさくと懲こらしめてくださいユウさん！　私は後方から力の限り応援させていただきますので！　……そのかたは白しら雪ゆきさんの関係者だと仰おつしやいました。遠慮なくボコやってください！　Ｓグちゃんの弔とむらい合がつ戦せんです！」


    「けどどう見ても、このねーちゃんは素人だぜ？　白雪の手下だってのはホントかねー？」


    　ユウさんの懸け念ねんを耳にしてか、女性は凄すごみのある微笑を浮かべられました。


    　先さき程ほどの拳銃捌さばきを見る限り、彼女が一般人だとは思えません。腕に自信があるなら、素人しろうと扱いされるのは腹立たしいことでしょう。


    　そんな思いが暴発したのか、女性は標的をユウさんに変えて、発砲。私を狙ねらったときとは違い、今度は命中を意図した連射でした。


    　しかしユウさんは首を傾けただけで、二発の軌き道どう上から退たい避ひしました。明後日あさつての方向に飛んでいく弾丸を見送りつつ、陽気に声をかけられます。


    「はっ！　今いま更さら銃なんかでどうこうできると思ってることこそ、アマチュアの証明だろーがよー。それとも私が、ハンドガンの弾も避よけられねー能無しだとでも思ってんのか？　だとしたらそれは勘違いだ。まだ背が伸びるって言い張るみーよりも、見込みがあめーぞ」


    「試ためしてみただけよ」


    　不敵な笑みが浮かびます。


    「あなたは荒あら礼らい熊ゆうね？　そんな奇き抜ばつな格好をしている仕事屋が他にいるとは思えないし」


    「誉ほめたからって手加減はしねーぞ？」


    「要注意人物だと聞かされてる。……《女王陛下の五十二枚》、スペードのクイーン。コードネームは、《浣熊ラスカル》。……そして女王の旧友でもある」


    「そのプロフィールにゃ追加がある。……きたる四月一日、念願のファンシーショップ、《きら☆べあ》がオープンって、肝心な告こく知ちが抜けてるぜ。そいつを忘れねーでもらいてーな」


    　ユウさんは動じず、むしろ鼻で笑い飛ばされます。


    「ゲームじみた名称を喜ぶ気はねーよ。あんなもんは白雪の阿あ呆ほうが勝手に作ってるだけだ。柄だの数字だの、前線で殴り合う人間にはまったく関係ねーの」


    　そう言うとユウさんは、大判焼きの袋をそっと地面に下ろされました。


    　自由になった左手の指先が軽く握られると、金属のこすれ合う音が聞こえました。閉じた拳こぶしの内側では、ワンアクションで指にはめられていた五つのリングが連結し、ひと繫つなぎの拳ナツクル闘具へと姿を変えています。


    　戦闘準備は整いました。ユウさんは女性に対し、いつでもどうぞと、両拳を打ちつけられました。


    「さあ来な、飼い犬ペツト。それとも今度はこっちの攻撃順ターンか？　……今日のおめーがもっとも避けるべきは、青色だ。お互い、運がなかったな」


    「……あなたの言うとおり、私も前線に出る人間ではないわね。戦うのは別の相手」


    　女性がそう告げられたときでした。


    　飛び込んできた疾しつ風ぷうが彼女の身体を軽々と攫さらい、飛翔。街灯のポールを蹴って、軽やかに着地しました。人間業わざとは思えません。


    　女性を安全地帯に降ろすと、影は私たちに向き直りました。蜃しん気き楼ろうのようにゆらゆらと捉えどころなく上体が霞かすみます。


    　襲撃者の隠いん遁とん術じゆつは、紛まぎれもなく本職の手て際ぎわでした。三流暗殺者には真ま似ねできない、己おのれの存在を秘ひ匿とくするための歩ほ法ほう。禍まが々まがしき殺しの専門家が使う技です。


    「運がないのは認めてあげる。……依頼します。この敵を排除なさい」


    　女性の静かなる命令とともに、戦いの幕が上がります。平穏な日常、カムバック。


    



    　影は無言を守っています。ユウさんは仕掛ける機を計っておられるようでした。


    　ユウさんのスタイルは、主に拳打を中心とする格闘技。持ち前の腕力を十分に発揮するための戦闘法です。大振りの打撃は威力抜群。当たれば一撃必殺であり、自動車の側面板くらいなら、気合いでぶち抜くド根性。


    　そしてユウさんクラスの遣い手ともなれば当然、パワーだけでは終わりません。実戦を通じて練り上げられた《八棋死オクテツト》たる拳法で対戦に臨のぞまれます。


    　さらに先述の指輪アームドリング、《拾じゆう壱いち断だん銀ぎん鎧がい仗じよう・繊せん指し》は、所長代理のブーツと同程度の硬度を誇る特殊兵器です。白しら雪ゆきさん直属の技術者が開発した兵器であり、製品力は折り紙つき。


    　技と武具の威力を合わせたユウさんに、敵し得る相手はそうそういません。


    　私はユウさんが負けるなどとは思いもしませんでした。けれども当の本人からは、いつになく弱気な台詞せりふが転まろび出ます。


    「……おめーは先、逃げろ。これが相手じゃ、さすがの私も冷や汗もんだ」


    　普段のユウさんなら、絶対に弱音を吐かれることなどないのに、面めん妖ような発言です。


    　私の疑問をよそに、男性の姿がかき消えました。


    　目で追いきれるものではありません。


    　これまでも何度か達人同士の小こ競ぜり合いには立ち会いましたが、いずれも平均的な女子中学生の動体視力では見えません。速いのです。一秒間に猛烈な凌しのぎ合いが行われているのです。


    　次に私が気づいたのは、花時計脇の花壇が爆発する音でした。粉々になった煉れん瓦がの破片だけが空中に撒まき散らされ、おふたりの攻防は秒おきに足場を移していきます。


    　実況中継は期待しないでください。スローＶＴＲでも用意しないと解説はできません。


    　私の右斜め後ろから、重い音が響いてきました。


    　ユウさんです。音の正体は、彼女がそこに置かれていたベンチと衝突したためでした。木製の座席は衝撃で、まっぷたつに折れていました。


    「……折せつ角かくの衣装が汚れちまったじゃねーか、この野郎」


    　瓦が礫れきを押しのけ、苛いら立だたしげに指輪をはめ直されます。躰からだからは既すでに数か所の出血。いずれも刃物で切り裂かれたような外傷でした。思わず叫んでしまいます。


    「ユウさん！　大丈夫ですか！」


    「大丈夫くねー。口の中、鉄の味がする。それに羽は織おりぼろぼろ。後で修しゆう繕ぜんしねーと……」


    　口調は平気そうです。しかし集中しておられるのか、視線は相手に固定されたままでした。


    　ユウさんを吹き飛ばすほどの敵。それ即すなわち、世界レベルの遣い手を意味します。派は遣けんされてきた刺し客かくは、冗談交じりで完勝できる相手ではなさそうでした。


    　私たちの視界に、黒い後ろ姿が映りました。私を頂点に、ユウさんと三角形を形成する位置で、佇たたずんでおられます。こちらは息を切らしてさえおられません。


    　背の高い男性だとお見受けしました。


    　身を乗り出そうとすると、いつの間にか隣となりに来られていた女性に制止されます。


    「あなたのお友達は苦戦しているようね？」


    　女性が失笑されました。別段彼女の力で敵陣営が優勢にあるわけではないのですが、それでもユウさんが苦境に陥おちいっていることには違いありません。


    「私の経験からして、人任せな態度はいつか反感を買いますよ」


    「そう？　でも今すぐ困るわけでもなさそうね」


    　余よ裕ゆうたっぷりに嘲ちよう笑しようが返されました。銃はまだこちらを向いたまま。逃げろと言われても、ユウさんが男性をノックアウトしない限り、この場から逃げるのは難しそうです。
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    「邪じや魔まをしなければ撃つつもりはないわ。怖いのなら静かにしていなさい」


    「ひとの嫌いやがることをやってはいけませんと、幼稚園で教わりませんでしたか？　……銃を向けられるのには慣れています。怖いとは思いませんね」


    「不幸な人生を送っているのね？」


    「それはもう。だからあなたの不幸自慢にはおつきあいできかねます」


    　何気ない私の一言に、彼女の肩が震えました。彼女がどういった立場のかたなのか、私は思考を巡らします。


    　こちらの探り合いに拘かかわらず、ユウさんが敵前に飛び出されました。私の目はその影を追いつつも、手助けすることもできずに立っているしかないのです。無力は罪つみであると、昔の偉いひとは言いました。


    　そのかたもまた無力感に苛さいなまされた経験をおもちだったのでしょう。


    



    　黒ずくめの男性に、ユウさんの乱打が襲いかかります。私の五感で把は握あくできるのは、風圧と、移動する影くらい。


    　ふたつの影はつかず離れず、一定の間かん隔かくを保たもち、広場中を飛び回ります。賑にぎわっていた広場からは、一般大衆の姿が見えなくなっておりました。拡大人的破壊の影響からか、人々は危険を敏感に嗅かぎつけるようになっているのです。


    　正しい判断だと思います。私も逃げられるものなら逃げ出したでしょう。


    　今度は噴水が爆発しました。攻防はそちらに移っていたのです。水みず溜たまりに突き刺さったユウさんの拳こぶしが引き抜かれ、再び敵を猛もう追つい。舞い散る水みず飛沫しぶきは午後の憩いこいの場に、虹の雫しずくを降らせます。


    　ですがその光景を、奇き麗れいだと観賞するゆとりすらいただけず。


    　繰り出された男性の拳打が、ユウさんに炸さく裂れつ。そのシーンだけが静止画像のように、はっきりと目に映りました。


    　地面に張られたタイルを引き剝はがしながら、ユウさんの全身が噴水の土台近くまで転がっていきます。ダメージのほどを考えるのさえ恐ろしい、カウンターの一撃。


    　駆け寄ろうとして止められます。銃口は私をポイントし、外れません。


    　破壊された噴水から水が吹き上がり、倒れたユウさんを叩きます。ご自慢の髪も乱れほつれて、対立者がかつてない強敵であることを語っておりました。


    　見守るしかない私に、屍しかばねのような躰からだから返事がありました。


    「……水が冷てーな。やっぱまだ春には遠いってことか……」


    　水流でびしょ濡れになりながらも、ユウさんは噴水台の縁へりに手をかけて、どうにかファイティングポーズを取られました。さすがに鍛えかたが違います。


    　それでも手痛い打撃には変わりないのか、右みぎ肋あばらを押さえておいででした。声が洩もれます。


    「……くそ痛いてーぜ。……強いことは強いんだ。それはわかってる……」


    　誰にともなく呟つぶやかれるユウさん。痛みのあまりか、消え入りそうな小声でした。


    「だが強すぎるってことはねー。……本来なら、手も足も出ねー相手なんだ。それがこんだけラウンドを稼かせげてるのは、絶対おかしい。まともにやれば、すれ違った瞬間に殺されてても不思議はねー。……だろうが、枯野さんよー？」


    「……枯かれ野のさん？」


    　囁ささやいた私の声色に、黒い暗殺者は反応されました。


    　一瞬、視線がかち合います。そのお顔を初めて捉えたとき、背筋に戦せん慄りつが走りました。


    　私はこのひとを知っている。


    　なぜもっと早く気づけなかったのかと自問しました。黒い喪も服ふくの暗殺者。そんな特徴的な人物を容よう易いに忘れることなどできません。それなのに思い出すまでに時間がかかってしまった。


    　それはおそらく、彼に関する記憶が苦痛であるから。思い出したくなかった出来事と繫つながっているからなのかと、私の心は痛みます。


    　そのお顔を見ると、あの日の苦痛がよみがえります。


    　心しん拍ぱく数すうが上がるのが、自分でもわかりました。


    　ユウさんは男性が一瞬立ち止まった寸すん陰いんを見み逃のがされませんでした。彼女ら達人は、本能の領域で命をやりとりする習性が身に染しみ込んでいるのです。


    　踏み込む構えは低姿勢。獲え物ものを狙ねらう大おお熊くまの如ごとき鋭さを持った左ひだり拳こぶしが握りしめられます。


    　野性の前傾フォームから放たれるのは、二速、《香きよう射しや》。距離を詰めた相手の真下から突き上がる音速の逆流アッパーは、回避不能な不可視の速度。


    《八棋死オクテツト》は、八方向に変化する正せい拳けんです。感覚だけで生きているようなユウさんが、相手の立ち位置を瞬時に察し、的確に距離感を把は握あく。その後、それぞれ将しよう棋ぎの駒こまに附ふされた八通りの拳が、多彩な軌き道どうで襲いかかるのです。敵を待つのは横おう死しのみ。


    　並の遣い手であれば一速目さえ見切れない重爆打こそ、ユウさんの秘技でした。


    　まさに必殺必中。数々の猛も者さを打ち倒してきた技でしたが。


    　拳が届くより早く、先にあった的まとが消失していました。


    　枯かれ野のさんの動きは流りゆう麗れいでした。重力を感じさせぬように、舞った、と見えたときには、遥か遠方まで避け飛んでおられました。


    　ユウさんの舌打ちが聞こえます。


    「単なるスウェーで、よくもまあ軽々と……」


    　ユウさんが剛なら、対極にある柔の動き。避けられた立場のユウさんですら驚きよう愕がくするしかない、見事な体捌さばきでした。


    　けれども、攻勢を逃れた枯野さんは、そこから動かれませんでした。胸元あたりに手を添えたまま、じっと私を凝ぎよう視しし続けておられます。


    　ユウさんが来いよと手招き。繊せん指しが凶暴にぎらつきました。


    「てめーの相手は私だぜ？　一発避けたくらいで、随ずい分ぶんと呑のん気きかましてくれるじゃねーか。それともてめーはぺた専かコラ。だとしてもちょっとばかし、私への愛あい想そが足りねーな」


    　私から注意を逸そらすための挑発も、枯かれ野のさんには届きませんでした。話しても無駄と見切りをつけたのか、ユウさんは攻撃の体勢に入られます。


    　それを見てようやく、枯野さんはそちらに視線を移されました。無表情のまま、すっと左手が前へと掲かかげられます。


    　開いた指先は変則的。


    　親指、人差し指、小指がユウさんを照しよう準じゆんし、中指、薬指が僅わずかに下を向いた、奇異な構えを取っていました。


    　そして気力が漲みなぎったかと思った幕まく間あい。


    　枯野さんの左腕が細さい動どうを始めます。振動は上じよう腕わん部ぶから肘ひじを伝い、先端へと導みちびかれ。


    　そして手首から指頭へと伝達されたと見るや。


    　枯野さんの小指全体が、どす赤く彩いろどりを変えました。破裂直前にまで充血した第五指は、見つめる私にも尋じん常じようならぬ鬼気を感じさせて迫ります。


    　ユウさんも同種の異常さを感じ取られたようでした。いやむしろ、プロであるユウさんのほうが、よりその技の本質を察知されていたのではないかとも思えます。


    　ユウさんに迷いはありませんでした。たとえそれがどんな魔技であれ、先に一撃さえ入れることができれば勝敗は決着します。枯野さんが技を繰り出される前に阻そ止ししようと、青い流星が黒服目掛けて突撃を敢かん行こう。


    　枯野さんにも、動揺は見られませんでした。


    　気がつけば、小指の先からは細長い物体が下がっています。太陽の照り返しを受けてきらきらと反射するその物体は、刀。


    　刃渡り十センチほどの、黒い小刀でした。刃のデザインに特徴はなく、柄つかの終点に、指先が収まるほどの穴が空いております。枯野さんの指はその窪くぼみに引っかけられており、そこを支点に、刀は地面と垂すい直ちよくに揺れておりました。


    　それだけが構えのすべてでした。ユウさんの激しい突きを、自然体そのもので待ち構えられる枯野さん。


    　ユウさんの拳こぶしが伸びました。三速、《斜しや馬ま》。まっすぐに張った枯野さんの左腕に絡みつく、螺旋突きスクリユーブローの軌き道どう。入ったかと思われましたが。


    　疾は走しった光は僅かに一いつ閃せん。


    　面倒だとでもいうような、ただ払う横よこ薙なぎ。


    　私が瞬まばたきし終わったとき、勝敗はついておりました。


    　枯野さんから離れること四歩。ユウさんは膝ひざをつき、目を見開いておられました。


    　周囲には数条、ひらひらと宙を躍る茶色い繊せん維い。


    　切断されたユウさんの前髪が、勝負の結果を示しているばかり。


    「……下がらなけりゃ死んでた」


    　ユウさんからは陽気さが消えていました。


    「なんだあの速さは。さっきまでと桁けたが違う。これが世界で二番目に強い男、か。……早く逃げろ、みー。こいつを倒すには、おめーがいると邪じや魔まになる」


    「逃がしてくださるとは思えませんね……」


    　枯かれ野のさんは私たちを見つめて微動だにされませんでしたが、勝ち誇った女性が私たちを見下し、仰おつしやいます。


    「さあ、これでわかったでしょう。私についてくるか、それともここで殺されるか、好きなほうを選びなさい。抵抗する場合は、多少傷つけても構わないと言われている」


    「……どうしてもおめーを殴りたくなってきたって言ったら？」


    「……枯野。このふたりを拘こう束そくしなさい。女王のもとへ連れて行く」


    　女性の指示にも、枯野さんは動かれませんでした。苛いら立だった彼女は再度、枯野さんに命令を下されます。


    「あなたは私の指示どおりに動くよう言われているのでしょう？　ならば荒あら礼らい熊ゆうと、七歳美郁を捕ほ獲かくしなさい。あなたなら簡単に……」


    　その名前を聞いた途端。


    　枯野さんから咆ほう吼こうが放たれました。鼓こ膜まくを激震させるほどの叫び声が広場を覆おおい尽くします。


    　大声、大たい喊かん、叫きよう喚かん、そんな言葉では伝えきれない、極まった叫び。世界が終わる間ま際ぎわに聞こえる破滅の角つの笛ぶえか、大悪魔の怒号か。


    　私は耳を押さえてうずくまりました。呆あつ気けにとられた女性も、私と同じくたたらを踏んで、その衝撃に身を引きつらせておいでです。


    　大気をも震わせる大音量はどれくらいの時間続いていたのでしょうか。


    　やがて声がやみ、私は恐る恐る目を開けました。


    　身を起こしたときにはもう、枯野さんの姿はあたりから見えなくなっておりました。


    　どっと、ユウさんが倒れ込みます。女性が茫ぼう然ぜんとしておられるのを確かめ、私は助け起こそうと躰からだの下に手を差し込みました。ぬるぬるしたものが触れます。


    　枯野さんの一刀は、髪の毛だけでなく、ユウさんの身を深く傷つけていたのです。


    「……私はまだいける。……それより枯野だ。奴はどうした？」


    　苦しそうなユウさんに、私は首を振りました。


    　枯野さんがどこへ行かれたのか。なぜ指示をはねつけたのか。


    　わからないことばかりが積み重なっていきます。


    　今後の展開も見えないままに、私たちは顔を見合わせ、途方に暮れるしかなかったのです。


    



    



    【２００５／０３／０７／１５５４】


    　オープン前である荒あら礼らいの店には誰もいなかった。手書きの達たつ筆ぴつな文字で《留守》、と書かれたプレートが応対してくれただけで、美み郁いくたちは不在。出かけたのか、それとも既すでに襲われた後なのか。


    　焦あせる久く遠おんに、階きざはしが落ち着けと苦言を呈ていする。


    『店構えが壊れてねえところを見ると、枯かれ野のたちはまだここへは来てねえはずだ。荒礼がひと暴れもしないうちにガキを連れ去られるとは思えねえからな。あの女、弱くはねえ』


    「じゃあ美郁ちゃんたちはどこへ行ったんだ？」


    『さあな。子供用の天国ネバーランドじゃねえか？　……そう怒るなよ。冗じよう談だんだ。俺たちと同じで、目立つ場所にいるべきだと考えたんだろう。そのほうが襲撃されづらいからな。あのクマ女も、荒事には慣れてるさ』


    　上着のポケットから携帯電話を引き抜いて、番号をプッシュ。


    　呼び出しを受けても荒礼は出ない。美郁がいるため意図的に取らないのか、あるいは電話に出られる状況ではないからか。


    　諦あきらめて切った。階がからかう調子で言う。


    『無視シカトされるほど嫌われてるんじゃなけりゃいいんだがな。……これからどうするよ？』


    「……枯野さんたちを捜しに行く。ここで待ってる間に、美郁ちゃんとユウさんが殺されるかもしれない。できればそれは避けたいからね」


    『できればね。好きにしろよ。躰からだを動かしてるのはお前なんだから。……だがどうにも、急ぐべきだとは思うぜ。まずい風が吹いてる気がする』


    「いつものことだろう。……こんなことなら、美郁ちゃんにも連絡手段を持たせるべきだったな。中学生に携帯は早いとか、保護者さんが言うから……」


    　美郁は携帯端末を持っていないため、現在地を尋たずねてみることもできなかった。


    　確かに悪い風向きだ。些さ細さいなきっかけから損そこなわれる命は、決して少なくない。


    



    　念のため一度事務所にも戻ってみたが、そこにも彼女たちはいなかった。襲撃班が訪れた形跡もないのが、幸さいわいではある。


    　先さき程ほど彼らを見失った踏み切りまで戻る。付近にある商店街を捜し回ったが、空振りだった。


    　とすればバ高前。電車に乗り、一駅分の距離を移動する。


    　ホームに着くと、人の群れがざわついているように感じられた。流れてくる波の間から、いささか興奮したざわめきも聞き取れる。


    　手近な会話に割って入ると、買い物帰りの主婦たちが、駅北広場の事件を教えてくれた。


    　ほんの十分前、広場で果たし合いが行われていたという。どうやらひと足違いだったらしい。


    　礼を言って別れた。白しら雪ゆきの関係者だと追及されるのは億おつ劫くうでもある。


    　何より、姉に好意的な人々からの視線が辛つらい。彼女ら一般市民もまた、真実を知らずに姉を応援している。弟であるという理由で激げき励れいの言葉をかけられるのはたまらない。


    　高こう架か橋きようを渡って、北側へ。


    　長年知る広場の風景からは、見慣れた部分が欠けていた。


    　花時計には無む惨ざんな亀き裂れつが走り、噴水は大たい破は。ベンチの半数は粉ふん砕さいされ、同じく砕かれた敷石と混ざって、残ざん塵じんを風に吹きさらしている。ここで戦闘が行われたのは間違いない。


    　階きざはしの要求に従って、戦場跡を分析していく。


    　破壊の痕こん跡せきがもっとも顕けん著ちよに表われているのは、まっぷたつに割れた四人掛けの長なが椅い子すだった。屈かがみ込み、手て摺すりの破片を手に取る久く遠おんに、階が解説を試こころみる。


    『見ろよ。これは荒あら礼らいが殴ったんだろうな。よほどの衝撃でないと、鉄の肘ひじ掛かけがこんな形には曲がらねえ。あの馬鹿力の仕し業わざだって、すぐわかる』


    「この尖とがってる端は？　どう見るんだ？」


    『……ナイフ系だな。それも相当な遣い手だ。切断面がほとんど潰つぶれてねえ。ここまで奇き麗れいに切るには、一定以上の速さに加え、細やかに刃を使う技量も求められる。そして今の世界情勢じゃ、そんな凄すご腕うでは限られてくる』


    　拡大人的破壊時に、優秀な暗殺者の類たぐいは九割がた排除されている。期待のルーキーでも出てきたのでなければ、刃を振るった人間の特定は難しいことではない。


    「じゃあ、ユウさんは枯かれ野のさんと戦ったと考えていいのかい？　僕たちが見た喪も服ふくの男性は、枯野さんだったと断定できる？」


    『ここにある証しよう拠こからだけなら、そう思える。俺が聞き知ってた枯野の技に似てるぜ、この切り口は。……だが俺たちは枯野が戦えねえことを知ってる。お前が見せてくれた記憶だけじゃなく、揺るがせない事実が俺たちの中には眠ってるからな』


    　苦悩とともに、階は秘密を口に出した。


    『なぜなら枯野の記憶情報もまた、俺たち《多角的推理プログラム》の一部として並列されてるからだ。奴の躰からだから抜かれたデータもここにある。……お前や俺と同じく、奴の記憶もこの躰に、プログラム中に眠ってる。それも重要度の高いデータとして、でかい容量バイト食ってるんだ。だからこそ引っかかる』


    　道理が通らんと、疑問を投げかけてくる階。


    『俺たちが目にした枯野は、自分で立って歩いてた。おまけに広場を空襲跡みたくぶっ潰すほど、元気いっぱいなところも披ひ露ろうしてくれた。……有り得ねえよ。データを抜かれりゃ普通、ひとは動き回ることもできねえ。お前は体験済みだったよな？』


    「愉ゆ快かいな経験とは言えないだろうけどね……」


    　ベッドで寝かされていた空白の時間を想像し、久く遠おんは同意を返す。


    　久遠の頭の内部では、階きざはしが頭をひねっていた。


    『……わからねえな。頭空からっぽのまんま戦える死人か。……ここまでくるとゾンビの親しん戚せきだ。俺たちよりも化け物じみてるぜ』


    「五十歩百歩だよ。そんな議論には意味がない」


    『辛しん気きくさいことを言うな。……人の意見にケチばっかつけてくれてるけどよぉ、ならお前はどう思うんだ？　まだ枯かれ野のがやったんじゃねえとでも主張する気か？　……賭けるつもりなら乗ってやるぜ？　階絶ぜつ無むさんに、持ち点全部だ』


    　喧けん嘩かになりかけたとき、生きている者の気配があった。


    　屋台の後方、ひとつだけ動く影がある。


    　近づいてみると、タイ焼きワゴンの死角に縮ちぢこまっていた男が、久遠を見上げて助かったという顔をした。狭い地域のこと、顔見知りには事欠かない。


    　屋台ひきの男に久遠は尋たずねる。


    「もしかして何があったか見てました？　たぶんユウさんが来てたと思うんですけど」


    「き、来たよ。君のところのお嬢ちゃんと一緒だった。彼女たちは目立つから……」


    「あぁね。あの二人は服の趣味が特殊なんです。遠とお縁えんに雄オスの孔く雀じやくでもいるんじゃないですかね。……それはいいんですけど、ユウさんがもめてた相手は、どんな連中でした？」


    「……黒い服を着た、男女の二人連れだった。私は隠れて見てたんだが、数分で広場はこの有あり様さまさ。とんだ災難だった」


    「どっちへ行ったかとか……」


    　彼は西を指さした。


    「男のほうは何か叫んでたが、気がつくといなくなっていた。……お嬢さんがたは、残った女を連れて帰ってったよ。荒あら礼らいさんのほうはケガしたみたいだったが」


    　平常心が戻ってきた男は、好奇心の塊かたまりとなって久遠に尋ねてくる。


    「あの黒服連中は悪いことでもしたのか？　《女王陛下の五十二枚》と敵対してるってことは、そういうことだろう？　……もしかして、外そと木き場ば外うい郎ろーの仲間じゃないだろうな？」


    「僕の仲間じゃないことは確かですけど……」


    　久遠は曖あい昧まいに言葉を濁しておく。


    　鉄てつ板ぱん王おうが語る《女王陛下の五十二枚》とは、九ここの重え白しら雪ゆきに忠ちゆう誠せいを誓った選えりすぐりの傑けつ人じん五十二人を示す呼び名である。各員が外木場外郎を捕まえるために集められた、腕利きの異能者ばかり。経歴は多種多様にわたるが、なかにはそのまま刑務所に直行させられてもおかしくない危険人物もいる。


    　しかし白雪に協力するという条件で、彼らには特別恩おん赦しやが与えられており、現在ではむしろ民衆の味方、擁よう護ご者として扱われている。


    　外そと木き場ばを追跡する役目は、主にこの五十二人によって担になわれていた。だからこそ彼らは正義の象しよう徴ちようと見なされる。それぞれのプロフィールも公開されていることから、世間での認知度も高い。


    　女王に従う五十二人の聖騎士ガーデイアン。


    　そして昔、彼らの一員だった荒あら礼らいは、今でもその名簿から削除されていない。だから彼女が戦っている相手は必然的に、女王の敵、とみなされることになる。


    　自みずから白しら雪ゆきには賛成できないと公言している荒礼が、なぜ処分も受けず放置されているのか。そのあたりの事情は久く遠おんにも説明できない。


    　階きざはしの意見は簡かん潔けつだった。


    『つまりは相手にするほどのもんでもねえ、ってことなんだろうぜ。女王にとって、真に自分を脅おびやかしかねないのは外木場だけなんだ。それ以外はいつでも始末できると思ってるのさ。まあおおむね、そのとおりなんだけどよ』


    　鉄てつ板ぱん王おうと別れ、広場から離れる。今後の方針について決めなければならない。


    　脳内に流れる声に、詳しい説明を求める。


    「……ここだけの話、枯かれ野のさんと正面から打ち合ったとして、僕が勝てる確率はどれくらいになる？　殺しの専門家たる、君の意見を聞きたいね。僕にはさっぱりな分野だよ」


    『ゼロだな。清すが々すがしいほど勝ち目はねえ』


    　即座に回答が来た。その質問がなされると予測していたのか、階は続ける。


    『俺が現役でやってた頃から、枯野の名前は鳴り響いてた。手合わせしたことはなかったがな。……かの外木場外うい郎ろーも、初めて枯野と戦ったときは手こずったそうだ。外木場と互角イーブンに打ち合える武芸者なんて、そうそういねえよ』


    　階は懐かしげに解かい析せきしていく。


    『これで奴の実力がわかるか？　俺を殺した外木場が、苦戦した相手だ。今の俺たちじゃ、どう足あ搔がこうが無理だろうよ』


    　やるせない戦況分析が突きつけられる。階が知識として蓄積している、枯野についての戦闘成績も、フィードバックされて流れてきた。


    「つまり僕じゃ死ぬだけなのか？　……躰からだを動かす主格を君に交替しても、退しりぞけられない？」


    　勝手に死なれるのは迷惑だがな、と階の生返事。


    『もし俺が生前の躰のまま戦えるんなら、話は別だぜ？　五秒くれれば息の根止めてやるよ。……だけどお前の躰はひ弱すぎる。制限つきじゃあ、いくら俺でも打つ手がねえ』


    　久遠は黙り込むしかない。


    　同乗者が落ち込んでいると思ったのか、階はわざと威勢良く話し出した。


    『枯野と戦うことになる、と仮定しての話だが』


    　意識上の相談相手がいくつか気になる点を挙げていく。こと戦闘に関してなら、階きざはしの分析は頼りになる。


    『……俺たちがまずしなければならねえのは、なぜ枯かれ野のがお前の姉ちゃんに協力してるのかを突き止めることだ。……あの喪も服ふく野郎は、絶対的に外そと木き場ばを信しん奉ぽうしてた。裏切るとは思えん。……そして外木場と女王は対立している。順当にいくなら、枯野は外木場に従うはずなんだ。それがなぜか女王の駒こまに使われてる。……確かに白しら雪ゆきは総合百点のいい女だが、まさか枯野が色香にやられるはずはねえしな。そこがいちばんの謎だ』


    「ひとの姉をそんな目で見ないでくれるかな？　……だけどまあ、君の言いたいことはわかる。枯野さんとは昔ちらっと会った程度だけど、そのときも外木場の右腕、って感じがしたよ。簡単に仕つかえる人間を変えるとは思えないね」


    『金じゃ買えねえ忠ちゆう誠せい心しんってな。……とすると考えられるのは、女王に弱みでも握られてるんじゃねえかってことくらいか？　脅おどされて従わされてる？』


    「……有り得る。心理戦は姉さんの独どく壇だん場じようだ。巧うまく相手を自分のペースに引き込むことにかけちゃ、詐さ欺ぎ師しも裸足はだしで逃げるよ。真まっ青さおになってね。姉さんなら、押し売りに物を買わせることだってできるだろう」


    『そうそう。笑顔で寄っていったと思えば、二言三言で試合終了。始末が悪いぜ』


    　諦あきらめたように語る階に、久く遠おんも特に反対はしない。


    　姉の、九ここの重え白雪の恐ろしさはそのカリスマ性にある、と久遠は考える。


    　隻せき語ごを交わしただけで、話した人間は須すべからく彼女に取り込まれる。白雪は自然と人々を惹ひきつける魅力をもっていた。存在感、あるいはオーラと表現してもいい。白雪の威厳を前にしたとき、多くの者は納得してしまう。


    　自分の目の前にいる女性が、圧倒的な至し善ぜんであると思い込む。自みずからの進むべき道を確信しているかの如ごとき彼女を畏おそれ、称賛する。自分を正しいと信じている人間の言葉は力強く響くもの。


    　あらゆる指標が道を示せなくなった現代において、九重白雪は颯さつ爽そうと現れた、新たなる指導者でもあった。先行き不透明な時代の座標軸じくとなり、先せん鞭べんを執とるリーダーだった。


    　当節、彼女の言説はすべて真だと見なされる。彼女の行動はことごとくが是ぜであると歓迎される。白雪の意見に反対する者は、秩ちつ序じよを乱す悪だと糾きゆう弾だんされてしまう。


    　馬鹿げていると首を振った。もし仮に、姉が最高善の代弁者たる人間であったとしても、彼女があの日久遠たちに施ほどこした仕打ちは、正当な行いとは言えないだろう。


    　そして今回、枯野を追跡者チエイサーとして差し向けてきたことも。


    　彼と同伴していた女が語ったように、おそらく白雪はこちらを意のままにできると考えているに違いない。それも無理のない話ではある。


    　白雪は持ち前の魅力だけを武器に《世界の女王》と呼ばれるまでになったのではなかった。


    　彼女の力の根幹、その源みなもとは、思考力にある。


    　名探偵、という肩書きが因よって立つのはその部分である。卓たく抜ばつした頭脳の回転と、聞く者を納得させる論理ロジツク、さらにそれらを柔軟に使いこなす応用力が、白しら雪ゆきを白雪たらしめる力なのだった。


    　九ここの重え白雪に見抜けぬ謎はなく、理解できない真理もない。


    　その事実が、久く遠おんに寒気を運んできた。


    　姉は自分を殺すつもりで枯かれ野のを放っている。白雪の立てる計画に、隙すきなどあろうはずもない。


    　とすれば先には、姉に決められたとおりの未来しかないのか。たいした抵抗もできずに処分される運命を、ただ受け入れるしかないのだろうかと。


    　そこまで考えが及んだとき。


    『だったらお前の義妹いもうとはどうするんだ？』


    　階きざはしの声によって、現実に引き戻される。自じ失しつから立ち直った。


    　それだけが譲ゆずれない理由だった。


    　自分だけが殺されるのはいい。そもそも生きているとも言い難い身だ。


    　だがもしも枯野に下された命令が、美み郁いくをも始末せよという結末に繫つながるのだとすれば。


    「……止めるさ。今度こそ。絶対に。美郁ちゃんを危険な目には遭わせない」


    　それは身につけた鋼はがねの具ぐ足そくよりも強固な意志だった。


    　在ありし日の記憶が蘇よみがえる。五年の歳月が過ぎた今でも、その場面だけは忘れることができない。いつまでも憶えている。


    　憶えていなくてはならないのだと己おのれを戒いましめ、両脚に力をこめた。


    　目的を絞り、階に告げる。


    「……僕たちは枯野さんを追いかけよう。一緒にいた女の人はユウさんに任せておいても大丈夫だろうと思う。彼女が誰であれ、同性のほうが話を聞き出しやすいだろうしね」


    　より危険があるとすれば、喪も服ふくの殺し屋だ。


    　枯野に会い、彼が白雪の配下となった経けい緯いを聞き出す。


    　もし姉が枯野を操あやつっているのであれば、それを見過ごすことはできない。


    　抑えろよクールと、階が諭さとした。戦闘の大たい家かである彼は、長なが丁ちよう場ばになるかもしれない状況下での対処方法を知っている。張り詰めた弦は切れやすい。ときには力を抜くことも必要になる。


    『やる気になるのは結構だがな。そろそろ腹が減ってきた。体調管理にも気を配らねえと。肝心なときにぶっ倒れてちゃ意味ねえぞ？』


    　緊張感のないコールサインに呆あきれながら、苦笑した。


    「一食くらい抜いてもたいしたことないだろ？　君が躰からだを動かしてるわけでもないのにさ」


    『頭を働かせるのにもカロリーが要いるんだよ！　よう久遠。イタリアンにしようぜ。美郁が作ったやつは、なかなか美う味まそうだった』


    「最近は腕も上がったからね。……最初の頃食べさせられた料理なんか、見た目からして生ゴミだったよ。味は、……思い出したくもないな」


    『おい！　その記憶は回してくれなくていいぜ！　俺の腹具合までおかしくなっちまう！』


    「僕たちの胃い袋ぶくろが、だろ？　……わかったよ。僕としても、共倒れは避けたいところだからね」
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    【今日を生きるための観察日記／③】


    　所長代理は事務所にいませんでした。どうせまた遊びに出かけたのでしょう。


    　あれがいると、はかどる仕事も倍くらい時間がかかってしまいますから、都つ合ごうが良いことでした。まとわりつかれては作業効率が低下します。湖みずうみに異常繁はん殖しよくした緑りよく藻そう類るいよりも質たちが悪い生物なのです。


    　ユウさんは提げてきた荷物を放り出してから、女性の縛いましめを緩ゆるめて差しあげました。


    「拘こう束そくは解いたけど、逃げるなよ？　私は思慮深いタイプじゃねーからな。逃げたら拳こぶしでがーんといくから。それが嫌いやなら、大人しくしてろ」


    　それから私を指差してつけ加えられます。


    「こいつは外そと木き場ばのこととなるとしつけーぜ？　喋しやべったところで実害ねーなら、ゲロっちまいな。でないとおめー、いつまでたっても帰れねーぞ？」


    「下品な言葉遣いはやめてください。繕つくろい物でもされていてはどうです？」


    　私はユウさんを窘たしなめました。これから質問に答えていただかなければならない相手を必要以上に緊張させては、よい結果を生みません。客人に椅い子すを勧めてから、キッチンへ。


    　流しの上には、食器が片づけられないまま放置されてありました。所長代理が帰ってきたら、手て酷ひどく懲こらしめなければなりません。


    　私がお茶を入れている間、ユウさんも女性も話をされようとはしませんでした。気詰まりな沈黙が流れます。


    　何から尋たずねるべきかを組み立てながら、ティーポットを傾けます。質問の順番によっては苦戦が予想されました。私は犯人から自供を引き出す刑事プロではありません。単なる女子高生未満です。


    　ともかく私は女性の正面の椅子に腰掛けて、お話を伺うかがう姿勢に入りました。


    「……ではまず始めに、お名前をお伺いしておきましょうか。私の自己紹介は省略させていただきますね？　あなたはご存じでしょうから」


    「……浅あさ賀が千せん里り」


    　女性は短く名乗られました。彼女の名字フアミリーネームは、どこかで耳にした気がしました。


    「では浅賀さん。いきなりで恐きよう縮しゆくですが、本日あなたが私たちを襲撃してこられた経けい緯いをお聞かせ願えますか？　命の危険にさらされた身には、どうもそのあたりの事情を聞き出す権利があるように思われますので」


    　浅賀さんと名乗られた女性は、そうテンポ良く話してくださるつもりはないようでした。当然といえば当然です。攻撃しているはずが一転、囚とらわれの身となり、さらに敵の本営に拉ら致ち軟なん禁きんされているとなれば、お喜びになる要素がありません。皆かい無むです。全滅です。


    　ソファの肘ひじ掛かけを枕まくらに、いつもの姿勢で寝そべったユウさんが口を開きました。手には先の戦闘で破れた羽は織おりを持ち、早くも修しゆう繕ぜんを開始しておられます。モールで買っておいた布は、半分が着物の当て布として、残りが包帯代わりに、傷を負おった腹部に巻きつけられていました。


    「めんどくせーな。ぱっぱといこうぜ。いつまた枯かれ野のが来るかもしれねーんだからよー。……質問に答えねーなら、ばしっとやるか？　あんまり女は殴りたくねーんだけど」


    「それがユウさんの仰おつしやる尋じん問もんなのですか！　それはどちらかといえば拷ごう問もんです。根本的に優しさと人権意識が足りません。黙っていてください」


    「ならさっさと進めろよ。ぐずぐずしてると、私のカーテンが縫い上がっちまうぜ？」


    　ユウさんの縫ほう製せいの腕は折り紙つきです。プロの仕立て屋も舌を巻くほど素早く、かつ丁てい寧ねいに針仕事をなされます。もしかすると電動ミシンよりも精確かもしれません。


    　そう申しますのも、私が着る服の一部は、荒あら礼らいブランドによる仕立てだからです。ユウさんと私の家や主ぬしさんは古くからの知り合いで、私の衣服に関する提てい携けい関係を結んでいるのです。


    　気を取り直して質問を。


    「……そうですね。あなたにお尋たずねしたいことはふたつばかりあります。まずはあなたと枯野さんのご関係について、お伺うかがいしても差し支つかえありませんか？　よもやプライベートな関係ではありませんよね？」


    　諧かい謔ぎやくを交えたトークには沈黙が返ります。


    「もう半分ほど縫い終わったぞ、みー」


    　外野の声を聞き流し、私は先を続けます。


    「……推測するに、あなたは枯野さんの行動を監督するために差し向けられたサポート要員なのではないかと思われます。枯野さんが攻撃役、あなたは連絡係。……どうです？」


    　またもや無言が貫つらぬかれました。石像でも彼女よりは反応リアクシヨンしてくれるでしょう。


    　私は戦術を変えることにしました。おそらく枯野さんは浅あさ賀がさんにとって、それほど重要な繫つながりをもっておられないのでしょう。では浅賀さんが白しら雪ゆきさんと面識をもつに至ったきっかけとは何でしょうか？


    　私の明めい敏びんな頭脳は、すぐさま答えを導みちびき出しました。試こころみに呟つぶやいてみます。


    「なるほど。拡大人的破壊ですね。……あなたが仇と狙われる相手は外木場外郎。だからこそ白雪さんはあなたに目をつけられた。……まあありがちなことではありますが」


    「ありがちだなんて言わせない！」


    　突然の大声に、私は少々気け圧おされてしまいました。どうやら私の指摘は先方の弱いところを突き当てたようです。


    「部外者のあなたに何が言えるの？　あの事件で傷を負った人たちが何人くらいいると思う？　……私たちのことなんて何も知らないくせに！」


    「無遠慮な発言はお詫わびします。……ですが私はあなたが何者なのかすら知らないのです。よろしければ昔語りをしていただけますか？　そうすれば公平な判断もできるようになるかもしれません」


    　静かに語った言葉は、浅あさ賀がさんのお気持ちを鎮ちん静せいさせる効果がありました。


    　探るように私を見ながら、彼女は続けます。


    「……私が外そと木き場ば外うい郎ろーを憎んでいるのは、あいつが私の父親を殺したからよ。それも私が見てる前で、平然とね」


    「どうぞ続けてください。私は思い出話を聞くのは上じよう手ずですよ？　悲しい話には免めん疫えきができておりますのでね」


    　けれども彼女はまだ、話すべきかを迷っておられるようでした。


    



    



    【記憶の断章／浅賀千せん里り】


    　お呼びして申し訳ありませんね、と女王は言った。


    　招かれたのは純和風の畳たたみの間だった。明かりと言えば蠟ろう燭そくが部屋の四隅に灯ともされているだけ。


    　九ここの重え白しら雪ゆきは他人の前に姿を見せない、と聞いていた。当然だろうと思う。彼女は狙ねらわれているのだ。それもおそらくは世界でもっとも危険な男に、四六時中命を脅おびやかされている。


    　御み簾すを挟はさんだ対面に腰を下ろす。女王の表情は見えない。だが声音には優しさと、自分への配慮が感じられた。どこか高貴な雰ふん囲い気きとでも言うべき情感が漂ただよっている。


    　接するだけで、このひとに力を貸したいと思わせる魅力があった。求心力とでも言おうか。彼女が世界の女王と呼ばれるのも不思議ではないと納得する。


    　そんな近づき難い存在から、相談があるのだともちかけられた。


    　女王に謁えつ見けんする。余よ人じんより秀ひいでたところも見当たらない一般人にとって、その行為は何にも勝まさる名誉だと思えた。


    　穏やかな口調で、女王は語りかけてきた。


    「あなたをお呼びしたのはほかでもありません。外木場外郎に関することなのです。……失礼ながら、あなたのお父様のことは調べさせてもらいました。お気を悪くされないように」


    　いいえ、と千里は短く答える。父親のことはどのみち世せ間けんにも公表されている情報だ。調査されていたとは意外だったが、苦にが々にがしく思うほどではない。こうも低姿勢に出られては、かえって恐きよう縮しゆくしてしまう。


    　そんな千里の気持ちを斟しん酌しやくしたのか、女王はすぐに議題を切り出してきた。簾すだれ越しに聞こえる声に、僅わずかに緊張が宿っている。それだけ真剣な話なのだろう。


    「……私は数年来、外木場を追っています。そしてこの度たび、ある作戦を実行に移すことにしました。準備が整った、とでも言いましょうか。……ついてはあなたにも、その作戦に協力していただきたいのです」


    　喜んで、と千せん里りは頷うなずく。協力を惜しむつもりはない。


    　だが一方で、気にかかることもある。


    　なぜ自分が選ばれたのかとは思った。女王の協力者は大勢いる。彼らの中には自分よりもっと作戦に適した人材だっていることだろうに。


    　千里の疑問を、女王は一いつ笑しように付ふした。口調が、物わかりの悪い子供を諭さとすように変化する。


    「お断りしておきますが、あなたのお父様は関係ありません。あなたはあなたの希望によって選び出された。……こう言えば、あなたの気は晴れるのでしょう？」


    　こちらの意思をすべて見み透すかした発言だった。


    「あなたは選ばれた。……誰かに見いだされるのが幸福なことなのか、それとも不幸なことなのか。……私には断定できないし、しようとも思いません。私はあなたではない。定義をどう捉えるかはあなた次第」


    　女王の声音は一定に響く。できることならいつまでも話を聞いていたいと思わせる、艶つやめいた魅力に満ちていた。


    　だがそんな欲望は斟しん酌しやくされることなく、女王は願いを口にする。


    「ここにひとりの暗殺者がいます」


    　女王が告げた瞬間。


    　誰もいないはずだった千里の隣となりに、見知らぬ男が現れていた。


    　室内は暗い。だがそれ以上に、その男の発する気け配はいは陰りを帯びていた。底の見えない奈な落らくを覗のぞき込んだときに感じる寒気が走る。


    　言葉にはできない計り知れなさを感じて、男から視線を外す。


    「この男の名は枯かれ野の、と言います。……かつて拡大人的破壊の折、外そと木き場ば外うい郎ろーと行動をともにしていた男。……彼の命に従い、数十人をその手にかけた、重じゆう罪ざい人にんです」


    　もう一度男を眺め見る。女王の言葉が聞こえていなかったはずもないのに、枯野という男は反応すら見せない。じっと佇ちよ立りつしたまま、床の一点を注視している。


    「恐れる必要はないわ。今ではもう、彼は己おのれで考えることができません。ただ命じられるがままにしか動けない、機械のようなもの。……良心的とは言いかねる仕打ちかもしれませんね。ですが彼が第三者に行おこなってきた非道を思えば、是ぜ非ひもありません。自由に放置したままでおけば、犠ぎ牲せい者が増えるばかりですから」


    　形式張った喪も服ふくに身を包んだ男は反論しない。


    　枯野について、女王はそれ以上詳しく語らなかった。代わりに要求を伝えてくる。


    「あなたにお願いしたいのは、枯野氏の付き添いです。彼に同行し、とある人物と接触を図っていただきたいの。……おそらくは危険を伴う仕事になるでしょうが、もちろんあなたの安全は保証します。あなたはただ枯野が行方ゆくえを晦くらませたりしないよう、監視していただければいいのです。聞き入れてくださるかしら？」


    　簡単には頷うなずけなかった。あまりにも急な用件でもあり、不明な点が多すぎる。


    　なぜ自分なのかという問いも、燻くすぶったまま残っている。先さき程ほどの答えでははぐらかされたに近い。納得はできない。


    　ただどうしてか、抗することができなかった。


    　遮さえぎられた視界の向こうからでも、彼女の視線が自分を見ている感覚がある。


    　奥座に畏かしこまる女はあまりにも蠱こ惑わく的であり、絶対だと感じる。性別の枠わくを飛び越えた部分で、彼女に惹ひかれる。従いたいとせがむ自分がいる。強い光に集まる虫のように、白しら雪ゆきから洩もれてくる人間としての輝きに触れていたいと思うのか。


    　気がつけば、依頼を受けます、と口にしていた。一度受け容いれてしまえば、途と端たんに逡しゆん巡じゆんしていた気分も楽になっている。


    　女王も承しよう諾だくを喜んだようだった。彼女の吐と息いきにも、満足が感じられる。


    　あれを、と短く、傍かたわらに指示が飛ぶ。


    　蠟ろう燭そくの炎が、吹き込んだ風に嬲なぶられ、影を作った。


    　おそらくは侍じ従じゆうの類たぐいであろう、給きゆう仕じの衣装を身につけた女性が入室してくる。


    　女性が差し出してきたのはバスケット。彼女が手にした灯ひが、手元を照らす。


    　中身はどこででも手に入るような携帯端末が一台と、小指ほどの大きさのケース。


    　ケースを手に取り、眺める。透明なアクリル製の容器には、極細な線状のものが内ない包ほうされていた。動かないよう、容器の上下両側で固定された、一本の黒い繊せん維い体たい。


    　使い道も判然としないその物質を、贈り物プレゼントだと女王は言う。


    「今回の仕事に当たっての、私からの進物です。それがあれば、あなたは枯かれ野のの行動を自由に操作できるでしょう。……使いかたの手順は、そこにいる侍じ女じよが教えます。難しくはないわ。あなたはただ枯野に随ずい行こうし、ことの成り行きを静せい観かんしてくれるだけでいい」


    　そろそろ時間かしらと、席を立つ気配がする。心惜しくはあったが、女王は多た忙ぼうである。自分のためだけに割さける時間は限られているのだろう。


    　退室する直前、女王は静かに忠ちゆう告こくした。


    「……もしも不安になったときは、自分が正しいことをしていると思い出しなさい。あなたの行動が誰かを助けているのだと考えるの。私は世界の仇きゆう敵てきに立ち向かっている。あなたもあなたの敵と戦っている。それは紛まぎれもない事実です」


    　続いた言葉は意外な連句。


    「……私を裏切らないで、浅あさ賀が千せん里り」


    　嘲ちよう笑しようとも悲しみとも取れる調子で、女王は言い残す。


    「信じていた人物に裏切られるのは、大変辛いことでしょう？」


    



    



    【今日を生きるための観察日記／④】


    　浅あさ賀がさんはとつとつと話を始められました。


    「……一九九九年最後の日、父は急な海外出張で空港へ向かうことになった。米国アメリカの空港だった。当時私たちは向こうに住んでいたの」


    　私はその光景を想像します。


    「私たちは父と一緒にヴァカンスに出かけることになっていた。仕事が終わり次第、父と合流する手て筈はずを整えてね。……その日、空港は混んでいた。乗るはずだった最終の航空便はなぜだか欠航で、私たちは近郊のホテルに泊まることになった。……そこへ向かう途中の車中で家族と交わした会話は、今でも憶えてる。どんなふうに休きゆう暇かを過ごすかとか、そんな他愛たわいのないものだったわ。まさかそれが最後になるなんて思ってもみなかったから」


    　浅賀さんはお出ししたカップに触れもしておられませんでした。


    「時間はもう新年になろうとしていた。……今から思えば、出発が年の瀬のぎりぎりまで遅れたのは、そう仕向けられたからだったんでしょうね……。私たちがどこへ泊まるか、そのあたりの事情も細かく調べられていたに違いない。でなければあのタイミングで、彼が現れたとは思えない」


    　午後十一時五十五分。


    「ホテルに着いた父は、チェックインを済ませてくると言って、先に出たわ。私は父が車から降りて歩いていく後ろ姿を見送った。父がいくらも歩かないうちに、その時刻は訪れた」


    　午後十一時五十九分。


    「そのとき、あいつが現れた。私に見えたのは、突然父の前に立ち塞ふさがった男がいた、ってことだけだった。……気がつくと父は死んでいた。殺されていた。私たちの目の前で」


    　私は死者に哀あい悼とうの意を捧ささげました。五年を経へた今、私にはそれくらいしかできることはなかったからです。


    「……即死だったと聞かされたわ。私が見たのは、首筋を断たれて横たわった遺体だけ」


    　乾いた瞳が私に問いかけます。


    「これでもまだ私に外そと木き場ばを好きになれと言うの？　……葬そう儀ぎの後ニュースを見て、白しら雪ゆき様の宣せん戦せん布ふ告こくを見て、私はようやく自分の身に降りかかった出来事を理解した。その日世界中で殺された有名人の家族、その泣きわめく群れの仲間入りを果たしたのよ」


    「そのときはおいくつだったのですか？」


    「まだ学生だった。……でもカレッジは途中で退学したわ。それ以上続ける意味を見いだせなくて。……母もその後すぐに心労で亡くなった。宣言の中で、白雪様は今後世界は転換期を迎えるだろうって言われてたけど、私に関してはその予言は大当たりだった。残念なことに」


    「残念なことにね」


    　私は相あい槌づちを打っておきました。彼女の言葉に、噓うそは感じられません。


    　真しん摯しな話です。そして重い話題でもあります。


    　拡大人的破壊の折、外そと木き場ばさんが直接手を下されたターゲットはおよそ十分の一ほど。その中に浅あさ賀がさんのお父上が含まれていたとしても、百人近くの方々が外木場さんに殺されているのです。驚きはしません。


    　外木場さんについて、彼女の知識はそれだけでした。期待していたような手掛かりは摑つかめませんでしたが、残念だとは思いません。彼女はほとんど部外者でした。彼女が自覚しないままに操あやつられているのだとすれば、共感する余地はあります。


    　私は一口、紅茶で喉のどを潤うるおしました。彼女のお話に対して、どうお答えすればいいかと思案してみます。


    　浅賀さんに対しては、情報を得るよりもまず、正しい知識を与えることが先決だと思われます。できることなら彼女にも納得していただきたい。白しら雪ゆきさんの指示に従って私を狙ねらったことが誤りだったと、誤解を解かねばなりません。


    　何が噓うそで、何が真実であるのか。旗き幟しを明確にしておく必要がありました。


    「……ではまず、拡大人的破壊がもたらした結果について語りましょうか」


    　できる限り穏やかに、私は切り出します。


    「……あの事件において殺された方々の罪状は、今ではすべての人々が自由に閲えつ覧らんできる記録となっています。彼らが行おこなった裏取引、汚お職しよく、あるいはその他非合法活動については、一切がことごとく明らかとなりました。彼らは殺されるべくして殺されたのだと、一時は世論も沸ふつ騰とうしましたね？」


    　拡大人的破壊において殺害された九百九十九人には、当てはまる共通項があります。


    　それはいずれの方々も裏では悪事に手を染めていたという事実。大小の差はあれども、外木場さんたちが斬り捨てた人間たちは皆みな一いち様ように、殺されるに値あたいするだけの振る舞いに及んでいた。悪事を為なしたために殺された。


    　それが一面の真実でもありました。


    　浅賀さんは顔を背そむけ、否定されます。


    「その手の議論は聞きたくないわ」


    「ご自分のお父様が潔けつ白ぱくでなかったとお知りになったからですね？　……お気持ちはわからないでもありません」


    　浅賀さんは肩を震わせられました。彼女にとって、実の父親が悪事の片かた棒ぼうを担かついでいたと知らされたときの痛手は相当なものだったのでしょう。もしかするとその件で後ろ指をさされることもあったかもしれません。世界中が、自分と親しかった人間を糾きゆう弾だんする恐怖。


    　謝罪を強しいる外部からの圧力は、悲観をもたらします。身内から犯罪者が出る。それは行き場のない悲しみを伴います。申し訳ないという気持ちと、自分が悪いわけではないと訴えたい悔くやしさ。それはさぞかしお辛つらい経験だったことと思います。


    　しかし私は続けました。荒あら療りよう治じが効果的な場合もあります。


    「あなたのお父様がお亡くなりになったのは惜しいことです。ですがもしも、外そと木き場ばさんがお手を汚されなかったとしたら、どうでしたでしょう？　あなたのお父様によって、あるいはまた殺された他の人物によってでも構いませんが、彼らによって、不幸の連れん鎖さは続いていたのではありませんか？」


    　浅あさ賀がさんは頷うなずかれませんでした。私は例を挙げ、たたみかけます。


    「……事件後、私はいくつかのドキュメンタリーを拝見いたしました。テーマは『外木場外うい郎ろーは本当に悪か』を問いかけるという内容です。番組自体は一度流れたきり、局側で再放送を自じ粛しゆくしたようですけれども。……その映像の中で、数人の子供たちは笑っておりましたよ。自分たちを苦しめていた悪人がいなくなったことを喜んで。拡大人的破壊で殺された有力者たちに虐しいたげられていた方々は、確かにおられたのです。彼らは外木場さんに感謝していたようにも思えるのですが」


    　何が悪で、何が善ぜんか。そもそも善悪の基準とはどこにあるのか。


    「……悪徳に、見て見ぬふりをするのが正義ですか？　法制度には限界があります。犯罪をすべて立証し、暴あばき立てるのは不可能に近く、それには多大な時間と手間がかかります。弱者は泣き寝入りするしかなかった。ですが外木場さんは圧倒的な武力によって、作戦を強行しました。その結果、数々の社会的暗部は明るみに出て、おまけに各種の犯罪行為も著いちじるしい減少傾向にあります。ある意味ではクリーンな社会が誕生したわけです。もしあのかたが動かなければ、現在の世界情勢は考えられなかったでしょう。やりかたはともかく、外木場さんでなければできなかった偉業には違いありません」


    　浅賀さんの瞳が危険な色に変化しました。


    「……だからって外木場が悪くないはずがない！　彼は私の父を殺したのよ！　……父が犯罪に手を染めていたのは事実だけど、それは極きよつ刑けいになるほどの罪じゃなかった。きちんと裁判を受けて、罪を償つぐなう機会を与えられるべきだったのよ。いいえ。身内だから庇かばうわけじゃないわ。どんな犯罪者でも裁さばきを受ける権利はある。それが、……近代社会のルールでしょう？」


    　私は笑顔で肯こう定ていしました。


    「近代社会とはこれまた、壮大なスケールのお話を持ち出されてこられましたね。ロースクールの教養講座と勘違いしそうになりました。……ええそのとおり。あなたの仰おつしやることは正論ですよ、浅賀さん。あなたがお父上を殺されたことに納得できないのも当然です。殺し屋の皆さんからすれは、到底賛成できかねる意見ではあるでしょうが」


    「彼らの意見で社会常識が変わるわけじゃない」


    「だそうですよユウさん。何か反対意見は？」


    　聞き耳を立てつつ手を動かしておられたユウさんは、興味もないふうに仰います。カーテンはまもなく完成に達しようとしておりました。


    「殺し屋だって社会の一員なんだぜ？　暗殺者ってのは、案外真ま面じ目めな奴らなんだ。誤解ねーよう言っといてやるけど」


    　投げやりにお答えになるユウさん。私はカップを持ち上げもう一口、喉のどを潤うるおしました。


    　束つかの間まの静せい寂じやくが訪れます。


    　そんな小休止に耐えきれず、浅あさ賀がさんは言い募つのられます。心もち早口なのは、ご自分でも言い訳じみているとお思いになっておられるからか。


    「……外そと木き場ばも罰ばつを受けなくてはならないのよ。何百人もの人間を殺害した罪を償つぐなわなければならない。……警察や国家が彼を捕まえることができないのなら、私が代わりにやる。私がこの手で外木場を捜し捕らえて、被害者にしたのと同じ目に遭わせてやる。……これは正当な、理由のある復ふく讐しゆうよ。誰が悪いのかははっきりしてる。私が外木場を殺すのを止めることは、誰にもできない」


    「仇あだ討うちは多くの国で禁止されているはずですけどね」


    　私は眉をひそめてみせました。


    「そもそもあの事件は法律の範はん疇ちゆうを越えた領域にまで拡大しております。ですから、立法を基点に論じること自体がずれているとは思いますが。……いえ、何も私は人殺しがいいことだと肯定しているわけではありません」


    　私は具体的な数字を並べてみせました。


    「あなたのご意見は確かに正当なものです。私が知る限りを計算してみただけで、外木場さんは懲ちよう役えき六千年か、極きよつ刑けい二百五十回は固い、一大殺人犯には違いないのです。一般的な罪ざい状じようを当てはめるのであれば。……外木場さんご自身、投とう獄ごくされても別に不平は仰おつしやらないでしょうしね。あのかたは自己弁護などなさいません。そんな潔いさぎよさもまた美点でもありますが」


    「あいつが誉ほめられるのを聞くのは耐えられそうにない」


    「意見の食い違いは珍しくもありませんね。別に外木場さんファンクラブへの入会をお願いしているのでもありませんから、どうぞお気になさらず。……どのみち私程度では、白しら雪ゆきさんの説得力に対抗できるはずもありませんから、要点だけを言います。……ならば一番の悪者は誰なのでしょうね？」


    「それは……」


    　浅賀さんは言葉に詰まられました。議論がどこへ帰着するのか、朧おぼろ気げに見当をおつけになったのでしょう。即すなわち、自分の父親が最大の悪であったと考えられているのに違いありません。


    　ですが私が言おうとしているのは、そんな瑣さ末まつなことではなかったのです。


    　浅賀さんの幻想を打ち砕くべく、私は真実を述べます。


    「……拡大人的破壊を発案されたのは、外木場さんではありません」


    　唐とう突とつに発せられた私の言を、浅賀さんはよく呑み込めておられないようでした。


    「一連の事件を発案したのは別のかたです。……外木場さんは実行部隊の一員ではあられましたが、はじめに事件を思いつき、計画を立てた人物は彼ではないのです」


    「……？　……何を言い出すの？　そんな噓うそを言ったって私は……」


    「虚説ではありません。これから私が語るのは真実です。私たち、より深く内情に関わる者だけが知っている、世界革命の正伝です。拡大人的破壊を始めたのは、外そと木き場ばさんとは異なる人物なのです」


    　不審げな表情を浮かべられる浅あさ賀がさん。


    「その人物は九百九十九人の標的を選別し、九百九十九を超える罪つみを洗い出した。さらに該がい当とう者九百九十九人分の行動日程をひとりで調整操作し、世紀末の一分間に全員が死亡するよう取り計らった。……こんな真ま似ねができる人間がいると思われますか？　答えはイエス。いるのです。世界にただのひとりだけ、あらゆる思考の上に立ち、あらゆる未来を見通す、思し潮ちようの天才が存在する」


    　私は冷厳に告げました。


    「その人物とは、九重白雪。世界の怨おん敵てき、外木場外うい郎ろーを追跡する任を自みずから引き受けた名探偵であり、また一方では、ことの発ほつ端たんからすべての準備立てに関わってきた考案者。……本当の黒幕は、白しら雪ゆきさんです。彼女は外木場さんに罪を被かぶせ、己おのれの手を無む垢くだと見せかける、稀き代たいの演技者なのです」


    「出で[image: ]たら目めを！　何の根こん拠きよがあって彼女を貶おとしめるの！」


    　激げつ昂こうされた浅賀さんは席を蹴って立ち上がると、私を睨にらみつけられます。


    「彼女は素晴らしいひとよ！　あなたがさっき言った復興政策だって、彼女が提案したからこそ、ここまで治安が戻ったのよ！」


    「そうは思えませんね。なぜならあなたの仰おつしやる素晴らしいひととやらは、これまでにも無む辜この人々に多くの犠ぎ牲せいを払わせてきたからです。あなたがたが知らない場所で、彼女によって苦しみを味わわされた者は幾いく人にんもいるのです。いくつか参考例を挙げましょうか？」


    　私は指折り数えました。白雪さんの悪あく行ぎようを列挙するのは難しくもありません。


    「まず拡大人的破壊以前、科学者が大量失しつ踪そうする事件がありましたね？　……彼らを集めていたのは白雪さんです。そして彼らの大半は今、海の底にでも眠っておられるのでしょう。白雪さんは、用が済んだ人間には、いささか冷たいですからね」


    　ひとつめ、と私の指。


    「続いて、二〇〇〇年の初頭でしたか。外木場さんにそっぽを向かれた報復として、彼女はひとりの女の子を捕らえました。その子が彼の知り合いだったから、というだけの理由で。……のみならず、その少女を操り、外木場さんを殺すように仕向けました。むごい話です」


    　指が二本並びました。


    「まだまだありますよ。最近の話題としては、ずっと協力してくれていた長年の友人、……このかたは機械武装ハードウエア部門の統とう括かつ者でしたが……、その女性に二、三意見されただけで、リストラしてしまいました。文字どおりの、斬首です。苦言はなかなか素直に受け容いれ難いものです。とはいえ友情の在ありかたについて、おおいに疑問が残る方法だと思われません？」


    　私の指が三を示すより早く、浅あさ賀がさんが口を挟まれました。


    「……全部あなたが言っているだけでしょう？　信じられないわ」


    　私も椅い子すを引きました。デスクに向かって歩きつつ、言葉を選びます。


    「……先さき程ほど証しよう拠こと仰おつしやいましたね？　証拠ならあります。あなたの前にいる私こそ、彼女が真正直な女王ではないと証明する、生きた物証なのです」


    　私は引き出しから四センチほどのプラスチック・ケースを取り出しました。


    「これに見覚えはありませんか？」


    「それは、……女王のところで見たわ。彼女はそれを保険だと私に……」


    「そうですか。では手遅れだったということですね……」


    　ケースを開けて、本体を摘つまみます。少し力をこめるだけで折れてしまいそうな感触。


    「この棒ステイツクは《プログラム》と呼ばれています。人間の記憶から精製される情報を圧あつ縮しゆくした、次世代型記録媒ばい体たい、とでも申しておきましょうか。とはいってもこれはただの器うつわで、中身データは入っておりませんけれど。……詳しい仕組みは私に聞かないでください。専門外ですからね」


    　浅賀さんにも見えるよう、照明にかざします。


    「同じものを受け取られたあなたなら知っておられるでしょうが、この繊せん維い体たいは人体中に含まれる受動体と反応し、融ゆう和わします。平たく言うなら、血液に触れると溶けるのです。そして身体中に拡散していく。……躰からだと言うよりは、脳に作用するのでしょうけど。頭痛がしたときにのむ薬に似ていますね？」


    　私は小さな記録メディアをケースにしまいました。


    「プログラムの効能についての説明は受けられました？　……プログラムは人間を新たな可能性に導みちびく[image: ]造物である。他者の経験を得ることにより、個人の与あずかり知らぬ分野の知識すら体得することができる。それも安全無傷で。……あなたがお聞きになったのは、こんなところですか？　コマーシャルとしては、なかなか購買意欲をそそる文句でしょう」


    「健康に影響はないと……」


    「……私はかつて、これの試作品を埋め込まれました。白雪さんの指示によって」


    　私の声音が鋭かったためか、浅賀さんは息を呑まれました。我われ知らず強い口調になってしまっていたのは、私としてもあまり触れたくはない過去だからでしょうか。


    　そのときの記憶が蘇よみがえります。


    　静かな円形遊技場の舞台から眺めた陰いん鬱うつな観客席。


    　通路に横たわり、こちらを見つめる虚うつろな目線。


    　私を見つめ、手を伸ばそうと藻も搔がきながらも動けない、所長代理。


    　そしてその隣となりに怒りに震える、喪も服ふくの肩と、小刀の刃。


    　最後に見た枯かれ野のさんの表情までが、昨日のことのように思い出せました。


    　先さき程ほど、久しぶりに枯野さんのお姿を拝見したことで、記憶はいつもより鮮やかに再生されるようでした。


    　私は思い出を打ち切り、話を順行させていきます。


    「……プログラムとの不適合により、私の躰からだは著いちじるしく機能を損そこないました。……際きわ立だった症状は筋力、体力の低下。あとは内臓器官の衰すい弱じやくなど。……治ち療りよう法ほうはありません。病気ではないのです。こんなシャープペンシルの芯しんみたいなもの一本だけで、私の人生は大きく変わってしまったのです」


    　空からっぽの記録体を引き出しに戻し、私は静かに言いました。


    「予想される寿じゆ命みようはあと二年。……長くて三年と、診断結果が出ています。とても健康体とは言えないでしょうね」


    「高校卒業後の進路は心配しなくていいわけだ。……んな理屈じゃ慰なぐさめにもならねーけど」


    　ユウさんの言葉には肩をすくめるしかありません。若者が抱く将来への不安など、私には無関係でした。なぜなら大人になってからの時間など、私には訪れてはこないからです。


    　私は浅あさ賀がさんに向かって、穏やかな笑顔を作りました。


    「どうです浅賀さん。私の話はすべて本当です。それでもまだ、あなたたちの女王は正しいのだと仰おつしやいますか？　私には到底、頷うなずけそうもありません」
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    　陽は、とうに陰っておりました。窓から見えるのは、未いまだ点灯されない街灯の背せ丈たけのみ。


    　外は昼から夜へと変わっていく、逢おう魔まの刻限でした。


    　静まりきった部屋で、初めに口を開かれたのは浅あさ賀がさんでした。私を厳しい視線で睨にらまれます。おそらくそれは彼女がお優しいからでしょう。


    「……どうして笑っていられるの？」


    　絞り出される声は小さく、空気を震わせます。


    「どうして平然と座っていられるのよあなたは！　自分の躰からだのことでしょう！　死ぬのよ？　それがどれだけ悲しいことかわかっているの？」


    「悲劇も度を超すと、嗤わらうしかなくなりましてね。……どうかお気になさらず。これは私個人の問題ですから。……お茶のおかわりはいかがです？」


    　要いらないとお返事。冷めたお茶よりも素そっ気けない返しです。


    「どうも論点がずれてしまいましたね。……あなたにお伝えしたかったのは、私の躰についてではありません。よそさまから憐あわれんでもらっても仕方のないことですから。佳か人じん薄はく命めいと申します。まさしく私のためにあるような言葉だと思われません？」


    　浅賀さんは溜ため息いきをつかれただけでした。場を盛り上げようとする私の努力は報むくわれませんでした。努力は大たい抵てい報われぬもの。


    　私は諦あきらめて、要点だけをお話しします。


    「私が言いたかったのは、白しら雪ゆきさんを信じすぎてはいけない、ということなのです。……あのひとは確かに私欲を振りかざすタイプの権力者ではありません。彼女の行為が誰かのためになる場合もあるとは思います。……ですが、彼女があなたに対しても含むところをもたなかったとは考えにくい」


    　浅賀さんがプログラムを受け取られたことを考え合わせても、そう結論づけられます。


    「彼女が見せるやさしさは、最終的には一から十まで彼女自身の思惑に繫つながっていくのです。それは言うなれば、より巨大な私し慾よく。際限のない傲ごう慢まんさの表われではないでしょうか」


    　私は論ろん旨しだけをお伝えしました。


    「ですから助言します。外そと木き場ばさんを追うのはおやめなさい。あなたの復ふく讐しゆうには意味がない。外木場さんを憎まれるあなたの心すら、白雪さんの虚きよ偽ぎによって生み出された感情なのです。……でなければいつまでも、過去の亡霊はあなたを苛さいなみ続けることでしょう。あなたはあなたの人生を生きられるべきですし、そうできることをもっとお喜びになってもいいと思いますけどね？」


    　浅賀さんは黙っておいででした。ですがその沈黙は頑かたくななものではなく、何かを考えているが故ゆえの沈黙だと、私には映りました。


    「……あなたが白雪さんを否定できないと言われるなら、それでも構いません。……ならばあなたが同行された枯かれ野のさんについてだけでも、お教え願えませんでしょうか？」


    「……なぜ枯野のことを聞きたがるの？」


    「枯野さんとは、多少縁えにしがございます。昔お世話になったことがあるとでも申しましょうか。枯野さんが何かしらのわだかまりを抱えておいでなら、それを黙認することはできません」


    　私の思いが伝わったのか、それとも不幸に同情されたのか。


    「……枯野はデータを抜かれてる」


    　短く、浅あさ賀がさんは語られました。


    「女王はそう言っていた。彼女の話では、枯野は私の指示に従うだけの人形だって。……彼がどうして制御を失ったのかまでは、私にはわからない」


    「それがホントなら、やべーかもしれねーぞ」


    　笑顔を引っ込められたユウさんがカーテンを放り出して仰おつしやいました。


    「言うなれば枯野の野郎は暴走状態ってことだ。放っておけば、関係ねー連中まで標的にしかねねー。そうなりゃちっとばかし寝覚めが悪いな。靴下が片っぽだけ見つからねーときくらいには、むずむずする。……お茶会は解散だな」


    　浅賀さんのカップを空からにされたユウさんが、ソファから立ち上がられます。


    「聞きたいことは聞いたから、逃がしてやるって言いてーとこだけどよー。もうちょっとばかし、つきあってもらうぜ？　……予あらかじめ決めてある集合場所があるはずだ。女王と連絡を取るための場所とか、そういうのがあるだろ？　そこまで案内してもらう」


    　ユウさんの発言に、私も勢い込んで手を挙げました。


    「私も行きます！　まだ所長代理用のＳグウェイがあったはずですから……」


    　しかし提案は通りません。考える暇ひまもなく却きやつ下かされました。


    「おめーな。さっきのバトル見てただろ？　枯野相手に、体力ゼロのおめーができることは何もねー。かえって邪じや魔まになるだけだ。未成年は、そろそろ家に帰る時間だぜ？」


    「それを仰るなら、ユウさんだって手も足も出なかったではありませんか」


    「ひとが気にしてることを……。心配ねーよ。正面からやり合うつもりはねー。私だって、店のオープン前に死にたくはねーからな。……この女を頼りにしてみるさ。もう一度こいつが命令すれば、枯野は従うかもしれねー。だろ、浅賀なんとか？」


    「千せん里りよ。……わからないけど、あるいは……」


    　危険な賭かけだと私は懸け念ねんしましたが、無む論ろん危険に尻しり込ごみするユウさんではありません。


    「ごちゃごちゃ言わずにやってみるのさ。駄目ならそのとき考える。上う手まくいけって祈るのは、私のやりかたじゃねーんだ」


    　おふたりは上着を着込んで出かける準備をされました。


    　ユウさんは取り上げていた拳銃を彼女に放り投げられます。浅賀さんは受け取られ、一瞬、迷うそぶりをお見せになりました。


    　銃口が素早く動き、ユウさんをポイントしかけます。銃の扱いも、おそらく外そと木き場ばさんを撃つために覚えられたのでしょう。ユウさんは弾丸など掠かすりもしない速さで動かれるとはいえ、万が一もあります。


    　結局、浅あさ賀がさんは銃を鞄かばんにしまわれました。私は胸を撫なで下ろします。


    　彼女がどこまで協力してくださるおつもりなのかはわかりません。ですが流れがまずい方向に進んでいるのは察しておられたのだと思います。


    「気をつけてくださいねユウさん。浅賀さんも。……それともし、途中で所長代理を見かけられたら、すぐ戻るように言ってください。うろうろしておれば、何かの拍ひよう子しに殺されかねません」


    　入り口の扉とびらの前で、ユウさんが私の頭を撫でられました。私の頭頂標高は、ちょうどユウさんの手が置きやすい高さなのです。


    「心配せずに宿題でもしてろ。肉体労働は私の専門だ。だろ？」


    　所長代理のくだりについて、ユウさんが約束されなかったことには気づいておりました。


    　つまりは今回も、何ひとつ確約はできない戦いなのです。


    



    



    【２００５／０３／０７／１７２２】


    　繁華街の周辺に、枯かれ野のの姿は見当たらなかった。探索範囲をさらに北まで伸ばし、久く遠おんは歩く。黒の喪も服ふくを着た男はどこにもない。


    　半日歩きづめだったこともあり、怠だるい疲労感が全身を覆おおい始めている。加えて、階きざはしとの長時間連動が脳神経を圧迫する。プログラムとの連続接続による弊へい害がいが、心身を摩ま耗もうさせていった。それでも捜すのを中止するわけにはいかない。


    　自分の行動の先には、ふたつのものが繫つながっている。近くは美み郁いくの安全であり、遠くは姉への手掛かり。自分にとってより重要なのはどちらかと自問する。


    　答えの出ない問いに、自然と愚ぐ痴ちが洩もれた。


    「見つからないな。喪服もそれなりに目立つと思うんだけど……」


    　独り言のつもりで吐いた言葉にも、相談役を自認する階は答えてくれる。


    『そりゃ向こうもプロなんだからな。俺たちに見つかるまいと思えば、見つからずにやり過ごせるだろうよ。俺や枯野くらい隠れんぼが上う手まくなると、捜してる側が不利になるのは言うまでもねえことさ。……これからだ。動くには最適の時間が来る。暗殺者は夜を好む』


    　枯野とぶつかり合って、勝てる見込みはないと言われた。それでも、あてもなく彷徨さまよい、時間を無駄にするよりはましかもしれない。


    　繁華街を抜けると住宅地が広がる。五、六階建ての中規模マンションが並ぶ集合住宅街へと足を踏み入れた。人通りは少ない。それが吉と出るか凶と出るか。


    　履いたブーツが重かった。階きざはしの提案で小休止を取ることに決める。


    　マンション群の谷たに間まに公園があった。子供が遊ぶ時間は過ぎたからか、遊具はいずれも無人で、どことなく寂さびれた印象を与えてくる。ブランコのひとつに席を占めた。


    　ゆっくりと呼吸。吐と息いきは白い色を帯びている。


    　昼の穏やかさは寒気に取って代わられる。冬が終わったわけではない。


    　階を相手に、束つかの間まの安あん息そくに身を委ゆだねる。こんな風景は前にもあったように感じる。


    　思い出話がひとかけら、記憶の底からこぼれてきた。


    「……美み日か月つきがいなくなる直前だったかな……。やっぱり公園に呼び出されてね。こことは別の場所だったけど、公園てのはみんなよく似てるから」


    　時計はまもなく六時を示そうとしている。両針が直線になるまであと数分。


    「実を言うと、結構どきどきしながら行ったんだよ？　なんていうかさ、告白前の緊張感っていうか……。いや、告白イベント自体はとっくに終わってたんだけどね。……そういうときめき感フイーリング、君にもわかるだろ？」


    『わからなくはねえがよ、俺は他人の色恋沙ざ汰たになんか関心はねえ。話す対象が男とくれば、尚なお更さらだ。くだらん内容なら怒るぜ？』


    　階の返答に苦笑する。くだらない話という点だけは、当たっている。


    「まあいいや。……僕が行くと、美日月は先に来ていた。無表情は無表情だったけど、どこかしら思い詰めた顔をしてた。……後からそう思っただけなのかもしれないんだけどね」


    　上下とも白い装よそおいに身を包んだ彼女は、久く遠おんに言った。


    　もし私がいなくなったら、と。


    　私が死んでしまったら、妹のことを頼むと。


    　泳いだ、悲しげな目だった。その言葉だけを餞せん別べつに、美日月は去った。


    　久遠の前から姿を消した。


    「……その約束は、結局守れなかったな……」


    　憂うれいとも自じ嘲ちようともつかぬ思考を読み取った階は、間を取り持つように答える。


    『俺が最後に見たとき、美日月の変態は女王と一緒だったぜ。古い話だけどよ。あのふたりは仲が良かったから、今でも連つれ添そってるんじゃねえのか？　それに美日月がひとりで生活できるとも思えんしな。ほっとけばあの女、一日で衰すい弱じやく死ししかねんぜ。ありゃあ人間失格の代表だからな』


    「ひとの恋人をそう手て酷ひどく論ろん評ぴようしてくれなくてもいいよ。彼女がどんな人間だって、僕の愛は変わらないのさ。……元気でやってるといいんだけどね」


    『自分を捨てた女にそこまで思い入れることもねえとは思うがな。……色恋はひとの自由だが、俺たちには恋愛事情にかまけてる暇ひまなんてなさそうだぜ久遠。目の前には課題がいくつも転がってる。手早くやらねえと窒ちつ息そくしかねんくらいには』


    　わかってるよと久く遠おんは呟つぶやく。どのみちそう簡単に会えるとは考えていない。自分が消える前に一度でも声が聴ければいいと思うくらいで。


    　だがそれすらも分ぶを超えた願いであるのかもしれなかった。


    　自じ虐ぎやくでもなんでもなく、彼は姉の呪じゆ縛ばくから自由になれずにいる。そして自由になる気もない。


    　なぜなら姉に遭あわなければならないからだ。そして問い詰めなければならない。


    　七なな歳とせ美み日か月つきがどこへ消えたのか、その行方ゆくえを。


    　階きざはしの声が威勢良く焚たきつける。


    『そう悲観するなよな。こっちまで辛しん気きくさいのが伝染する。……俺たちは俺たちにできることをやってくしかねえんだろう。いつかあいつに会えると信じて。ならそれまで仲良くやろうぜ。まずは枯かれ野のをふん縛じばって、女王の行方を吐かせる。そうすりゃ活路も見えてくるさ』


    「簡単に言ってくれるね。……だけど了りよう解かいだ。くよくよしても始まらない」


    『その意気だ。後悔なんてのは生きてる人間がするもんさ。俺たちには似合わねえよ』


    「せっかく立ち直ったところなのに、また鬱うつになることを言わないでくれ」


    



    　ブランコから腰を上げたとき、携帯電話がメロディを鳴らした。


    　履歴表示は前回と同じ。枯野と連れ添っていた女性がかけてきたのと同じ番号からだった。


    　緊張が走る。通話ボタンを押し、耳に添える。


    『よー。さっきは出られなくて悪かったな。ちょっと立て込んでたんだ。私の携帯は、濡れて駄目になっちまったし』


    　聞こえてきたのは荒あら礼らいの声だった。全身から力が抜ける。


    「ユウさん？　どこ行ってたんですか？　店にも寄ったんですけど……」


    『うるせーよ。どこへ行こうと私の勝手だろーが。てめーは私のオフクロか？　こっちはこっちで色々あったんだよ。電話越しに殴るぞ！』


    「電話越しでも怖いな。……店の片づけは終わったんですか？」


    『まあな。……だがまだ厄やつ介かい事は残ってる。そっちの心配してるだけさ』


    　荒礼は手短に起こった出来事を話してくれた。久遠の知らぬ間に、事態は複雑な展開を見せている。荒礼は最後につけ加えた。


    『それから、参考人を捕まえた。連れてくから、どっかで落ち合おーぜ。……みーは事務所だ。離れた場所がいい。おめー、今どこだよ？』


    「僕は駅北の住宅地にいます。目印は……」


    　そのとき、階が意識を彼方かなたに向けるよう促してきた。


    『……出やがったぞ久遠。堂々と来やがるとは、殺し屋の風上にも置けねえ野郎だ』


    　久遠の目にもその男は捉えられた。


    　陽の落ちきった暗闇に佇たたずむ、皺しわの寄った喪も服ふく。弔ちよう問もん客きやくを思わせる、うらぶれた細ほそ面おもて。


    　死に神グリムリーパーは、久く遠おんの知る枯かれ野のの姿そのままだった。電話に告げる。


    「……ユウさん。枯野さんを発見しました。もう切ります」


    『なんだと？　ひとりで戦うな！　私が行くまで……』


    「大丈夫。ひとりじゃないですよ。安心してください」


    『てめー久遠！　おい！』


    　電話を切る。一方的に回線を切られることが多い身とすれば、珍しい事態だった。


    　階きざはしが低く、警戒を呼びかける。


    『頼りにしてくれるのは嬉うれしいが。……期待に応えられるかはわからねえぜ？　今回は俺に賭けろとは言えねえ。枯野対俺たちじゃオッズは途方もなく高くなる』


    　枯野の視線が久遠を直視した。


    　威圧感などまるでない。あるいは戦うつもりはないのか。


    「……枯野さん。お忘れかもしれませんが、九ここの重え探偵事務所の、九音です。憶えておられますか？」


    　多少は面識のある相手である。説得できるものならそれが最さい善ぜんだった。もしも記憶が戻っているのであれば、話を聞き入れてくれる可能性はある。


    　瞳には何の感情も宿っていなかった。階が分析を伝えてくる。


    『交こう渉しよう事には向いてねえみたいだな、お前は。……やっぱりこいつ、生きた目をしてねえ』


    　久遠は諦あきらめていなかった。できることなら戦いたくはない。勝算云うん々ぬんではなく、似通った立場の人間として、枯野を敵にしたくなかった。


    「まだだ。ユウさんの話では、枯野さんは美郁ちゃんの名前に反応してたって……」


    　呼こ応おうは即座にもたらされる。


    　その名前を耳にした瞬間、枯野の両脚が地面を蹴って加速した。


    　手には妖あやしく煌きらめく小振りの刀。暗あん器きにも近い小刀が素早く抜き取られ、光を放つ。


    『避けろのろま！　寝てんのか！』


    　階の檄げきに合わせて後退。半歩のバックステップが、ぎりぎりで久遠の命を救った。


    　腹部の一センチ手前を、黒色の閃せん光こうが通り過ぎる。回避した、と思った。


    　だがそれは思い込みでしかない。枯野ほどの遣い手に、不首尾の斬ざん撃げきなどあるわけがない。


    　裂かれた上着の断面から、久遠の鮮血が迸ほとばしる。


    　血液が沸ふつ騰とうするにも似た感覚が走った。


    　こちらの戦闘力を奪うための、仮か借しやくのない挨あい拶さつ。枯野の手腕は衰おとろえてはいない。


    　階の怒りは相当だったようで、罵ののしりの文句が久遠に飛ぶ。


    『くそっ！　いらいらさせやがる！　俺の躰からだがありゃ存分に楽しめるのに！』


    　共有ファイルから伝達されてくる膨ぼう大だいな戦闘データは逐ちく一いち、久遠にも届いている。


    　だがそれを活かすだけの能力が久遠の躰には欠けている。いくら優れた演算システムを搭とう載さいしようと、肝心の車体からだが馬力不足では機能を活用しきれない。


    　超のつく相手と仕し合あうときには、思考よりも肉体の速度が重要視される。それは最低限のマナーと言い換えてもよい。考えて勝てるのなら、世せ間けんに溢あふれる二流半の殺し屋たちも苦労はなかっただろう。考え込んでいる間に勝敗はついてしまう。


    　そんな速度のみが左右する戦いに身を置くには、久く遠おんの身体能力はあまりにもぬるい。


    　垂たれ落ちる雫しずくも止まりきらぬままに、問もん答どう無む用ようの第二撃が放たれた。


    　枯かれ野のの腕から伸びてくる黒い刃。その刃の根元、刀を支える枯野の指は、血のような紅くれないに変化している。


    　その色に危険を感じたのか、躰からだが自動的に防御を選択する。回されてくる情報が遅れて最適な行動を示したが。間に合わない。


    　速い。平へい凡ぼんとは数十億光年かけ離れた枯野の速度は、頭が演算を終える前に迫ってくる。


    　頭部に炸さく裂れつしたのは右の蹴しゆう打だ。左手の武器を囮フエイントにしての、鮮やかなコンビネーション。


    　意識が刈り取られる。


    　崩れ落ちようとする躰からの救難信号を受けて、久遠のプログラムが発動した。


    『継続履り行こう／プログラムコード／《キザハシ・ゼツム》』


    　脳内に流れるダッグアウト・サインが、補助人格を起動させる。《予備電源エクスチエンジ》と呼ばれる、緊急の生命停止予防措そ置ちシステムが、もうひとりの思考を躰に直結させる。


    　階きざはし絶ぜつ無むの人格が一時的に表層へと浮かび上がった。一いつ己この主体として身体の操作を任された階は、肉を附されると同時に、笑った。


    　彼の意識が、右足を持ち上げる。枯野のナイフが飛来する軌き道どうを見切った行動。


    　鋼はがねの脚きやつ甲こうが刃を弾はじく。肉を切るのと鋼を両断するためとでは、必要とされる労力がやや異なる。戦闘の申し子たる階には、枯野の力加減まで読み切ることができた。


    「刀が折れりゃ上出来だったが！　さすがにそれは高望みか？」


    　階の意識が操あやつる久遠の躰が、異常なスピードで反転した。枯野に向かい、一いつ足そく飛とびに間合いを詰める。


    　放たれる蹴りの鋭さは並ではない。枯野の得え物ものを狙ねらい、研とぎ澄すまされた爪先が伸びる。


    　右腕を使い、枯野は防御。防いだと見るや、小刀が飛んでくる。


    　曲芸じみたバク転で、階は避よける。必要以上に派手な技を使うのが、階の好み。


    　手をついた地面の反動を使い、横に跳とんだ。その動きは不意をつく形となり、枯野に隙すきが生まれる。絶対の位置取りから、自由に動かせる躰を得た猛もう禽きんが空くうに躍り上がった。


    　高度からの撃ち落としヒールスマツシユ。両脚に装着した《拾じゆう壱いち断だん銀ぎん鎧がい仗じよう・三さん里り》の重量をものともせず、その重さすら破壊力に変化させる。階絶無の十八番。


    　狙い澄ませた一撃はしかし、枯野の刀によっていなされた。階が続いて攻勢をかけようとするも、それは不首尾のうちに終わってしまう。


    　肉体的な時間制限。階きざはしへの交替は、僅わずか一分間ほどしか稼か働どう時間を持たない。意識が強制切断され、再び久く遠おんが自我を回復する。


    　短いスパンでの主格変更だった。そんな数十秒の交替劇ですら、激痛を運んでくる。精神、肉体への負ふ荷かは、普通の人間なら正気ではいられない打撃となるだろう。


    　急激に速度が変化した敵に危険を嗅かぎ取ったのか、枯かれ野のが距離を取った。


    　その少時に、久遠と階は情報を交換する。


    「すまない絶ぜつ無む。油断はしてなかったんだけど……」


    『謝んな。もともとお前にどうにかできる敵じゃねえんだ。……だが無敵時間も使っちまったぜ。後はもう、切り札を使うしかねえ。……何を気にしてる？』


    「あの技は？　枯野さんの左手はなぜあんな色に？　あれも姉さんの新技術なのか？」


    　専門家の意見は否いな。古こ今こんの武技流派にも通じた階は、忌いま々いましげに解説してくれる。


    『あれは《染せん手しゆ絶ぜつ剣けん》だ。……遣い手は奴以外全滅してる。激レア技だぜ。……指先に注意しろ。当たれば骨ごと持っていかれるぞ？』


    　久遠に階からの情報が流れ込んだ。


    　弾だん指し、という技がある。


    　指の筋力を鍛えることによって、その力で刺突したり、飛び道具を撃ったりする戦法をそう呼ぶ。東洋圏では割わり合あい一般的な技法ではあるが、訓練は容よう易いではなく、武術として完成するまでにはかなりの年月を要することで知られている。


    　そういった流りゆう儀ぎの頂点に位置するのが《染手絶拳》。


    　血流の流れを指先に集め、筋力のみならず、精密さ、速さをも倍加させる、硬こう軟なん兼ね備えた拳けん法ぽうである。血が凝ぎよう縮しゆくした両手が深しん紅くに染まることから、その名がついたと言われている。


    　赤く色づいた枯野の左小指が、小刀を構えた。


    『《絶剣》は、その指先の動きをさらに剣へと伝える、奥おう義ぎ中の奥義。……枯野が世界で二番目に強いと謳うたわれる一因なんだろうよ。だが、だが……』


    　言い淀む階。


    『記憶を持たない枯野が、なぜその技を憶えてる？　おかしいだろうが！　……こいつは生ける屍しかばねだ。それともこいつは記憶を持ってるのか？』


    「それは違うと思うな……」


    　腹部から滴したたり落ちる血を押さえつつ、久遠は苦にが笑わらいを浮かべた。


    「僕にはなんとなく、理由がわかる気がするよ。……枯野さんは記憶を抜かれてる。それは間違いない。でもそういう原理じゃないんだ、枯野さんが動いているのは」


    　枯野の姿が消失する。彼クラスの殺し屋ともなれば足音を立てずに位置を変えることなど造作もない芸げい当とうである。


    　左右どちらから襲い来るのかわからない状況にも、久遠の注意はそちらへは向かない。


    　囁ささやくように訴えるだけ。


    「……枯かれ野のさんを動かしているのは、後悔だよ。あの日刻まれた後悔だけが、肉体のみとなった今でも枯野さんに残ってる。苦しめて、死を選ばせないようにしてるんだ。……僕にはわかる。僕だけは共感できる。あの日あの場所で死んだ僕だからこそ、枯野さんを動かしている原動力がなんだかわかる……」


    『それは共有ファイルにあった、あのくそったれた記憶のことだな？』


    　久く遠おんは頷うなずく。同じ時間を体験した。あの悪夢のような瞬間を目撃していたのは、久遠と枯野のふたりだけ。


    　思い出に浸ひたる時間もなく、枯野の攻撃が再開される。


    　枯野の左小指が躍り、黒い閃せん光こうが久遠を裂いた。最小の動きであるにも拘かかわらず、それは振るわれる度たび、久遠から戦闘力を奪っていく。防御も間に合わない速度。


    　そして精確だった。小指を起点に、自在に空くうを駆ける刀が斬ざん撃げきを見舞ってくる。


    　枯野が指先を振るう。それを避よけようと動く先にも、さらに刃が飛来する。


    　一刀が浅く、久遠の上腕を斬った。噴き出る血ち飛沫しぶき。


    　階きざはしが叱しつ咤たするのが聞こえた。それは心を定めた久遠には届かず、素通りしていく。


    「……あなたも僕と同じ痛みを味わったんですね、枯野さん」


    　呟つぶやいた久遠の問いも、喪も服ふくの男には意味のない音だった。


    　枯野の小刀は風の如ごとく。その暴風にさらされ、久遠の上着が千ち々ぢに細切れとなっていく。裏側に特殊繊維を編み込んだ防ぼう刃じん素材も、枯野の刃を前にしては紙切れも同然だった。


    　それでも久遠は声をかけ続ける。思考を失った抜ぬけ殻がらに、意志を伝えようと踏みとどまる。


    「記憶を摘てき出しゆつしてもなお、あなたは美み郁いくちゃんを忘れることができなかった。あの子の受けた痛みを、より強い自責の念に変えて持ち続けてた。それはたぶん、……僕と同じだ」


    　枯野に表情はない。欠落している。だが青白く整った顔に、悲と非とを感じ取ることはできた。それが久遠の思い込みだったとしても、枯野の内心からそう離れた想像ではなかっただろう。


    　喪服の姿が左右に揺れ、跳来する。


    　先読みを阻そ害がいする熟練者の陽動に、久遠はついていくことができない。


    　枯野の刀が右腹に食い込んだ。肉と肉の隙すき間まを貫つらぬき、死を招く痛みを[image: ]り出す。深く深くとねじ込まれ、枯野の左手を、絶ぜつ拳けんの色ではない赤に染めた。


    　だが肉体の痛みなど、心の痛みに比べれば、なにほどのものでもない。


    　埋うまった刀身を、久遠は自みずから握りしめる。離さない。


    　枯野に体重を預けるように、倒れかかる。自力で立っているのも困難な激痛が襲っていた。


    　刀を抜こうと力をこめる枯野に、彼は言う。


    「なら僕があなたを止める。それが僕にできる償つぐないだ。……あなたが美み郁いくちゃんのために苦しんでくださっていたことには、感謝します。……だけどその責めを負おうのは、僕だけでいい。苦しむのは、僕ひとりでいいんです」


    　ゆるゆると、枯かれ野のの手が刀を離した。


    　支えを失った久く遠おんは崩れ落ちる。


    　柔やわらかな地面の感触。乾いた土が、傷から流れる血を吸い取って斑まだらを作った。


    　公園の光源は一本の電灯だけだった。そのスポットライトからも外れた場所に、久遠の躰からだは沈んでいた。そこが終ついの寝ね床どこだとでもいうように。


    　横たわる久遠に、枯野はそれ以上かかずらうことはない。


    　ただ咆ほう吼こうをあげる。街灯のライトがその波音で破壊され、暗闇が訪れる。


    　戦場ステージとしての意味合いをなくした公園に、役者は不要。


    　躰が命じるがままに、枯野はいずこへともなく消えていった。


    



    



    【記憶の断章／枯野】


    　暗く湿った、曇どん天てんの晩だった。


    　九ここの重え白しら雪ゆきの数ある研究施設のひとつ、殺さつ風ぷう景けいな一室に、枯野はいた。


    　ここに滞在する間、自室としてあてがわれていた部屋である。枯野にはインテリアを選える気風はない。よって寝起きするためのパイプベッドが唯ゆい一いつの家具だった。


    　部屋の灯りはついていない。もともと枯野は暗闇でも自在に目が利きく。裏世界の住人は明るい場所を好まない。闇に親しむことを強要される。


    　開いておいたままの扉とびらから足音が聞こえた。枯野は振り返りもしない。足運びのリズムと、ほのかに漂ただよってくる香水の匂いだけで、知覚範囲テリトリに侵入してくる人物を特定する。


    　背後から響くのは甘い声。


    「外そと木き場ばは逃とう奔ほんしました。追っ手はもう放ってあります。……ですが捕らえることは難しいでしょう。現在この地球上に、単騎で彼を屈くつ服ぷくさせられる人間はいません。あなたにはよくわかっていることと思うけれど」


    　枯野は答えない。普段から口数の多い男ではなかった。女王は続ける。


    「置いて行かれた気分はどうかしら？　外木場はあなたにすら告げず、私のもとを去った。ずっと従ってきたあなたからすれば、面白くない気分でしょうね」


    　枯野は挑発に乗らない。女王のやりかたは知っていた。拡大人的破壊を実行する前からずっと、行動をともにしていた彼らである。油断はない。


    　枯野は直感で覚さとっていた。彼女には隠している秘密があると。だからこそ外木場も協力を申し出、そして今離り脱だつを選択した。


    　枯野は外木場外うい郎ろーという男を信頼している。自分を凌しのぐその力量に感かん服ぷくしている。


    　常に進化を求め道を征ゆく姿に、羨せん望ぼうすら覚えていた。


    　その外そと木き場ばがこの女と決別したからには、枯かれ野のの解答も決まっている。


    　この女には用心しなければならない。用意していた答えを出した。


    「……彼には彼の考えがある。……私には関係のない話だ。……彼が私を必要としたなら、打ち明けただろう。……いずれにしても私の思惑など、彼は顧かえりみない。……それは彼の方法論ではない……」


    　一言ずつ区切る話しかたは彼の特徴。言語よりも腕力で語る者ならではの流りゆう儀ぎである。


    　外木場と離れた彼の言葉など、女王は意に介さなかった。


    「ではなぜあなたは必要とされなかったの？」


    　まっすぐ枯野に突き刺さる問い。彼女は返事を待たずに続ける。


    「それは外木場が、あなたの変化を見抜いていたからではない？　あなたはあのときを境さかいに変わってしまった。未いまだにあの子を気にかけ、敗北した過去に縛られている。その点こそが、彼の心に疑問を持たせたのではないかと思うのだけど？」


    　それは疑いようのない事実だった。枯野の胸きよう裡りにわだかまる一本の棘とげだった。


    　自分は外木場に失望されたのではないかという疑ぎ念ねん。


    　そして外木場に意見してまで助けようとした少女、七なな歳とせ美み郁いく。


    　断だん末まつ魔まにも等しいあの絶叫が、枯野の心に去来する。


    　少女の表情は枯野の脳のう裏りに張りついたまま、醜しゆう悪あくなイメージを増ぞう幅ふくさせ続けている。


    　これまで数多くの者を殺してきた。世界は幸福で満ちているなどと吐くつもりはない。


    　それでも苦しむ少女の姿は、胸を貫つらぬき、記憶から消えてくれない。


    　おそらく、枯野もまたその光景を見ながら、痛手を被こうむっていたのかもしれない。恐怖や怯おびえは伝でん播ぱする。自分と言葉を交わした少女が苦しむ姿を前に、自らも苦しんだのかもしれない。


    　彼女を真の意味で救うことはできなかった。


    　彼女はこれからも苦しみ続けるだろう。そして自分も。


    　どちらの痛みがより重いのかはわからない。だがそのふたつの懊おう悩のうは日ひ毎ごとに激しく、枯野を苦しめる。無情な暗殺者である枯野にも、人間である以上、感情はわだかまっていく。


    　選べなかった。あるいは選び、失敗した。


    　その後悔は誰を喜ばせるわけでもなく、枯野から心の平へい衡こう感覚を奪っていった。


    　女王は淡たん々たんと述べていく。こちらの思惑を言い当てていく。これほど他人の心情を正確に解かい析せきできる彼女なら、他人の苦しみを心底から理解することもできるだろうと思わせる。


    　その考えが正解かどうかも定かではないうちに、女王はある提案を述べた。


    「私はあなたの苦しみを取り除くことができます」


    　後方から伸びる女王の影が、密ひそやかに揺れる。


    「プログラムは次の世代へと進んでいます。私は個体を死亡させることなく、データを摘てき出しゆつする技術を開発しました。記憶を抜かれてもなお活動できる新技術です。これまでよりもリスクを抑えて、データをやりとりできるようになる」


    　言葉は甘かん美びなる魔力に満ちている。


    「もしも望むのであれば、あなたはあなたがなりたいと思う存在になれるでしょう。何事にも動ぜず、何があってもただ命令だけを忠実に実行する、機械の如ごとき存在に」


    　誘う口調で、女王は言う。


    「あなたはもう苦しむことはありません。記憶という余分な因子を取り除けば、あなたは今よりもずっと強くなれる。単一な意志はより顕けん著ちよに、あなたの強度を引き出すでしょう。今度こそ、あなたは誰かの救いとなれるかもしれない」


    　入り口から差す光は一筋の光こう明みようにも見えた。女王はさりげなく、とどめの一撃を放つ。


    「……外そと木き場ばもそれを望んでいる。再び力を取り戻したあなたを待っている」


    　巧こう妙みような弁べん舌ぜつではあった。それを罠わなだと気づけぬ枯かれ野のではない。


    　だが枯野は首しゆ肯こうする。女王にまたひとつの手札を与えることになるとわかりきっていても、頷うなずかざるを得ない。


    　悔かい恨こんが彼を苦しめていた。罪つみを償つぐないたいと固こ執しゆうする自じ虐ぎやく志向。彼の心にも弱さはある。


    　そんな枯野の本意を、女王は見澄すまし、彼本人より深く洞どう察さつしていた。


    　暗く、寄よる辺べのない室で、戻る道を閉ざす言げん詞しが告げられる。


    「……愚おろかなことだとはわかっている。……だがこの嘆なげきを取り除けると言うのなら」


    　背後の影に向かって、枯野は言った。


    「……私の記憶を、消去してくれ」


    



    



    【２００５／０３／０７／２２３３】


    　意識を回復したとき、久く遠おんの傍かたわらには荒あら礼らいと、黒服の女性が揃っていた。


    「よー。ようやくお目覚めか。てめーはいつでも寝てばっかだな、駄目探偵」


    　耳元にいるはずの荒礼の声が遠く聞こえる。


    　階きざはしとの接続は切れていた。長時間にわたって酷こく使ししてきた点を考慮して、階の側で落ちたのだろう。


    「捜すのに結構苦労したんだぜ？　とりあえず止し血けつはしといてやったけど、ひでー怪け我がだ。おめーが明日の遠足を楽しみにしてる小学生だとしても、絶対安あん静せいにしてろって言われるだろーな。……聞いてんのか？　まだどっか駄目なのか？」


    「……何時です？」


    　時計の針は午後十時を過ぎている。説明しようとすると、荒礼に遮さえぎられた。


    「何があったかは、おめーの躰からだ見りゃわかる。刀傷と、転んだ怪我の区別もつかねー馬鹿だと思ってるんじゃねーだろうな？　……どっちへ行った、枯かれ野のは？」


    　重い躰からだを引きずり、上体を起こす。


    「オフィス街のほうへ。……だけど追いかけるのは僕が引き受けます。戦ってみてわかりました。ユウさんじゃ勝てない。違いますか？」


    「違わねーよ。さっきあいつの技見て思った。私とは次元が違う」


    　荒あら礼らいは素直に認める。


    「だからって引き下がれるかどうかは別問題だろーが。……おめーの傷じゃ、ここまでだ。このお嬢ちゃんの話じゃ、枯野を停止させられるかもしれねーとさ。それに乗るしかねー」


    　楽観視できる段階は過ぎていた。相対した久く遠おんにはそれが理解できる。


    「……たぶん無理だと思います。今の枯野さんには、どんな言葉も届かない。……枯野さんを止めることができるのは、僕しかいない。だから僕が行きます。ユウさんは戻ってください。……それに、ユウさんも本調子じゃないでしょう？」


    　険しくひそめられた荒礼の視線が、久遠を射い抜ぬいた。


    「おめーが自意識過か剰じようなことを言い出すときは、大たい抵ていろくなことがねー。……何隠してる？　おめーら姉きよう弟だいは、大事なことは全部秘密にしたままだ。面白くねーぜそういうの」


    　久遠は首を振る。


    「これは僕が片づけないといけない事件なんです。僕にしかできないことがあるんだと思う。だからこそ手紙は僕のもとへ届けられた。僕を対戦相手に選んで。……姉さんの目もく論ろ見みが外れたことなんてありますか？」


    　逆説的な意見に、荒礼は反対できなかった。


    「……好きにしな。だけど後から詳しく聞かせてもらう。私に話す前にくたばったら、葬そう式しきにだって出てやらねー。よく覚えとけよ？」


    　荒礼の態度を可お笑かしく思いながら、プログラムとの連動を回復。


    　生きてるかと問うてくる階きざはしには、もう死んでるのさといつもの返事。


    　黒服の女性に視線を上げた。疲れ果てた声で女が言う。


    「浅あさ賀が千せん里りよ、今近衛ここのえ久遠。はじめましてではないけれど」


    「すみません浅賀さん。僕には今ひとつ展開がわからないんですが、あなたは姉さんの指示で来られたんですか？　枯野さんとはどういう……？」


    「……それはあなたのお姉さんに尋たずねてみるのね……」


    　それができれば苦労はない。だが目の前の女性は打ちひしがれている様子で、詳しいことを聞き出すのは躊躇ためらわれた。久遠は質問が上う手まくない。


    　彼女がうなだれている理由を、久遠は知らない。


    「……女王は言ったわ。私はただ見ているだけでいいって」


    　ぽつりぽつりと彼女が言う。久遠に語りかけているのではなく、言葉は空中に向かって吐き出される。それは告こつ解かいに近い。


    「枯かれ野のは危険だからって。あなたたちは世界に反逆するから取り除くんだって、そう言った。……でもそれは本当なの？　七なな歳とせさんが語ったことと、女王の話と、どっちが本当なの？」


    『真実なんかいくつもあるのさ。色いろ眼鏡めがねなんざ、どこにでも売ってる』


    　階きざはしの呟つぶやきは久く遠おんにしか聞こえない。浅あさ賀がは続ける。


    「……私たちの知らないところで、何が起こっているのよ？」


    　答えないふたりに、彼女の怒りが爆発する。


    「ねえ、彼女はどうしてこんなことができるの？　嗤わらって、苦しめて、利用して、それでも平然と澄まして！　自分が正しいことをしてるって彼女は言う！　どうして？　何の権利があって、彼女は私たちの進む道を決められるのよ！　どうして……」


    「……どうしてって疑問は、聞き飽あきた」


    　うつむきながら久遠が答える。彼女のほうは見ずに。


    　状況はわからない。それでも確かなのはここにもまたひとり、姉によって傷つき、苦しんでいる人間がいるということ。姉の行おこないを自みずからの悪あく行ぎようだと思ってしまう思考回路が久遠にはある。


    　あの事件のときから。美み日か月つきがいなくなったときから。


    　美み郁いくが死へと進み始めたそのときから。


    　見ず知らずの女性に彼は言う。告白はやるせなさの塊かたまりだった。後悔は誰の胸にもわだかまっている。
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    「……姉さん相手に、僕たちの問いは届かない。姉さんがなぜ拡大人的破壊を始めたのかは誰も知らない。姉さんがどこへ行こうとしているのかも、僕たちには知らされていない。……現在ってのは、姉さんが始めた時代だよ。舵かじ取とり役に任命されてるのは姉さんで、僕たちは行き先もわからないまま船に乗ってる漂流者なんだ」


    『酷ひどい泥どろ船ぶねじゃねえよう祈るしかできねえんだろうぜ。……餌えさは与えられる。そいつを食い合うくらいしか、俺たちにやることはねえ』


    　浅あさ賀が千せん里りは頷うなずきはしなかった。ただ唇を嚙かみしめて久く遠おんを見つめる。


    　地上には夥おびただしい血けつ痕こんと、脱ぎ捨てられたぼろぼろの上着だけしか残されていなかった。隣となりにいる女性の叫びも、我が身から流れる血ち糊のりの色も、幸福と聞いて想像する風景からはほど遠い。


    　ここは地獄ではないのか。それともまだ深い闇があるのだろうか。


    　内心の自問に、陰気な声が返事した。


    『……試合はまだ終わってねえ。女王がそんな甘い相手じゃねえってのは、お前がいちばんよく知ってるはずだろう？　……あの女は自分が勝つまでやめねえし、勝つためならどんな手段も厭いとわねえ。支配者ってのは強ごう欲よくなんだ。古こ今こん東とう西ざいを問わずによう』


    　そんな女王に敵対するために彼らはいる。


    「……思いどおりにはさせないさ」


    『当たり前だ。消化試合ばかりじゃ面白くもなんともねえだろうが。……実際千回勝負したとすりゃ、九百九十九回は白しら雪ゆきが勝つだろう。だけど、その一回の機会を見み逃のがさなかった野郎を、俺は知ってる。俺たちは、外木場外郎を知ってるぜ？』


    　その名前が胸に響くとき、まだ戦えると意思が戻る。


    　その男を思い起こすだけで、弱い意志は塵ちりと消えた。


    　階きざはしの思考が久遠を促す。


    『……俺たちは奴のまがいもんだ。だったら俺たちにだって、奇跡は起こせるだろうよ』


    　同乗者の言葉に頷いた。決意は固まっている。


    　やらなければならないことはわかりきっていた。枯かれ野のを止める。美み郁いくのために傷ついた男、彼女のためにまっとうな生を捨てた男に、安あん息そくの時間を誂あつらえる。


    　萎しおれたままの浅賀に、久遠は言った。


    「……心当たりがあるのなら、そこに案内してください」
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    【今日を生きるための観察日記／⑤】


    　午後十一時のニュースが始まる時間になっても、私は事務所に残っておりました。


    　所長代理はいつまでたっても帰ってきません。待つのは孤独な作業です。


    　夕食は和わ風ふう御ご膳ぜんにしておきました。やはりどこか平静ではなかったのか、野菜を切っているときに、包ほう丁ちようで指を傷つけてしまいました。初心者のようなミス。絆ばん[image: ]そう膏こうを巻いている間も、心はそぞろに彷徨さまよっていました。


    　食事の準備を終え、窓から向かいのマンションを眺めます。


    　事務所の真まん前にあるマンションは六階建て。その上階から二階ぶんのフロアを、私の家や主ぬしさんが所有しておられます。私はその一室に間借りさせていただいているのです。


    　部屋に灯りはついておらず、家主さんがまだ帰宅されていないことを教えてくれました。本日も残業で遅くなっておられるようです。


    　自宅に戻るつもりはありませんでした。私にはある予感があったのです。


    　その時間が到来するのを待って、私はひとり、リビングで息を潜ひそめておりました。


    



    　電話が鳴ったのは、午後十一時十一分。


    　受話器の向こうからはかちかちと、回線を切り替える音が聞こえてきます。その後に続いて発せられる、淑しとやかな声音。


    『子供は家に帰る時間だと、荒あら礼らいがあなたに言ったでしょう？』


    　先さき程ほどの私とユウさんの会話を正確に再現してこられます。私は冷静に切り返しました。


    「相手があなたでなければ、盗とう聴ちよう器きでも仕掛けられているのではないかと疑うところですよ、白雪さん。ですがそれはあなたのやりかたではありませんね？　わかりやすすぎる」


    『正しい洞どう察さつでしょう。私ならそんな手段は使わない。そう推断できます』


    　他ひ人と事ごとのような返事でした。彼女はいつもこうした語り口調で答えられるのです。


    　悪意を告げるためにかかってくる電話。白しら雪ゆきさんが姿を消されてからも、私と彼女は何度かこのようにしてやりとりを交わしてきました。


    　無力な私を嬲なぶるために、彼女は声で訪問してくるのです。


    　私は白雪さんが話されるのを待ちました。たとえ彼女の目的がどうであれ、私が少しでも多くの情報を手に入れたいと望んでいることに変わりはありません。白雪さんとの会話によって私の関知しない手掛かりが得られるのなら、それは貴き重ちような時間だと言えました。


    『今回の趣しゆ向こうはどうでした？　……この時点で、あなたは浅あさ賀が千せん里りと接触しているはず。確率は九十八パーセント。枯かれ野のと浅賀。黒い衣装は見た目からしていい組み合わせだと思わない？　あなたの感想を聞きたいのだけれど？』


    「感想ですか？　最低です。あなたがますます嫌いになりました。だんだん趣味が悪くなられているように思いますよ」


    『予想どおりの答えです』


    　白しら雪ゆきさんは軽やかに笑われました。


    『あなたが気に入らないのは承しよう知ちしていました。……あなたは枯かれ野のとそれほど関わったわけではなかった。あなたよりむしろ私の弟のほうが、よりあの男に感情移入できるでしょうね。人間は自分に近しい立ち位置にいる者に共感を覚えます。これは想像力に起因する問題かと考えられます』


    　白雪さんはご自分で考えた遊びを子供に教えるように、話されます。


    『……現状、枯野は私の弟とも一戦交えたはず。確率は九十五パーセント。……この戦闘による九く音おんの生存率は百か零。私の基準では零だけれど、生命の単位を細胞の活動だと捉えるなら、生きてはいる』


    　私の推測は当たっておりました。所長代理が戻ってこないのは、おそらくどこかで枯野さんと遭遇したからなのでしょう。


    　私は心配を脇に置いて、枯野さんについての説明を求めます。　


    「……なぜ枯野さんを差し向けられたのですか？　他にもトランプの札はいくつもお持ちでしょうに？」


    『あなたが嫌いやがるだろうと思ったから、という答えはどう？』


    　昔と同じ声が私に言いました。


    『私は枯野から記憶を抜きました。そのデータは、九音の躰からだを動かすプログラムの一部として組み込まれている。……理論上、枯野は行動を限定されるはずでした』


    　平然と、とんでもないことを仰おつしやる白雪さん。


    『なのに記憶を抜いてからも動いた。その理由には、あなたも薄々感づいているはずね？』


    　見えない相手に頷うなずきます。


    「……私、ですね。私のために枯野さんはあなたの支配に降くだられた？」


    『そうです。枯野はあなたのために苦しんでいる。過去の記憶に縛られて。……彼の内部でもっとも重要な位置を占めていた感情は、後悔です。あのときあなたを救えなかったという罪つみの意識、そして外そと木き場ばの指示を完かん遂すいできなかったという辛しん苦く。……硬直した思考を有する型の人間ならではのジレンマですが』


    　私は息が詰まる思いでした。白雪さんのお言葉どおり、もしも枯野さんが私のために記憶を失われたのであれば、ことの起こりはすべて私にあるとも言えます。それはすぐさま納得のいく事態ではありませんでした。


    「……では枯野さんの暴走も、あなたが仕組まれたことなのですね？」


    『枯野が浅賀千里の制御下を離れることは、予あらかじめ計画に含まれていました。……機械的なメカニズムの段階では、枯かれ野のが自立行動を取る要因はなかったでしょう。ですが人間の心とは数値化が困難なシステムだと言えます。人間の諸機能については私にさえ解かい析せきし終えていない部分がある。……彼が現状のような行動を取るのではないかと、想定はしていました。ヒトの心身は複雑なものだから』


    　人間の心を基盤にするプログラム。


    　ご自分がそれを[image: ]り出されたことをも嗤わらうように、白しら雪ゆきさんは仰おつしやいます。


    『彼はもう適てき宜ぎな判断を下せる状態にありません。どうすればあなたを救えるかという部分を考えることができないまま、幻影を追っているに等しい。……推測では、枯野が再度あなたと接触した場合、最終的に、彼はあなたの命を奪うことになるのではないかと考えているわ。……枯野は暗殺者。人を殺あやめることを生なり業わいとする処刑人です。神父牧師聖職者の逆、正否を司つかさどるコインの裏に位置する職業でもある。手ずから殺すことによって苦痛を打ち止め、対象者に救きゆう済さいを与えるという観念は、古くから見られる事象です。死は苦しみから脱却する手段のひとつだとも言えます』


    　あなたはそう思われませんかと、白雪さんは問いかけます。


    『枯野ほどの人間でもやはり、苦しみから逃のがれたいと思うのでしょうね。……私は彼に約束しました。痛みを感じることのない躰からだにしてやると。……歪いびつな形ではあるけれども、今回、その約束は果たされるでしょう。私は私に望みを告げた者たちの願いは聞き届けてあげたいと考えていますから』


    「浅賀さんも？　彼女もあなたに光を求められたのですか？　だからあなたは彼女に指示をお与えになった？」


    　白雪さんは再びお笑いになりました。


    『それは違うわ。浅あさ賀が千せん里りについては、枯野ほど重要な登場人物キヤラクタではありません。そう、数合わせのようなものね。私は対ついが好きなのです。物事にシンメトリを見いだすこと。……それとも、表ひよう裏りと言うべきでしょうか？　そうした二面性がとても好きなの。浅賀を同行させたのは、それだけの理由よ』


    「ならどうして彼女に、枯野さんが暴走する危険があるとお教えにならなかったのです？」


    『なぜ彼女に断る必要があったの？』


    　言葉が肺はい腑ふを抉えぐります。一切の反論を許さない圧迫感こそ、女王の態度。


    『浅賀千里の思考パターンは読みやすい。復ふく讐しゆうを目的としながらも、実際の活動レベルでは断だん罪ざいに踏み切れない部分を共存させている。極ごく々ごく平均的なメンタリティだと位置づけられます。おそらくあなたも考察したことだとは思うけれど。……彼女の思考は外そと木き場ばという存在の切除に向かっているものの、それを実行することはできない。お優しいのね、きっと』


    　だから彼女の役割は終わっていると、白雪さんは述べられました。


    『……私は彼女のようなありふれた人間に興味はありません。ただ彼女も私に救いを求めていた。だからこの役目をあてがった。それだけの関係です。彼女もここに至る過程で、自みずからの身の丈たけをわきまえたでしょう。残りの仕事は他の者に任せますよ。彼女が何を思おうが、もはや私にはどうでもいいこと』


    　堪たえかねて反論しようとした私の先を封じる形で、女王の予言がもたらされました。


    『そしてあなたは私の話を聞いて、彼女に同調するのでしょう？　あなたのメンタリティや置かれた環境は彼女に近い。枯かれ野のよりもね。だからあなたは彼女を助けたいと思うはず。……部分によっては、あなたの考えはまだまだ読みやすい』


    　受話器の向こうから笑い声が洩れ聞こえました。


    『そう、あなたなのです美み郁いく。私が疑問に思う対象は』


    　寒気が走りました。凍りつくような白しら雪ゆきさんの声音は、耳を通り過ぎて直接私の心にまで届いてくる気がしました。


    『あなたの根底には死を望む欲求が秘められている。自覚はしておらずとも明白です。余よ生せいの限られた人間なら誰しも、一度は死について考えるのではないかしら？　……自殺願望は普ふ遍へんに共通する因子。その段階にまで踏み込むかは別の問題だとしても、特別変わった傾向ではないでしょう』


    　白雪さんの言葉は一定で、聴く者の表層を突き破って響いてきます。


    『だからこそあなたは外そと木き場ばに惹ひかれる。死に近づきたいと願い、死の暴力性に惹かれ、死の持つ魅力に取り憑つかれた。……外木場の隣となりにいると、我われ知らず高こう揚ようするでしょう？　それは生物としての本能が、彼を危険だと悟るからよ。あなたはいつか彼が自分を殺してくれるのではないかと感じている。先さき程ほども言いましたね？　苦しみを終わらせたいと考えるのは、極ごく々ごく当たり前の欲求なの。あなたが抱える苦悩を思えば、そこから逃のがれたいと思っても当然であるはずでしょうに』


    　私は黙るしかありませんでした。白雪さんの洞どう察さつが誤りだと抗こう弁べんすることができたでしょうか？


    　なぜ彼女の断定に強く抵抗することができないのか。


    　それは自覚していたからです。


    　心の中で、本当は自分も殺されたかったのではないのかと問う声があります。あの日命の期限を宣せん告こくされ、このまま空虚な時間を過ごしていかねばならないのならいっそ、と考えたのが誰であったか。


    『なのにあなたは死を選ばない。……私が興味を持つのは、あなたが厳げん酷こくすぎる運命に抗あらがい続けている点なのです。矛む盾じゆんをそのまま受け容いれて生きているところに、私はあなたの異常さを観測する。……死をもたらすはずの外木場に生を託し、自分の命こそ燃え尽きそうになりながらも、他者の露ろ命めいまで気にかけるあなたを、奇妙だと考える』


    　嘲ちよう笑しようではない乾いた笑いが耳に残ります。


    『それが浅あさ賀がのような温おん柔じゆうさから派生した行動パターンであるというのなら、理解はできます。だけどあなたはそうではないわね？　あなたは優しくなんてない』


    　無遠慮な事実が突きつけられます。私を規定し、囲い込む話術の波は頭とう。


    『……必要とあらば、あなたはいつでも冷淡になれるでしょう。あなたは私と同じく、奪うことのできる人間です。それなのにあなたはそうしない。相反する命題を抱えたまま、あらゆる運命に抵抗しているように見える』


    　白しら雪ゆきさんはしばらく自みずから口にした言葉を嚙かみしめておられるようでした。


    『……それを考えると、私の思考は乱れるの。あなたが何を求めているのか、あなたがどこへ行こうとしているのかが気に掛かる。……こんなふうに夜遅く、電話をかけてみたいと思わせるほどには、あなたのことを特別だと思う』


    「……誉ほめていただいていると解釈してもよろしいのでしょうか？」


    『お好きに。あなたがどう考えようがあなたの自由です。私はあなたではないし、あなたもまた私ではないのですから』


    　白雪さんはそれ以上、私についての分析を述べられるおつもりはないようでした。


    　もうすぐ刻ときが来るでしょう、と託たく宣せんがなされます。


    『枯かれ野のは私が用意したポイントに戻っています。あなたも知っているはずね？　ビジネス街にあるツインビル。……そして現在、九く音おんもそちらに向かっています』


    　白雪さんに動揺はありませんでした。


    　ただ数字だけが粛しゆく々しゆくと並べられていきます。


    『……今夜九音がプログラムを発動させる可能性は、六十五パーセント。数字が伸びないのは、プログラムを起動する前に九音が破壊されるかもしれないからです。……急いだほうがいいでしょうね。あなたが彼らを助けたいと望むのであれば』


    　私の内心を見み透すかして、白雪さんは仰おつしやるのです。


    『では後のことはお任せしますね？　……そのままそこで夜を明かしても構いませんが、あなたは彼らを追いかけるでしょう』


    「……どうしてそう思われるのですか？」


    　声は微ほほ笑えんだようでした。


    『繰り返させるつもり？　あなたが死に近づきたいと願っているからよ。そしてあなたの中にあるものが、九ここの重え九音を助けたいと考えているでしょうから。……もしかしたらあなた自身もそう考えているのかもしれないわね。確率は九十パーセントを超えるのでは？　たとえ彼女と思考を共有しておらずとも、あなたは弟がそう嫌いではないでしょう？』


    　憤ふん慨がいするのは私の番でした。


    「……今夜耳にしたうちで、いちばん腹立たしい侮ぶ辱じよくですねそれは。あなたにも間違うことがあるのだとわかって、嬉うれしい気持ちでいっぱいです」


    　白しら雪ゆきさんのお声は含み笑いを感じさせました。


    『ならそういうことにしておきましょうか。……だとしたらそれもまた興味深い。私の思考が誤っている。それはまた私とは別の正解が存在しているということなのですから』


    　回線にはノイズが混じり始めていました。おそらくは電波障害でしょう。白雪さんの秘密主義は、電話にまで及んでいるのです。己おのの居場所を突き止められないよう、万全の態勢を整えて私にお電話をくださっているのだと、御本人から聞かせられたことがあります。


    『……では良い夜を。お話しできて嬉しかったとは言わないでおくけれど』


    　私はただ思ったことを素直に口にしておきました。


    「……全部が全部、あなたの思いどおりにはいきませんし、……いかせませんよ」


    　私の言葉が白雪さんに聞こえていたかは定かではありませんでした。


    　電話は一方的に切られていました。受話器からは不在を告げる電子音だけが連続し、話し相手が既すでに去ったことを告げていました。


    



    　用意した料理は冷めてしまいました。こんなことなら始めから、冷めても美お味いしいものを作るべきだったのでしょうが。


    　後悔はいつでも遅れてやってきます。未来を知る手段は未いまだに開発されていません。白雪さんでもない私には、いつ待ち人が帰ってくるかなど、知る由よしはないのです。


    　誰もいないリビングで、私はもう一度受話器を手にしました。暗記してある番号にかけます。白雪さんの言葉はまだ余よ韻いんをもって、私に影響を与えているかのようでした。


    　二回、三回とコール音。躰からだに溜たまっていく憂ゆう患かんと寒心。


    　出ないでくれと念じていたかもしれません。そうすれば何事もなく一日が終わり、明日になればまた見慣れた顔が戻っているのではないかという考えがよぎりました。


    　誰も傷つかずに済むのではないかと、思ってしまいました。


    　そんな後ろ向きな希望を断つように、相手は出てしまうのです。


    『……はい。こちらは彷徨さまよえる愛の伝でん道どう師し、今近衛ここのえ久く遠おんの携帯です。……ご用のかたは、僕より神様にでも頼んでください。あちらは年中無休らしいですよ？』


    「……私です、所長代理。見ず知らずの神様にまで仕事を押しつけるのはよしてください。所長代理と違って、お暇ひまではないのです」


    『おおその声は、愛いとしの我わが義いも妹うとかい？　……君の声を聞くと、いつでもどこでも元気みなぎる気がする！　……噓うそじゃないですよ？　切らないでね？　噓じゃない証しよう拠こに、今ここで腕立て伏せとかしちゃうからね？　うおおおお！　地を這はい伝われ僕の誠意！　地球の反対側までも！』


    　笑ってしまったので、私の負けでした。


    「ブラジルの皆さんにもご迷惑ですから、即刻中止してください。夜も遅いんですからね。……夜よ更ふけと言えば所長代理、こんな時間までどこで道草を食っているのですか？　事務所の規則典てん範ぱんでは、所長代理の深夜徘はい徊かいは認められていないのですが」


    　胡乱うろんなくらい快活な応答がありました。


    『いやあこれまた参まいった！　……実は三丁目あたりで野犬に追いかけられてさぁ！　一日中走り回るはめになっちゃったよ。遅くなってごめんね？』


    「春休みですから残業は構いませんが。……犬はどうなったのですか？」


    『いやいやその犬、かなり凶暴な奴でさ。さすがの僕も苦戦したね！　けどまあ最後には懲こらしめてやったんですけどもね！　喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいみたいなね！　……この戦いは僕の人生においてトップスリーに入賞するくらい激しい戦いだった……』


    　下へ手たすぎる言い訳は聞き流しておきました。


    「はいはい。それは良かったですね。……もしかしてですけれど、その犬は黒い喪服を着て、街中で刃物を振り回していたなどということはありませんよね？」


    　平然と、所長代理は笑いました。


    『何それ？　新種の葬そう式しきジョークかい？　……そんな犬がいたなら、僕ももう一ラウンドくらいつきあってあげてもいいと思うけどね……』


    　私は尋たずねます。尋ねずにはいられません。


    「……では所長代理。今日一日は普段と変わることのない平へい穏おんな一日だったと言うのですね？　私は噓うそを吐つかれるのは嫌いです。ご存じでしょうけれど」


    　所長代理の声は少しばかりおどけた、いつもの調子でした。


    『ああ。特に変わったことはなかったね。そして進んで関わり合いになりたいと思う事件もなかった。代わり映ばえのしない毎日には退屈させられるよ』


    「そうですか。それは重ちよう畳じようでした。お暇ひまそうで、喜ばしいですね」


    『ぐさりと胸に突き刺さるこの痛みは何なのか……。そういう美み郁いくちゃんこそ、ユウさんの店は片づいたのかい？　店開きまで日がないからね』


    　私もすらすらと用意しておいた声明を述べておきます。


    「買い出しだけで一日仕事でした。店内の片づけは、明日暇があれば、そのときにでも」


    　電話を仲ちゆう介かいしての会話は、いつもより遠く感じられました。


    　人間とは己おのれの手札を包み隠さずさらけ出せるほど強くはないのです。だからお互いに隠し事があるのは公然の秘密であり、それを咎とがめようとは思いません。


    　それでも話してほしいと思うときだって、あるのです。


    　けれど所長代理は何も教えてくれませんでした。危険があるときほど、所長代理は口を閉ざしてしまいます。私を危険に巻き込むまいと、自分だけで解決しようと決めて、傷ついていくのです。


    　あるときは白雪さんがすべき償つぐないを肩代わりして。


    　あるときは姉さんのために。


    　そして大たい抵ていは私のために。


    　私は質問をとりやめ、もう切りますよと伝えます。


    「……ではおやすみなさい。夜よ更ふかしは美容の大敵だと申しますから、私はそろそろ家に帰らせてもらいます。……明日は寝過ごさないでくださいね。毎日毎日起こしに行くのは大変なんですよ？」


    『なんとか頑張ってみるよ。……じゃあおやすみ。明日の朝こそ、君におはようって言いたいな。なんだか器うつわの小さい望みに聞こえるけどね』


    「……そんなこともないですよ。そんなに悪いお願いじゃありません」


    　私は受話器を下ろしました。


    　所長代理の声は消え、事務所には静せい寂じやくの一ひと時ときが訪れます。


    　ひとり残された私に、迷っている時間はありませんでした。


    　白しら雪ゆきさんは私に興味があると仰おつしやいました。


    　彼女の狙ねらいは私であり、彼女が試ためそうとしているのもまた私なのです。私こそが事件を誘発している原因でした。多くの場合、私のせいで誰かが犠ぎ牲せいとなっている。それはあまり愉ゆ快かいな思い込みではありませんでしたけれど、揺るぎのない事実でもあったのです。


    　私は私のために誰かに犠牲になってもらいたくなどありません。いくら私がプリティだといっても、誰かの命をかけてもらうに値あたいするほど重要な存在ではないのです。


    　これは私の戦いでした。私宛あてに叩きつけられた挑戦状であり、私にしか解決できない決着を控える事件なのです。


    　なぜ戦うのかと白雪さんは問われました。彼女には理解できないのでしょう。


    　誰かが苦しむ姿はより深く、傍そばにいる者を苦しめる。そんな理屈が、白雪さんには通じないのです。あらゆる機微を理解できる超越者であるからこそ、たったひとつの痛点を本気で気にかけることはない。ひとりの人間が抱える悩みも喘あえぎも絶望も、彼女の座る位置までは届いていかない。


    　それを識しるのは私たちだけなのです。ひとは似ている存在に共感すると、白雪さんは仰いました。だからこそ同じ絶望の淵ふちを這はい回る私たちだけが、彼らの痛みを我がものと感じることができるのでしょう。


    　彼らの痛みはより切実に、私の躰からだに楔くさびを打ち込みます。いつ果てるともわからぬタイムリミットを抱えた私であるからこそ、苦痛に対する感覚は常じよう人じんよりも鋭く、全身に突き刺さってくるのです。


    　胸に灯ともされた意志の炎は、今すぐ走れと告げていました。


    　後悔など追い抜けと、私を駆り立て、急せかすのです。


    「……少しばかり出てきますね」


    　誰もいないリビングに告げて、所長代理のＳグウェイをガレージから出航させました。


    　鍵かぎはかけずにおきました。いつでも戻ってこられるようにと願掛けした、私なりのジンクス。効き目は今のところ満点です。満点でなくなれば、死ぬのです。


    　では征ってきます、と私は言います。


    　外そと木き場ばさんを模も倣ほうした口くち癖ぐせ。それが私の宣せん誓せいでした。生き残ると決めた決意でした。


    　その言葉だけを遺ゆい言ごんに、私は戦場へと向かったのです。


    



    



    【２００５／０３／０７／２３４１】


    　上着のポケットに電話を滑り込ませた。失なくすと美み郁いくがうるさい。


    『……いい子だ。死なせるわけにゃいかねえな？』


    　階きざはしの呟つぶやきにも、久く遠おんは答えなかった。その問もん答どうに返事ができる立場にないことは自覚している。


    　誰が彼女を死の淵ふちにまで寄らせたのか。


    　我である。


    　その確信こそが、今近衛ここのえ久遠のすべてだと言ってもよかった。


    　黙って階段を昇る。上へ。鋼はがねのブーツが赤あか錆さびた足場に触れて、金属音を立てる。


    　静まり返った現場に、人の気配は皆かい無む。やがて階も口をつぐんだ。


    　浅あさ賀がが案内してくれたのは、オフィス街でももっとも奥まった場所に離れて建つ、建設中のビルディングだった。


    　ツインビル、と変へん哲てつもない名称で呼ばれる建物は、地上八十メートルの高さにそびえる高層建築物である。左右対称に並ぶふたつのビルは、鏡に映ったかのような同一の規格に設計されている。三十階建てという、近隣でも群を抜く高度を誇り、街のシンボルともなるはずだった。


    　建物はしかし、竣しゆん工こう予定日から何年過ぎても完成する日はこなかった。初期の構想ではそれぞれのビルの屋上部に空中庭園を造る計画まであったそうだが、未いまだに二十階から上は工事中の帳とばりで覆おおわれている。そこで何が行われていたとしても、外から目にすることはできない。


    　人目を忍んで戦うには絶好の環境である。白しら雪ゆきはここを枯かれ野のの待機地点に指定していた。


    　浅賀とはビルの入り口で別れた。今頃は安全な地点から成り行きを見守っているだろう。ほぼ無関係の女性を今の枯野と対面させるのははばかられた。


    　先さき程ほど枯野から受けたダメージは残っている。だが痛みは感じない。


    　階上へと足を動かしながら、呟つぶやく。


    「……浅賀さんも、美郁ちゃんと同じだね。助けてくれって言わなかった」


    　ようやく口を利きいた本体に、階が答える。


    『自分から踏み込んだ世界だってわかってるからだろうな……。それに助けを求められても、俺たちにはどうすることもできねえ。俺たちは白しら雪ゆきとは違うんだ。俺たちにできるのはせいぜい、いかれた野郎を安あん楽らく死しさせてやることくらいだ』


    「皮肉は美み郁いくちゃんだけで足りてるよ」


    『辛つらい時代だ。そう容易たやすくキャラ変更もできねえのさ』


    　足取りは重い。荒あら礼らいが止し血けつしてくれた臨時の結けつ束そくバンドは、切り裂かれた彼女の上っ張りからできていた。もともと青色だった裏地が、紫にまで変色している。


    　血の滲にじんだそれをゆるゆると外して、投げ捨てた。身は軽いほうが好ましい。


    　もう少し上階まで上れば昇降機があると、浅あさ賀がは言っていた。それを目指し、動きの鈍にぶい躰からだを持ち上げつつ進む。


    　足運びに合わせるように、口調も自然と重くなった。倦けん怠たい感がのしかかってくる。


    「……助けてくれって口にするのは大事なことだと思うな」


    　頭の中に語りかける。


    「言葉にしなければわからないことってあるからね。……それを聞いて、力になってくれるひとは必ずいる。どこかに。それほど悪い世界じゃないと僕は思うんだ。小さな善ぜん意いくらいは求めたって構わないんじゃないかって」


    　そんな強さを持った人間は皆かい無むではないと、久く遠おんは言う。


    「……僕はもうそんな頼りがいのあるヒーローにはなれないけれど。……でも僕は姉さんに虐しいたげられた犠ぎ牲せい者を助けたいと思ってる。そして彼らを助ける延長上に、美郁ちゃんや美み日か月つきを救う未来が繫つながっているのだとすれば、僕は絶対に諦あきらめない」


    　僕たちは外木場外郎だ、と久遠は静かにそう告げる。


    「知ってるだろ？　彼は自分の決めたことを絶対にやり遂げるんだ。……いつでも自信たっぷりに。自分にできないことはないって具合にね」


    『言われるまでもねえ。あの男は最強さ。俺が芯しんから感嘆する、ただひとりの男だ』


    　称賛の言葉に微笑ほほえんだ。


    「……本物ほど巧うまくはできないにしても、僕たちもまだ倒れるわけにはいかない。彼女のすべてを護り抜く。……それが僕たちの誓いだ。あの日外そと木き場ばに託されたプログラムの存在意義。七歳美郁の英雄が負けるなんて許されないんだよ」


    　苦笑がてらに階が言った。


    『……文句だけは御立派なこったが。……お前もまだ、いつか救いがもたらされると信じてるのかい？　願えば祈りが叶かなうなんて幻想に浸ひたってるのかよ？』


    　僅わずかに久遠は頭を振った。


    「……そうだね。僕以外の誰かが祈るなら、叶えばいいとは思うけどね。……でも僕たちは姉さんの言う救済とやらを目にした。だからそれほど楽観的にはなれないさ」


    　救いとは罰ばつの対義である。罪つみを抱える者に、救きゆう済さいはもたらされない。


    　久く遠おんの微笑ほほえみは空笑いではなかった。悔かい悟ごにも近しい笑みを浮かべて彼は言う。


    「……僕は罰を受けて当然の男だ。でも、彼女たちはそうじゃない」


    　階段が終わり、外装に取りつけられた昇降機が見えた。資材を搬はん送そうするために用意された、大型のリフトアップ装置。


    　レバーを引くと、彼らの躰からだは蠕ぜん動どうとともに、上階へと持ち上げられていく。


    　久遠は枠わく組ぐみだけのエレベータにもたれかかる。


    　その日付を選択するだけで、記憶は奔ほん流りゆうとなって映像を見せた。


    



    



    【記憶の断章／１９９９／０１／１３】


    　使用されなくなった劇場には、四人の息遣いがある。


    　円形に広がるホールの中央、舞台上には大小ふたつの陰影。


    　身動きできないよう固く鎖くさりで縛られた少女と、その背後に佇ちよ立りつする細身の男。


    　男の容よう貌ぼうは憔しよう悴すいの極にある。蹌踉よろめめくような足取りも、細かく震える全身の様子も、彼が平静の状態ではないことを語っていた。だが男の発する言葉は意外なほど力強く、観客のいない劇場全体に響いていく。


    「……さて、実に呆あつ気けない幕切れとなった」


    　退たい廃はいの気配を纏まとった男が見下ろす先には、やはりふたりの男がいる。


    　ひとりは九く音おん。絨じゆう毯たんの取り払われた剝むき出しの床に転がり、ぴくりとも動かない。躰の数か所に穿うがたれた銃じゆう痕こんは、ここにたどりつくまでの激戦を物語っている。


    　そしてもうひとりは枯かれ野の。黒い喪も服ふくには擦さつ過か傷しようすらついていないにも拘かかわらず、やはり身動きすることはできない。九音も枯野も、完全に行動を封じられていた。眼前の男が何事かを囁ささやいた。


    　その数語を耳に入れた途端、彼らの手足は主の命令に一切反応しなくなっている。


    　ふたりの視線だけが、食い入るようにステージ上の男を見つめ、焦こがすばかりの憎ぞう悪おを送っていた。彼らの瞳に映る絶望を、壇上の男は黙って受け容いれる。


    「……さて、君たちに施ほどこしたのは私の特殊言語プログラムだ。君たちに説明しても理解できるとは思えないから、詳細は省はぶくが」


    　枯野たちから視線を外し、男は虜りよ囚しゆうに目を向ける。


    　捕らえられた少女は応えない。ただ焼けるような眼まな差ざしだけが、男を睨にらんで外れない。それだけが彼女にできる抵抗だった。


    　男はゆっくりと少女に頷うなずきかける。そしてコートの内ポケットに手をかける。


    　取り出されたのは一本の繊せん維い。淡い光こう沢たくを放つのは、金属成分を含む故ゆえ。


    　完成したばかりのプログラム。その試作機が、男の掌てのひらに握られていた。


    　破れ落ちた天てん蓋がいの隙すき間まからは月の光が差し込み、舞台の演出に華を添えていた。美しくも禍まが々まがしい光景。より印象的で深く、救いのない夜。


    「……さて、ではそろそろ今夜の仕上げといこうか。私の見立てでは、じきに外そと木き場ばも到着する。さすがの私も、彼が来ればそこまでだ。《救きゆう世せい主しゆ》階きざはし絶ぜつ無むを殺した相手と立ち合えるとは思えないのでね……」


    　外木場の名を聞いて、少女が激しく身じろぎした。躰からだをよじり藻も搔がく。布で轡くつわをされた彼女は、声をあげることもできない。男たちと等しく、行動を制限されている。


    　少女の胸中などに、男は注意を払わなかった。


    「……さて、君にはひととおり説明しておこう。自分の躰に何を打たれるのかは、やはり知っておきたいだろうからね」


    　これは人間を進化させる装置だ、と男は言う。


    「……この中には、とある人物の記憶情報が封入されている。……幸さいわい親族だけあって、君たちの適合率はそこそこ高い。他の被ひ験けん者しやたちは、彼女のデータをことごとく受け容いれ拒否してしまってね。人間嫌いも、ここまでいくと立派だな。……だが彼女も、君となら折り合いをつけていけるのではないかと思っている」


    　男は口角を上げて微笑した。


    「彼女は君に会いたがっていた。感動の再会だ。それがどの程度の期間持続効果を有するものかは、神のみぞ知る、だが」
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    　正気を失ったかにも思える男の手が伸びる。


    　少女の瞳が恐怖に広がった。やめろと、舞台の下から絞り出される声。だがそれらはことごとく無力で、男の行動を制止するには至らない。


    　特等席で芝居を見せられた枯かれ野のもまた、叫ぶことさえできずにただ目を開いている。


    　少女の首筋に、プログラムが押しつけられた。


    　体の表面に突き刺さった針状の物体は、より深部へと注入されていく。打たれた異物は血管を通して、躰からだ中じゆうに拡散した。静じよう脈みやくが異常なほど浮かびあがる。


    　その光景は浸しん食しよくを思わせた。純粋さを喰らう、忌いむべき行為にしか映らなかった。


    　今度こそ、少女は絶叫する。銜かまされた拘こう束そく具を嚙かみ千切る勢いで、躰が跳ねた。


    　他者の記憶を強制譲じよう渡とされるが故ゆえの拒絶反応。自分ではない人間の内部情報が少女の躰を駆け巡り、蝕むしばみ、汚お辱じよくし、混ざり合っていく。


    　正常な思考を奪う。肉体に与えられた寿じゆ命みようを刈り取っていく。


    　絶望が伝染する。少女の悲鳴に、枯野と九く音おんの心も凍りついていく。


    　やがて少女は気を失った。艶つややかだった黒髪は輝きを失い、鈍にぶい白銀色へと変わってしまっていた。一連の流れを見届けた男は小さくほくそ笑んだ。


    　ゆったりと深呼吸。観衆に向かい、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。


    「すばらしい夜だった。……さて、私はそろそろ死ぬ。まもなくここへ来る男が私を殺すだろう。この先面白くなりそうな世界情勢を見られないのは心残りだが、多くは望むまい」


    　言い捨て、男は壇上から降りると、九音のもとへ近づいた。彼の傍かたわらで、穏やかに告げる。


    「さて、その前に君のデータを処理しておくようにも言いつかっている。君はここで死ぬわけだ、九ここの重え九音。今日はどこもかしこも災難続きということだろうな……」


    　自じ嘲ちようめいた台詞せりふを男は口にする。


    「種は蒔まいた。賽さいは振られた。であれば諸君が誰を恨うらもうと、私は気にしないね」


    　慟どう哭こくは誰のものであったのか。


    　男の言葉を最後に、九音の意識は一度、途切れて消えている。


    



    



    【２００５／０３／０７／２３５２】


    「……あの日のことは今でも憶えてる」


    　青いビニール膜を被かぶせられた鉄骨の隙すき間まを運ばれながら、久く遠おんは過去を回想する。


    　その場面を憶えていた。一度人生を失った日の記憶。その数分前に起きた出来事を。


    　山間部へと続く街外れのコンサートホール。子供の頃よく潜り込んで遊び回った場所の記憶は、細部まで思い起こせるほど、明確な彩いろどりに満ちている。


    　その日の空色。空気の質感。


    　倒れたカーペットに吐き出された溜ため息いきまで。


    「……僕は自分ならできると思ってた。あの日、美み郁いくちゃんが連れ去られてから、僕と外そと木き場ばは話し合った。……彼はいかにも正体不明でね。美郁ちゃんが誘ゆう拐かいされたって聞いても、顔色ひとつ変えなかったよ。挙げ句に言った。自分の目的はあの子供の救出にはない、って」


    　苦笑が吹き上げられる風に混じる。


    「……今から思えば、外木場が美郁ちゃんを放っておくはずもなかったんだ。当然、助ける方法だって考えてあったに違いない。僕はそれを台無しにした」


    　記憶の中で、九ここの重え九く音おんは彼らに断りもなく敵の本ほん拠きよ地ちに飛び込んだ。そんな英雄的行為は結局足を引っ張る結果しか生まず、九音を追ってきた枯かれ野のまで罠わなに飛び込ませることになってしまった。


    「……もしもあのとき我慢して外木場たちと同行していたら、あるいは美郁ちゃんを無事に助け出せたかもしれない。彼女は今でも元気でいられただろうね。……でもそうはならなかった。どこかの間抜けが先走ったせいで、美郁ちゃんは重荷を抱え込むことになった」


    　美郁がプログラムを打たれる光景は、今でも記憶データに焼きついている。


    　記憶を抜かれる直前に見た男について、博はく識しきな階きざはしに聞いた。


    「あのひとは何て言ったかな？　プログラムを持ってた姉さんの友達は？」


    『クローヴィスだ。女王配下の絵柄つきだった男さ。……奴はプログラムの作成にも参加した大おお物ものだ。たとえ外木場の指示を聞いてたとしても、やっぱりお前が対処できるレベルの相手じゃなかっただろうぜ』


    　多少は内部事情をかじっている階はそう慰なぐさめるものの、久く遠おんはそれを否定する。


    　昇降機に揺られながら、細く長い息を吐き出した。


    「……それでもね。結局誰が失敗したのかっていうなら、僕なのさ。僕が馬鹿だったせいで、美郁ちゃんに辛つらい思いをさせることになったんだ。責められるべきは僕だけで、だからこそ僕も罰ばつを受けた。全然足りないけれどもね。……僕はもっと罰を受けるべきなんだよ、絶ぜつ無む」


    　階は笑い飛ばしたりしなかった。かといって久遠の態度を咎とがめもせず、ただ己おのれの意見を共通思考に乗せていく。


    『……成功者なんていないのさ、小こ僧ぞう。いつでもな。……勝者なんていない。世せ間けんに残ってるのは失敗した連中と、まだしくじったことがねえだけの、未来の敗北者予備軍なんだ。……誰でも後悔を抱えてる。俺たちみんな、後ろめたさを引きずりながら生きてるのさ』


    「もう死んでるっていつも言うのは君だろ？」


    　苦く渋じゆうを嚙かみしめるように、階は友人に語る。


    『かもな。……だがここにはまだ動かせる躰からだがあって、たとえ偽にせ物ものにすぎねえとしても、痛みを感じる心がある。だったらやるべきことは歴然としてる。外木場外郎に二度目の失敗はねえ。……今度こそ後悔しないようにしろよ、若わか造ぞう』


    「ここまでつきあわせて悪かったね、親友」


    『そりゃ死に際ぎわに言う台詞せりふだぜ。生あい憎にくと、俺はまだまだ消える気はねえよ』


    　やり残したことがあるぜと、階きざはしは彼なりの激励を送る。


    『おはようって言いたいんだろ？　……ならそうすりゃいい。いつもどおりに、美郁ガキの作った朝飯平らげて、ごちそうさままで言ってやりゃいいのさ』


    　横揺れがあったと見る間に、荷台ケージは終点へと到着していた。


    　屋上、久く遠おんはそのフロアに足を踏み入れる。


    　五十メートル四方はあろうか。彼らのためだけに用意された特設会場は、仮組みされた足場の上に金属の板を渡しただけの、簡かん素そな造りだった。


    　外側を覆おおっていたはずのシートも、この階にはかかっていない。剝むき出しの鉄筋が闘技場リングの外そと枠わくを示している。落下すれば助かるまい。渡り合うにはバランス感覚が必ひつ須す。


    　中央には等とう間かん隔かくで並ぶ柱がある。ひと抱えほどもある角柱は、ビルの支えとなる骨組みだろう。その他ところどころに障害物となる資材の山が積まれてあるが、それを除けば視界の利きく戦場だと言えた。


    　殺し合うには、潤じゆん沢たくなスペース。


    　天空に架かる月は見えない。曇りか、それとも新月か。


    　街灯の光も遥か下。ビルの持ち主が用意したのであろう工事用のグローランプだけが、周囲を照らす太陽の近きん似じ品ひん。


    　ライトアップされた光線の先に、黒衣の男は立っている。


    　黙って久遠を睥へい睨げいする瞳は闇よりも暗く、絶望さえも映していない。


    　枯かれ野のという、瞬殺無音の暗殺者。


    　一切の自己判断を放ほう棄きした人間。与えられた指示を実行するだけの、究極の配下。


    　そして今は指示をくれるはずの命令者からも見放された、主あるじを持たない殺人機械。


    『憂ゆう鬱うつにさせてくれる相手だよまったく。……思えばこいつも可哀想かわいそうな野郎だ。ガキをひとり助けられなかったからってだけで、人生投げ捨てたんだからな。……馬鹿は長生きできんと荒あら礼らいは言ってたが、善ぜん人にんだって長生きできねえよ。そしてとびきりの悪者どもにしたって、女王が粛しゆく清せいしちまったからもういない。生きにくい時代だねえ』


    「……僕と枯野さんは似た者同士だ」


    　破れているとはいえ、コートは防ぼう塵じん繊せん維いを裏打ちしている。盾たて代わりとすべく腕に巻きつけながら、久遠は言う。


    「僕たちはふたりとも、あの日、あの場所で美み郁いくちゃんの絶望をまのあたりにして、同じ思いを味わった。僕たちはふたりともデータを抜かれ、生きているとはいえない存在になった。……どこが違うんだ？　立ち位置を変えれば、僕が向こうにいたかもしれない。彼は僕だったかもしれないよ」


    　答える声はなく。久く遠おんは敵に対して無造作に間合いを詰めていく。


    「だから本当は戦いにくい相手だけど。……でも止める。もし彼が苦しんでいるというのなら、僕は全力をもって叩き伏せる。……僕の覚悟はそれだけだ。準備はいいか階きざはし絶ぜつ無む？」


    『こちとら端はなから勝つ気しかねえぜ？　……暖気ウオームアツプを始める。終わるまでくたばるなよ。そこまで粘ねばれば、あとは俺たちの死に場所パライソだ。奴の悩みごと、一いつ蹴しゆうしてやる』


    　時刻は午後十一時五十九分。


    　時計の針が翌日を示すと同時。コンクリートの床を撃つ交差音が弾はじけた。


    　ふたつの影が、互いを咬かみちぎるべく疾走を開始する。


    



    



    【七歳美郁と虚構の王】


    　孤こ影えいがビルの上階で朧おぼろ気げに立ちすくんでいる。


    　ビルドアップ方式に増築される建築物の、臨時屋おく上じよう階。片方のビルよりも僅わずかに一段、積み上がった高所から、浅あさ賀が千せん里りは戦場を見つめていた。


    　彼女がいるのは、久遠たちの向かいにあるビル。道路を一本挟んだ直線上、双子建築の離れた場所から、動静を窺うかがっている。


    　目の前には取りつけられたクレーンのアーム部が横たわっていて、そこを欄らん干かん代わりに握りしめ、死闘を眺めていた。


    　と、背後から若い声が聞こえてくる。


    「無意味な勝負に花束を。立会人を買って出られるとは、義理堅いことですね」


    　背後にはいつしか美み郁いくがいて、彼女の隣となりに並んで立った。白い装しよう束ぞくが、死を告げる天使のように映はえている。


    「……このビルが白しら雪ゆきさんに買い取られてから数年。ここはこれまでにも幾いく度どか決闘が行われてきた、曰いわくつきの物件です。いつでも利用できるバトルフィールドとして放置されたまま、白雪さんの敵対者たちの血肉を吸ってきました。彼女は他にもいくつかこの手の場所を確保しておられるようです。ご存じでしたか？」


    　千里は答えなかった。少女も返事を期待していたわけではなかったらしく、話を続ける。


    「……所長代理とお会いになったのですね？　ならばあなたもおわかりになったことと思います。本来なら姉を庇かばって然しかるべき弟ですら、彼女のやりかたに異論を唱となえている。身内からの意見はなかなか貴き重ちようなのでは？」


    　短い回答は、二人きりの空間に虚うつろにこだまする。


    「……わからない。でも彼が噓うそを吐ついているようには見えなかった。噓を吐くならもう少し上じよう手ずにできたでしょうね」


    「では私の話を信じてくださる気になられましたか？」


    　千せん里りは首を横に振る。


    「……何を信じればいいのか、誰を頼ればいいのか、私にはわからない。……女王は正しいとされている。世界中の人々が彼女が正義だと言ってる」


    　少女は頷うなずかない。些いささか立りつ腹ぷくした態ていで、自分の意を説といていく。


    「生きているかたの記憶を抜いて思いのままに操あやつるのが正しいことですか？　だとすれば歪ゆがんだ正義もあったものですね。……白しら雪ゆきさんの言葉が常に正解ではないとお断りしたではありませんか。彼女はあなたにも苦痛を強しいたではありませんか。外そと木き場ばさんと関わることは、あなたにとっては不幸以外の何物でもなかったはずです。……なのにあなたはまだ彼女の言うことを信じると？　ひとがよいにもほどがあります」


    　千里の肩が震えた。


    「……怖いのよ。あのひとが怖い」


    　女王の視線を感じるのだと、彼女は言った。どこにいても、簾すだれ越しに味わったあの圧が離れないのだと。


    「……私は女王を畏おそれている。これからずっと彼女の視線を受けて生きていくことが怖い。それならいっそ、自死を選ぶほうが楽だと思うほど」


    「単なる強迫観念です。しばらくすれば消えますよ。……それに、死ぬのはそこそこ労力のいる仕事です。私なら御ご免めん被こうむりたいですね」


    「でも死が誰かの幸さいわいに取って代わることだってある。私の父が死んで助かったひとがいたのは事実なんでしょう？」


    　すがるような視線が少女に投げられる。


    「……父は殺されても当然の人間だったから殺された。復ふく讐しゆうには意味がないとあなたは言った。なら私の行動は何だったの？　この上生きていてもまだ、私にできることがあるというの？」


    　哭なくように千里は呟つぶやいた。


    「……お願い。私を放っておいて。……もう嫌いやなの。あなたたちと関わるのが。恐怖に駆られるがまま、これ以上意味のないことを続けるのが厭いとわしい」


    　それきり千里は沈黙する。


    　少女も黙ることを選んで、向こう側の戦場に目をやった。


    　肉眼では火花の乱舞としか捉えられない。


    　だが戦闘の優劣は明らかだった。壁や床を削る破壊音が響く度たび、戦闘は一時的に中断する。そのとき吹き飛ばされて負傷するのは、決まって久く遠おんだった。


    　久遠と枯かれ野のの差は歴然としている。


    　枯野は自じ我がを有さない。故ゆえに戦況に細かく対応できるほどの思考力は残されていないはず。


    　だがそんなマイナス要因すらも、実力差を覆くつがえすきっかけにはならないようだった。


    　電飾の列が戦場を華々しく照らす。隣となりのビルとの距離はほんの十メートル。そして高低差もなきに等しく、戦場の様子は手に取るように観察できた。


    　枯かれ野のの左手が赤く光る。危険を知らせる兆ちよう候こうに、久く遠おんは手も足も出ない。ただ耐えている。致ち命めい傷しようだけを避けながら、防御に徹している。それでも枯野の体技は耐えきれる威力ではない。生命力を削り取られていく。


    　対岸の二人は、その様子をただ眺めているしかない。


    　枯野の蹴しゆう打だが迸ほとばしり、久遠を背後の小山へと打ちつけた。積まれた鉄材に叩きつけられながらも、彼は退ひこうとはしなかった。


    　逃げることはできない高度である。地上二十九階は、足を踏み外しただけで終わる、究極の決闘場だった。


    　枯野は強い。ただ肉体が過去の動作を反はん復ぷくするだけの存在であるにも拘かかわらず、強い。


    　すべてを失ったはずの男は、目の前の敵を倒すことのみを目的としている。尋じん常じようではない修練で身に覚え込んだ技の限界をもって、枯野は足あ搔がいている。


    　枯野の拳こぶしにより崩れる壁面。粉ふん塵じんが久遠を咳せき込ませる。


    　仮か借しやくのない攻撃は久遠の肉を裂く。


    　考えることのできぬ枯野はまた同時に、自みずからの生命をも損そこなっていく。酷こく使しされた左腕は、彼が常態であったなら加減したであろう。だが己おのが身体状況すらも把は握あくできない枯野には、判断のつけようもない。


    　それは消しよう耗もう戦を超えた、死戦だった。両者に傷を刻み込む戦いだった。


    　その戦闘を、ふたりは見守る。言葉はおそらく届かない。


    　この戦いの観客としてできることがあるとすれば。


    　何かを決意したように、少女が言った。


    「……このままいけば所長代理に勝ちはありません。あのひとはいつでも勝利の二文字からもっとも遠いひとなのです。敗北を前提に戦う駄目探偵。……それも私にばれていないと思っているんですからね。正気を疑いますよ。……いえ、きっと正しよう念ねんなど忘れてしまったのでしょう。おそらくは所長代理も、私がプログラムを打たれたときに傷ついたのです。二度と修復が利きかないくらいに」


    　笑えませんよね、と少女は囁ささやく。


    「それでもあのひとは痛くないふりをするのです。私の前では心配をかけまいと、不器用に振る舞う。世の中には格好つけが多いみたいですね？　まるで三流の道どう化け師しです」


    　独白は夜に紛まぎれてなお強く響く。


    「笑えませんよ。……私には所長代理を嗤わらえません。何もかも自分のせいだと思い込んで、いつでも自分の命を削って、それでも私に戯おどけてみせる。……これでは私だけが可哀想かわいそうごっこに浸ひたっていることもできないではありませんか」


    　自じ嘲ちようめいた吐と露ろは冷たい空気の層に溶ける。


    「……所長代理は私の命が限られていることを知ってしまった。私に打たれたプログラムが私の命を縮めているのだと告げられて、すべての責任を背せ負おい込んで苦しんでいる。……それなのに私に笑いかけるのです。少しでも長く楽しんでほしいと考えるのです」


    　少女の瞳に涙はない。弱気を謳うたうには昂たかぶりすぎている。


    「……嗤わらわれますか浅あさ賀がさん？　彼の行動には意味がないと言い切れますか？　……どんな冷笑家でも胸を打たれることでしょうよ」


    　静かに燃える双そう眸ぼうが、千せん里りを射い抜ぬいた。


    「だから約束してください。もしも所長代理が勝利すれば、生きることを放ほう棄きしないと。……所長代理が勝てば、それは即すなわち、白しら雪ゆきさんに勝ったことになります。彼女の思惑を打ち破ったことになる。……ならば彼女があなたに告げた言葉がすべて正しいわけではないと立証されたことになりませんか？」


    「……今近衛ここのえ久く遠おんに勝利はないと、あなたは言ったわ」


    「ええ、言いましたね。はっきり言及しましたとも。……所長代理は勝てません。なぜなら彼は勝つために存在しているのではないからです。負けないためにそこにいる。勝利のための必要最低限な因子として、戻ってきたのです。勝つのは今近衛久遠の仕事ではありません」


    　予告しますよ、と少女は言う。


    「いかなる局面にあろうとも、外そと木き場ばさんは負けません。そして外木場さんの名を冠する以上、彼らもまた敗北を許容しないのです。……憶えていてください浅賀さん。この世にはまだ女王に対抗できる主人公がいて、そんな無比なる切り札にも匹ひつ敵てきする、もうひとりの偽にせ者ものがいるのだということを」


    　少女は力強くそう言うと、再び戦場へと顔を向ける。そこには一切の虚きよ飾しよくはなかった。


    　頑かたくななまでに彼を信じて、小さな少女はそこにいる。


    



    　鮮血がこみあげる。体内の活力が奪われていく。階きざはしから送られてくる肉体各部のデータが脳内でスクロール。共有ファイルに開くウィンドウは、いずれも警告を呈示していた。


    　腕部損傷六割。内部臓器破損レッドゾーン。その他にも負傷箇か所しよ多数。


    　枯かれ野のの猛攻は続いている。


    　痛覚が訴えかける肉体上の破損も無視して、枯野は前進してくる。目の前にいる敵を消去しようと迫ってくる。


    　抹まつ消しようし、完殺する。それのみに力を注ぎ込んでいた。


    　両者の負傷具合から鑑かんがみて、リング上の試合であればドクターストップは確実だったろう。


    　だがこれは殺し合いだった。どちらかが倒れるまで中断はない。


    　肉にく薄はくし、飛び退しさる深しん紅くの連撃。枯かれ野のの両りよう拳こぶしが血に染まる。


    　どれほど傷つこうが、枯野は停止しない。己おのれの一撃で新たな損傷を負いながら、黒衣が拳を繰り出す。果てることなき無む尽じん蔵ぞうの体力。


    　彼にあるのは記憶の残ざん滓しか。思い出せないはずの、過去の顚てん末まつなのだろうか。


    　そんなあやふやなものに操あやつられ、獣けものは踊る。拳が久く遠おんを打つ度たび、咆ほう吼こうが洩もれる。鬱うつ憤ぷんを解消する手段すら見つけられない手負いの端末、それが枯野だった。


    　消費されるのは、枯野という生命だった。


    　殴りつけられた。蹴りつけられた。倒れろと命じられるかのようにただ打たれた。


    　死を訴えかける把は捉そく不能の拳は、凶きよう刃じんに等しい。


    　ビルの壁を抉えぐり、昇降機を破壊しても、枯野は動き続ける。それを憐あわれに思う。


    　足音は無む。破滅の使者はただただ久遠を追走し、雪崩なだれの如ごとき連撃を浴あびせてくる。


    　拳打の一撃が正せい中ちゆう線せんに伸びる。上体が浮き上がるところへ速射砲が叩き込まれた。拳拳拳拳拳の連続。ワンルームマンション二部屋ぶんは吹き飛んで、ようやく転がり終わる。破は砕さい音おんが遅れて到着する世界での攻防に、久遠の感覚はついていくことができない。


    　消える間ま際ぎわに輝く灯ともし火びのように、枯野の拳が真しん紅くに光る。


    　その光にも、枯野の痛みを感じ取れるような気がした。


    　思考から解き放たれた枯野の絶ぜつ拳けんには、仮か借しやくがない。


    　流れに乗った一発が、右腹に決まる。防御無視の破壊力。


    　一回転する勢いで跳ね飛び、外そと枠わくの鉄筋に激突。枯野との距離がやや開いた。


    　停止停止停止停止。脳内では血の赤文字で警告が続く。


    　視界が揺れる。骨は砕けた。循じゆん環かん器き系は思うように巡らない。今すぐ死なないのがおかしいほど、躰からだは悲鳴をあげていた。


    　定まらない目線の彼方かなたでは、電飾の光にそびえる影。


    　枯野は仕掛ける機を窺うかがうでもなく、瓦が礫れきの山の上で、ひときわ大きく吠えた。


    　この戦いがまもなく終わるとわかっているもののように、雄お叫たけびをあげる。その感覚はおそらく正しい。


    　そんな追い込まれた状況で、階きざはしはもう一度久遠に確認する。


    『……そろそろ準備が整うぜ相棒。死に至る下ごしらえは完了した。あとは躰が動かなくなる前に無茶をやるだけだ。だが本当にいいのか？』


    　懸け念ねん交じりの質問が飛ぶ。


    『……記憶データの補充は利きかねえ。加重召喚オーヴアーロードを引き起こす度に、俺たちが消滅する確率は格段に跳ね上がる。幸運は何度も続かんだろうぜ。それでも切り札使うってのか？』


    　今近衛ここのえ久遠は迷わない。逡しゆん巡じゆんは昔捨ててきた。


    　自分が死んだ日、あの劇場で、躊躇ためらわないと誓った。


    　ひとりの少女を救えなかった。


    　もう二度と、同じ過あやまちは繰り返さない。


    「だから何なんだ？　……この敵かたき役やくは、それだけ重い相手なのさ。僕たちが僕たちの存在をかけなくてはならないくらいには。……枯かれ野のさんは美み郁いくちゃんのために戦ってる。僕だってそうだ。……だからこそ全力を懸かける。譲ゆずれないって答えは、変わらない」


    　その覚悟はすべてに優先した。


    　躰からだをくの字に折り曲げながらも、立ち上がる。


    　離れた男を注視。枯野は攻撃の手を控えていた。


    　これから始まる異常事態に対し、躰に残った本能が警戒を求めているのかもしれない。


    　作られた戦場。真実を失った男。


    　噓うそで塗り固められた言葉と、偽いつわりの残ざん生せい。


    　今近衛ここのえ久く遠おんは友人に告げる。


    「……逝いくぞ。僕らにとって、命の値段は崩壊してる」


    『違いねえ。……賭け試合の成立シヨーダウンだ。お互い、運が良ければまた会おうぜ』


    　階きざはしの意識がデータ上へと回帰していく。切り替えスイッチを入れる権利は、久遠ひとりに託された。


    　祈りの言葉は辞書にはない。彼らが信じていた神は、とうに彼らと縁を切った。


    



    　九ここの重え九く音おんという人間はもはや存在しない。


    　その個体はかつて、クローヴィスに記憶データを摘てき出しゆつされた段階で死んでいる。劇場から搬はん送そうされ、病院のベッドで横たわっていた肉体。そこにはもはや精神は一片たりとて残されてはおらず、その時点で、九重白しら雪ゆきの実弟は世界から消滅した。それが久遠の抱える秘密だ。美郁を除き、昔彼が昏こん睡すいしていた事実を知っている人間は皆、彼の精神は回復したのだと考えている。


    　だがそれは誤ご謬びゆうである。


    　九音を、彼の肉体だったものを動かしているのは、白雪が開発した人格プログラム。


    　正確には、《多角的推理プログラム》と呼こ称しようする記憶媒ばい体たい。


    　プログラムは人体に投とう与よされることにより、宿しゆく主しゆに擬ぎ似じ的な精神脳を附ふ与よすることができる。人間がより高次な存在として進化するための補助具だと、白雪は位置づけている。


    　そんな人工の思考補助システムを埋うめ込まれた、人間の範疇カテゴリから外れた偽ぎ人じん。


    　それが今近衛久遠の正体だった。


    



    　九重白雪がプログラム技術を確立した時期は、拡大人的破壊以前とされている。


    　最初期に制作されたプログラムは十二人分の記憶を有し、それぞれが独立して思考する、合議型のシステムを採用していた。《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》と名づけられたこのプログラムはしかし、白しら雪ゆきが想定したような結果を残すことができなかった。母体となる人間は、常に十二種類の異なる人格から軋あつ轢れきを受け続けるのだ。被ひ験けん者しやの精神はその負担に耐えられずに崩ほう壊かいしてしまい、このプログラムは失敗作との烙らく印いんを押される。


    　それに続いて設計されたのが、現在久く遠おんを動かすプログラム。


    　通称、《救世主殺しオラトリオスレイ》。


    　第二世代ともいえる本機には、前作の轍てつを踏まえた改良が加えられることとなった。


    　プログラムにインプットされた記憶データは九十九人分。前作のおよそ九倍近くにも該がい当とうする量であり、数だけを見るなら、人体への負担は増すばかりに思えるだろう。


    　前回と異なるのは、これらのデータはほぼ自由意思を持たないという点にある。


    　彼らに要求された役割は、発言者ではなく、傍ぼう聴ちよう人にん。空いた座席を埋うめるためだけの要員として、彼らの記憶は集められた。


    　このプログラムには厳然とした主格が備えつけられている。一作目のように全人格が同格なのではなく、ひとつのデータだけが突とつ出しゆつするよう設計された。制作者たちは、一個の代表者が残りのデータを統とう括かつするシステムであれば、スムーズな思考活動が可能になると考えたのだ。


    　そんな肉体の操者として据すえられるはずだった男が、階きざはし絶ぜつ無む。


    　九ここの重え白雪の同どう盟めい者であり、世界の救世主として生きた男。その記憶。


    　プログラム容量のうち、階の記憶が占める割合は五割を超えている。階はそれだけ重要な存在であり、プログラムの鍵かぎともなるべき男だった。彼の人格が、彼を除く九十八個の記憶を管理し、自在に使用することこそ、設計段階での狙ねらいであったのだが。


    　その目もく論ろ見みが外れたのは、ひとりの男の裏切りによる。


    　外そと木き場ば外うい郎ろー。白雪と協同し、拡大人的破壊を遂すい行こうした暗殺者。


    　九重白雪の最強カードであったはずの男は事件後、女王の下もとから造反する。それがいかなる理由であったかはともかく、彼は白雪と決別し、反対に白雪の計画を潰つぶす立場となっていった。


    　そして彼は組織から抜ける際に、とある研究施設を襲撃し、そこで造られていたものを持ち出すこととなる。


    　外木場が奪だつ取しゆした被造物こそが、《救世主殺しオラトリオスレイ》。


    　そしてそのプログラムはただの肉としてベッドに伏していた九重九く音おんに託され、ひとつの奇跡を起こすことになる。


    　動き出した躰に根づいていたのは、九重九音の記憶だった。


    　確かに、摘てき出しゆつされた九音の記憶もプログラム中に並んではいた。だがデータ量でいえば五番目の、重要度の低い情報でしかない。いくら基盤となる肉体の所有者であったとしても、階を押し退のけてまでメインに居座る可能性など、考慮されるにも値あたいしない確率であったはずだ。


    　なのに、本来の操縦者を喰ってまで、九重九音は戻ってきた。


    　何がこの男を蘇よみがえらせたのか。


    　そこまでして叶かなえたい望みがあったのか。


    　執しゆう念ねんからか。それとも抱えた負ふ債さいの責務によってなのか、九ここの重え九く音おんは帰還を果たした。


    　かつての自分とは違うと自覚し、今近衛ここのえ久く遠おんと名を変え。


    　戦うために戻ってきた。傷ついてもよしと己おのれで誓った。


    　今度こそ彼女を護まもりきるのだと、複雑な命であることを受け容いれた。


    　同時に、役回りを外れた階きざはしのデータもまた、他の記憶のような情報だけの存在とはならなかった。久遠がコンタクトすると意識上に浮かび上がってくる思考として、想定外の同居生活を続けている。


    　緊急時には人格を交替することも可能。いわば第二の頭脳として機能している。


    　彼らは生きてはいない。空虚な存在であり、生物としての定義からも外れる生であろう。


    　彼らを是ぜとするか、否ひとするか。だがそれを問うべきは今ではない。


    



    　久遠の肉体は死の直前にある。


    　だらりと垂たれた両腕に、覚おぼ束つかない足あし許もと。


    　枯かれ野のを見る目線も、焦点は定まっているとは言えなかった。


    　だが思考の内部では、驚くべき演算が激しく繰り返されている。モータが回転するように、あるいはさらに高速で、思考が回り続けている。


    　言うなれば準備運動。これから始まる超現象の前段階として、プログラムが活性化する。


    　記憶。九十九人の情報が、共有ファイルに順次転送されてくる。


    　階のデータはもとより、生前の九音には面識もなかった人間の記憶も流れ込む。様々な人種、色とりどりの衣装。それぞれが聞き慣れない言葉で話し、異なる思想を語り合う。出会ったことのない友人たち。


    　名前も知らない外国の風景。煉れん瓦がの壁が並ぶ街角や、下町の雑ざつ踏とう。広大な砂漠であるかと思えば、極ごつ寒かんの大地であったりと、いずれも初めて見る景色ばかり。


    　思いもつかない発見と想像。数学理論や物理法則、文学上の修しゆう辞じや経済成長率のグラフ。知識はどこまでも際限なく積み上げられていく。


    　その膨ぼう大だいな情報の氾はん濫らんに、久遠の思考が軋きしんで暴れた。共有ファイルに展開可能なデータ量を超えた過か剰じようなる詰め込みに、意識は三度目のブラックアウト。


    　今近衛久遠は消えかける。久遠という囲いが崩れていく。


    　さらに肉体面での危機。階に交替したときよりもさらに手て酷ひどく損そん壊かいした躰からだは、回復不能なまでのダメージを負おっていた。心しん拍ぱく音おんの間かん隔かくが徐々に長くなっていく。心細い鼓こ動どうは今にも停止しかけようとしていた。


    　だがそれでいい。その窮きゆう地ちこそが、プログラムのコマンド実行に必要な最低条件。


    　死に近づくにつれ加速する、思考と魂たましい。


    　死を喰らいて顕けん現げんする、虚構の王。


    　死に向かう久く遠おんの内側で、鍵かぎが外れる感覚がある。枠わく組ぐみを打ち壊す音がする。


    　乗り手を失った奔ほん馬ばが自由意志を持つのと同様。溢あふれ出る情報の洪こう水ずいが殺到し、波を作っていく。


    　意識の原野で、情報の波は重なり合い、積み重なっていく。できる限り薄く圧縮され、平面となり。一枚、二枚と。底辺から頂点へと。


    　データの層を堆たい積せきさせて、上下で結びつき、混こん交こうし、ひとつの塊かたまりとなる。


    　彼らは現実界に生まれようと求める。ひとつの存在になりたい、人間の形を取りたいと切望する。もともと人間であった記憶が、かつての姿に近い形質を取りたいと考える。


    　その願いは強固であり、だからこそデータは姿を変える。


    　石から像を彫ほるように、それは人間の形態を切り出していく。


    　その多積層が[image: ]成する姿とは。


    　意識の中心に構築される人間の姿とは。


    



    　久遠を主格に置いたが故ゆえに、彼らのプログラムは目標とした能力パフオーマンス水準を達成できていない。自在に使いこなせるはずだった自分以外のデータも、久遠は自由に覗のぞき見ることができず、結果として中途半はん端ぱな性能に陥おちいっている。


    　だがそんな事実は、歯し牙がにもかけられていない。


    　久遠たちのプログラムにはもうひとつの特徴がある。


    　九十九パターンの記憶。それはある目的のため周到に準備されたパーツの一部であり、その集合体だった。久遠が主格として機能している事実など、言うなれば枝葉である。


    　より高こう尚しような到達点を目指し、九十九の記憶は集められた。死者から。あるいは生せい者しやから。必要だと思われる者たちから、搾さく取しゆされた。


    　そこまで念入りに[image: ]造されたプログラムに期待された成果とは。


    　外木場外郎の完全なるコピーを製作すること。


    



    　彼らの《救世主殺しオラトリオスレイ》は、前作よりも具体的な目標を掲かかげて設計されている。


    　その到達地点とは、外そと木き場ば外うい郎ろー。階きざはし絶ぜつ無むすら殺した、世界最さい高こう峰ほうの破壊者。


    　外木場に匹ひつ敵てきする力を得ること。久遠を動かすプログラムは、彼のパフォーマンスを表象することを究極の目的として造られたのだ。


    　目標は定まった。ただ、人間を複製しきることは困難である。


    　クローン技術がいくら進もうとも、完全に同一な個体を産み出すのは容よう易いなことではないとされている。現在の技術では、人体の成長過程で生じる誤差は無むではない。個体の精神はもとより、肉体に現れる差異もゼロとはいかず、同じ人間を複製することは困難なのだ。


    　特に外そと木き場ばのような平へい凡ぼんならざる対象ともなれば、尚なお更さらである。


    　九ここの重え白しら雪ゆきとその配下たる研究者たちは考えた。


    　人間は何によってその個人たり得るのか。


    　個人を独立した人格たらしめる要素は何なのか。


    　一般的な解答を述べるなら、それは本人独自の思考であろう。人間は考える生き物である。自分は何かという問いかけよりも早く、自分が自分であるという事実を知っている。名前を憶え、動き、話し、生きるうちに、人はひとになっていく。


    　考える故ゆえに我われあり。それは教科書に載せられるほどの定説である。


    　だがそれを再現することは難しいと科学者たちは白雪に告げた。人間の精神ほど複雑なシステムはない。外木場と同じ思考を持った人間を[image: ]ることはできなかった。


    　であれば他には？　人間は何によってそのひと個人であると認識されるのか？


    　そんな問いから派生した、真逆のアプローチがある。


    　演えん繹えき法が無理なら帰き納のう法。


    　即すなわち、他のものから該がい当とう者を規定すればいいのではないか？


    　存在するとは知覚されることである。


    　自己意識は、他者の自己意識との関係性を経由することによって自覚される。


    　賢けん人じんたちの呟つぶやきから考え出された答えは、他者による識別だった。


    　個体は他者の視線によっても輪りん郭かくを決定づけられる。そこに在あると認識されることによって初めて、一個人と成り得る。


    　哲てつ学がくの領域とも言える解だった。


    　プログラムの研究者たちは戸と惑まどった。制作の方向性は摑つかめても、どう形にしていくかの先例もない。実現困難な道どう程ていである。


    　だがしかし、その無む謀ぼうな試こころみを実行に移せるだけの技術力を、九重白雪は築き上げていた。


    　彼女が抱える技術者集団は、当代からゆうに二世代分は進んだ構想を有し、白雪の意志を実現せしめるために協力している。


    　そもそもひとつめのプログラムが作成できた段階で、彼女たちの技術レベルも見当がつこうというもの。


    　計画の要かなめである、個別記憶のデータ化は可能であると判明している。　


    　あとは外木場を知る者、外木場と関連する記憶をもつ者を集めるだけでよかった。


    　かつて彼と接触した九十九人。彼と会話し、彼と戦い、あるいは彼に殺された経歴をもつ人材たちは、それぞれが外木場について、各自なりの情報を抱えていた。


    　外見から話しかた、思考方法、戦闘方法に至るまで、それら情報の細部を繫つなぎ合わせて誕生する、外木場の代替物フエイク。


    　かくしてふたりめの外そと木き場ば外うい郎ろーは受じゆ胎たいする。


    　九十九の記憶データから現実化する虚構の存在として、幻想イメージ上の彼が[image: ]り出されていく。


    



    　久く遠おんの意識内で想像される仮想空間とは、小部屋だった。


    　四方に広がりはない。目に見る範囲以外は虚こ空くうの、檻おりの如ごとき空間。それが久遠の考える心象風景なのか、それとも単なる脳容量の限界なのかはわからない。


    　そんな茫ぼう洋ようとした場所に、相対するのはふたり。久遠と、外木場。


    　そこから外木場を現世に具現化させる鍵かぎは、久遠の意識に握られている。


    　イメージされた外木場が、階きざはしと同じ問いかけを放ってくる。


    　死を受け容いれることができるかと、再考を促す。


    　外木場外郎を降こう臨りんさせる、加か重じゆう召しよう喚かん。その際にもたらされる艱かん苦くは、階の人格を表面化させる折に体感される苦痛を九十九倍したものに等しい。


    　加重召喚はまた、究極の禁じ手でもあった。使用した場合、いくつかの記憶情報は破損を免まぬかれない。いわば焼きつき現象とも言える反動が発生する。


    　今近衛ここのえ久遠はデータだけの存在である。これは階も同様。


    　つまり彼らにとって、オーバーフローによって記憶を失うことは、再度の死を意味している。どの記憶が消滅するかは、やってみるまでわからない。最悪、すべてのデータがクラッシュすることも有り得る。臨床実験など行われてはいないのだ。


    　死の気配は忍び寄る。引き替えとなる代償はあまりにも大きい。


    　けれども葛かつ藤とうなどはない。


    　自己愛は、振り払ってきた。


    　敵する者への哀あい悼とう歌か。護まもるべき者への約束。


    　理由がある。それを思い出せる限り、彼は停止しない。


    　九ここの重え九く音おん。九十九と名づけられた己おのれの名前に意味を持たせる、身に宿した同数の魂たましい。


    　そこから産まれる白はく日じつ夢むに向かい、この身を使えと頷うなずいた。


    　彼の指針が引き金となって、最強の切り札ジヨーカーが現実世界に召還される。


    　ふたつの姿が重なった。


    



    　裏プログラムが発動する。


    　深夜十二時十九分。《救世主殺しオラトリオスレイ》がその真価を発揮し、新時代の生命を表ひよう顕けんしていく。


    　意識上。プログラムからの電子警告は、三段階に分割された死亡通つう牒ちよう。


    『啓けい示じ表明／ＡＣＴ／０１』


    　外木場外郎が識される。


    　逆流してくるデータがもたらす激痛は、躰からだの全細胞を沸き上がらせるほど熱く。


    『啓けい行こう指数／ＡＣＴ／０２』


    　外木場外郎が浸透する。


    　支えきれない信号パルスの束たばが脳のう裏りと鼓こ膜まくを嵐と拍うち、秒の感覚を失わせ。


    『啓けい蒙もう段階／ＡＣＴ／０３』


    　外木場外郎が脈打ち始める。


    　最大級の激震が脳と躰からだを揺らして歪ゆがませる。脳内の細胞が入れ替わるように、新しき何かに変換されていくこの感触。


    　解き放たれた精神と精神が混ざり合い、一いつ己この人格となって。


    　最終局面を歓迎する！


    『転送完了／プログラムコード／《ソトキバ・ウィロー》』


    　電子音が脳内で爆はぜる。


    　全身を舐なめていた齟そ齬ご感が終しゆう息そくしていく。死の過か負ふ荷かに耐えて、彼の存在は固定される。


    　九ここの重え九く音おんの肉体に、その男が誕生する。


    　転写される思考は、外木場外郎。


    　外そと木き場ばという存在を目撃し、その究くつ竟きようを味わった者たちの情報からなる、精製体。


    　より強く、より速く。より圧倒しろと。九十九人が訴え叫ぶ、人間の最終形態。


    　世界の夜明けを標ひよう榜ぼうした女王に、敢かん然ぜんと反抗する常とこ夜よの冥めい王おう。

  


  [image: ]


  
    　それは言う。かつて九十九の記憶のどれかが耳にした男の声で話す。


    　凜りんとしたよく通る錆さび声ごえは、紛まぎれもなく彼のもの。


    　本物の如ごとき平静さで、偽いつわりの外そと木き場ば外うい郎ろーが言葉を紡つむいだ。


    「状況適応クリア。……いつ来ても酷ひどい場所だな、この世界は」


    　現世の理ことわりすら飛び越えて。


    　今この躰からだに、ふたりめの王が君くん臨りんする。


    



    　外木場の虚像は自みずからが降おり立った躰の感触を確認する。本物の外木場がそうしていたように、肉体の状況を調べる。戦闘前の準備段階ルール。


    　破は損そん率りつは戦えないほどではないと判断した。本物の外木場はもっと劣れつ悪あくな肉体条件下での戦闘を強しいられたこともある。彼を構成する記憶がそう告げている。


    　久く遠おんの記憶からの情報は折り込み済み。現在の状況は把は握あくしていた。


    　向かい合う敵の姿は、彼がよく知る男のもの。かつて見知った端たん正せいなシルエットはそこにはない。彼の記憶にある葬そう式しき業者はいつでもこざっぱりとした風ふう体ていを好このんでいた。礼服にこそ作さ法ほうや着こなしはある。


    　それなのに今、枯かれ野のが身につけている喪も服ふくは型くずれし、破れている。自身の姿を振り返ることすらできない敵に呟つぶやいた。


    「……それほどまでに例の一件を悔くいていたのか枯野？　……記憶を失ってなお忘れることのできない痛みか。……律りち儀ぎな男だ」


    　そのとき彼の脳内で響いた声がある。


    『ようソトキバ。ご機き嫌げんはどうだい？』


    「……階きざはし絶ぜつ無むのデータか。今の召喚でもまだ消えなかったとは、相変わらず当たり籤くじには恵まれているようだな」


    『おかげさまで。状況は見てのとおり。久遠の躰はぼろぼろだ。枯野相手じゃ分が悪いぜ』


    　ソトキバは助言に耳を貸さない。判断を下すのは彼であり、その他の人格データは既すでに役割を果たし終えている。彼の人格を構成するまでが、データたちの役割だった。


    　身に纏まとう装備を確かめ、答える。


    「……問題はない。手持ちの得え物ものは《三さん里り》だけか？　かつてお前が使用していた武器だな？」


    『改良版さ。俺のよりは多少軽い。使いやすいぜ？』


    「……ならばお前の技を使わせてもらうぞ。階絶無が得意とした蹴り技は、オリジナルの外木場もお前と戦った折に認識済み。その評価で正しいか？」


    『ああ。本物の外木場なら、一度見ただけで俺の戦闘技術を習得しただろうぜ。奴は模倣みようみまねの天才だ。俺はそう考える。だからオリジナルのコピーであるお前にも使えて当然だ』


    　久遠の躰を駆るソトキバ・ウィローは、幾いく重えもの戦闘手段を有している。


    　その由来は、彼が記憶によって産み出された存在だという起源にある。


    　九十九種類のデータは、それぞれが人間であった当時の記憶である。それぞれに知識や経験があり、その記憶は武器の使用方法などといった細部にまでも及んでいる。


    　それらの情報は、久く遠おんが主格である場合は封印されている。躰からだを操あやつっているとはいえ、他者の記憶を再現するのは負担が大きい。共有ファイルの使用も制限がかかっている。せいぜい階きざはしと交信するのが限度。


    　だが外そと木き場ばの類るい似じ人格は、そんな規則から外れている。


    　九十九人の、外木場に対する記憶から造られた彼は、記憶の持ち主たちが持っていた外木場への印象を第一の基盤としている。


    　階絶ぜつ無むは過去、外木場と戦っている。そのとき彼の技は外木場に目撃されていた。戦闘の達人たる外木場外うい郎ろーは、一度見た技術を忘れない。


    　だから本物の外木場であれば、その技を使うことができるであろう。


    　そう階は想定する。そんな思考があるからこそ。


    　彼らの認識から産まれる偽の外木場も、その技を使用できるとみなされる。


    　本物の外木場にできることは偽にせ者ものにもできる、という前提。


    　それこそ九ここの重え白しら雪ゆきが画策した、外木場を超えるための布ふ石せきだった。


    　そんな女王の発案に対して、階の皮肉が突き刺さる。


    『……便利なルールだ。反吐へどが出る』


    　外木場は事実を重視する男である。そう考えられているから、無ぶ愛あい想そうに述べた。


    「理想像とは頭の中に思い描くものだ。それは必ずしも事実である必要はない。……不平があるなら、プログラムを作った白雪本人に言うべきだろう」


    　ソトキバは一歩前へ。


    　眼前、間まを取ってこちらを見つめる枯かれ野のに対し、呼吸を計る。


    　枯野の息遣いに乱れはない。自じ我がを失ってはいても、敵は強い。「世界で二番目」と名を売った男である。


    　そして誰がその上に位置づけられているのかは言うまでもない。


    　脳内で、階の声が微かすかにぶれた。


    『だからお前は負けねえさ。……奴が来るぜ。お前の本物が俺を殺したときの輝きを見せてみな。そうすりゃ俺も浮かばれるってもんだ』


    「……集中する。接続を切るぞ」


    　スイッチを切る感覚で、ソトキバ・ウィローは遮しや断だんする。


    　戦いとはあくまで個に徹する儀ぎ式しき。ソトキバの一部を構成する、ある記憶は、外木場の在ありかたをそう捉えていた。


    　迫る枯野に目を向けて、ソトキバの躰が加速する。


    



    　枯かれ野のの指先は、大おお槌つちにも勝まさる凶器である。


    　血流の集中により威力を高められた指し突とつは、鉄筋を穿うがつ。


    　しかも速度は超。二指と三指。二本から繰り出される攻撃が大気を裂さいた。


    　その指先を、ソトキバは回避。一撃を避よけるだけなら久く遠おんと階きざはしにもできていた。


    　枯野の怖さはここから。一流の技は途切れない。


    　柔やわらかに流れる下半身の重点移動が、回避した先のソトキバを追つい随ずいする。足あし捌さばきはそのまま攻撃へと連続していく。下段から、垂直方向へ放たれる膝ひざ。そして爪先。


    　滑らか。美しき流水の仕し合あい運はこび。


    　ソトキバは両脚の装甲でそれを受ける。生身の部分では衝撃に耐えきれない。刀と刀がぶつかり合うように、振り上げられた右足同士が交差する。競せり合いになるかと思いきや。


    　枯野の速度が急上昇。蹴ったと見る間に、左へ。


    　先さき程ほど、久遠との攻防でも見せていた釣り技である。枯野の本領はあくまで、腕の《染せん手しゆ絶ぜつ拳けん》にある。足技はそれを有効に引き出すための補助にすぎない。


    　ソトキバから見て右方向。死角から、赤い拳こぶしが放たれる。


    　久遠がメインの段階で、致ち命めい傷しようじみた突きブローを数発受けているのだ。いくら加か重じゆう召しよう喚かんに必要だったとはいえ、正気の沙さ汰たではなかった。常じよう人じんであれば一発で死ぬ拳。それを受け続けたのだから、まともな動作ができなくても驚くにはあたらない。


    　突き込まれる拳は、身体機能が万全であっても避けきれる攻撃ではなかった。


    　枯野の左拳が、目標を打つべく伸びる。それは回避しようのないタイミングであり、ソトキバを殺すはずの拳だったのだが。


    　死の拳を前にして、目標物が消失する。


    　枯野の絶拳が空くうを切った。狙ねらいが逸それるなどあるはずもない。記憶を失っているとはいえ、枯野の肉体が覚えている限りでは、必殺の間合いだったはず。


    　枯野は気配を感じ、振り返る。獣けものじみた戦闘への嗅きゆう覚かくが、敵の存在を覚さとらせている。


    　後方遥か十五メートル。無む秩ちつ序じよに積まれた資材の真上に、ソトキバはいた。間合いを取りつつ、悠ゆう然ぜんと枯野を観察している。


    「……遅いな。あまりにも遅いぞ枯野。やはり記憶を抜かれているのが原因か？」


    　枯野の全身が縮ちぢまると同時に、跳ねた。敵に向かって突とつ貫かんする。


    　筋力そのものがバネと言ってもいい枯野である。殺すことに最適化した肉体は、砲弾のような勢いでソトキバに向かう。十五メートルなど一瞬の距離。


    　絶拳が唸うなった。尾を曵ひく紅い光が襲いかかる。


    　直撃を意図して放たれた連射が、鞭むちのしなりで突き込まれた。


    　だがそんな強風の二連打も、ソトキバの動きを封じることはできない。


    　久く遠おんの躰からだがビルの柱を背に立つ。やはり枯かれ野のから離れること十メートルほど。


    　いつの間に移動したかすら目視できないうちに、ソトキバは枯野の攻撃範囲から飛び退のいている。


    　履いた鋼はがねが重音を鳴らした。枯野を直視して言う。


    「それともやはり、お前は既すでに死者と同義なのか？　そこにいるはずのない存在。……偽にせ者ものと偽者の対決だ。見せ物としても、二流だな」


    　嘆たん息そくには自戒もこめられていた。自みずからが擬まがわしき存在であることを、彼は自覚している。


    　仕掛けるぞ、と宣言がある。鋼が一度、カチリと床を叩いた。


    　戦闘開始の合図。


    　途端に放たれる圧迫感。一歩、踏み込まれるやの存在感。


    　相手の威など感じないはずの枯野が、じりじりと退しりぞく。


    　その様子を、ソトキバは余すことなく捉えていた。


    「……なるほど。外そと木き場ばの気配も覚えているようだな。皮ひ膚ふ感覚だけは昔のまま、鋭えい敏びんなようだ。だからといって勝てるというものでもないが」


    　枯野が吠える。眼前の敵がただものではないことを肌で感じ、威い嚇かくするが如ごとく気を放つ。


    　喪も服ふくが横滑った。常じよう軌きの範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつした、音速の重心移動。


    　十メートルばかりあった彼ひ我がの距離を一気に詰めて、殺意の拳が目標に飛ぶ。避よけきれるものではない。


    　だがソトキバはそんな一撃を、こともなく回避した。


    　冷静至し極ごくで言う。


    「遅いと言った。だがお前には言葉も通じないのだったか」


    　枯野の背後に、影が出現。電飾に煌きらめく一陣の旋せん風ぷうが、絶好の位置を占有する。


    　放たれたのは中段蹴り。躰を反転し、その回転力を威力に変える、外け連れんのない技。


    　だがその速度だけが桁けた違い。


    　枯野の反応をもってしても対応しきれない、物理法則の境さかい目めを超えた振り子運動。


    　その一いつ閃せんは瞬まばたきよりも早く、枯野の右腕を刈り取っている。


    「……階きざはしの技だ。ただの蹴しゆう打だ。仰ぎよう々ぎようしく技に名前をつけるような男ではないからな」


    　敢あえて言うなら断罪牙。


    　鋼の脚きやつ甲こうを刃やいばと化す速さで振り抜かれる、光速の直線。


    　すべてが借り物である。だがその他人の技ですら、このソトキバが振るえば、技の持ち主本人よりも効果的に使いこなすことができる。


    　枯野は後退。折れた腕を押さえつつ、退く。本能が下がれと告げているのであろう。


    　なぜ己おのれの攻撃が当たらず、敵は当たるのかと。彼が思考できる状態であれば、怪け訝げんに思ったはずだった。


    　枯かれ野のの速度は人間の極にある。オリジナルの外そと木き場ばと比較しても遜そん色しよくのない領域に、枯野はいる。記憶を失っているとはいえ、こうまで速度に差があるのはおかしい。


    　ソトキバの速さには秘密がある。


    　ソトキバ・ウィローは実体をもたない、架か空くうの存在である。彼は人間の想像によってのみ、この場に存在している。そして想像、空想とは本来どこまでも自由な、制限をもたない力である。


    　思考に限界はない。想像が真実である必要はない。あくまで個人の脳内で保管されている根こん拠きよをもたない情報。それが夢であり、雑念、思い込みでもある。


    　言ってみれば仮想ヴアーチヤル。噓うそとつくりごとでできあがる世界。


    　であるなら、そんな虚きよ無むから発生するソトキバは、現世の法則に従う愚ぐを犯おかさない。彼にとっての現実とは、枠わく組ぐみを持たない空そらと同じ。


    　外木場は枯野よりも速いはずだ、と考える記憶があれば、ソトキバも枯野より速い。


    　現実は完全に無視される。浮かんだ思考だけが、ソトキバの力を定めていく。


    　外木場は枯野よりも強いと想像されることによって、第二の外木場もまた、枯野よりも強い存在として扱われることになる。


    　それはイメージがもたらす勝利である。


    　ソトキバ・ウィローの存在こそが、想像に限界はないという証明である。


    　ソトキバの肉体は自在に動く。鋭く速く、本物にも劣おとらないほどの酷こく使しに耐える。


    　階きざはしが主格となったとき枷かせとなった、久く遠おんの躰からだというハンデ。そんな事実すら、本物の外木場なら労とも考えないだろうと想像する思考により、ソトキバはその不利を克こく服ふくする。


    　故ゆえに躰のポテンシャルなど問題にもならない。ソトキバの外木場たる力が軽減されることはない。


    　さすがに流れる血を止めたりはできないが、本物の外木場なら肉体の損耗を最低限で抑える方法を熟知していたであろうとみなされることによって、傷すら幾いく分ぶん回復傾向にある。階が便利だと嗤わらったのも当然の、卑ひ怯きようとみなされかねない裏コマンド。


    　それでも、強者がすべての戦場である。外木場は勝ちかたになど拘こだわらない。


    　攻めると言った言葉どおりに、ソトキバは攻勢に出る。


    　速度は制限なしの亞あ光こう速そく。外木場の移動速度は誰にも捉えられないと囁ささやく内部情報が、速度の壁を打ち倒す。


    　外木場外うい郎ろーは最速だという通念が、夢想を現実に押し上げる。


    　枯野の攻撃は単調に切り替わっている。ソトキバはその懐ふところに接近。


    　掌てのひらを床についた。それを支点に、左足一本の乱撃。


    　縦じゆう横おう。大気中に舞う微粒子ですら打ち抜く精密さを誇るコンビネーションが、枯野の腹に炸さく裂れつする。


    　続いて右。膝ひざから脛すねへ。鋼はがねの甲かつ冑ちゆうが枯野の頭部に激震を走らせる。


    　鈍どん音おん。敵が枯かれ野のでなければそれで決まっていた。


    　それくらいで倒れぬ相手だとはソトキバも理解している。何より、枯野は痛覚を感じているのかも判然としない状況にある。


    　敵を停止させる最良の方法は、殺さつ。外そと木き場ば外うい郎ろーに命の尊とうとさを説とく愚ぐ者しやはいない。


    　枯野が放った大振りの右拳をダッキング。拳が再び、コンクリートを破は砕さいする。その隙すきを見み逃のがさず、ソトキバの反撃カウンター。


    　倒れ込みながらの超低空五連打。枯野の絶ぜつ拳けんを超ちよう克こくする拳打が穿せん孔こうの勢いで抉えぐる。


    　肩腹顔と疾しつ風ぷうが襲う。枯野と同じく、重爆の撃である。


    　それを五発喰らえば。


    　枯野が真上に吹き飛んだ。空中に浮かぶ間合いすら、ソトキバには攻撃の順ターン。


    　両脚が床を蹴った。底板を踏み抜くほどの加勢をもって、前進するエネルギーに転化し。


    　一瞬で距離を詰め、三メートル半の大跳躍。


    　游およいだ枯野の躰からだに、断だん罪ざいの踵かかとが打ち落とされる。


    　叩きつけられた急きゆう拵ごしらえの大地は、枯野を受け止められなかった。大穴を開け、枯野は下の階へと落下する。振動に、ビル自体が揺れる。


    　攻撃の威力と床との激突から被こうむるダメージは数乗であったはず。


    　なにせこの技を放っているのは外木場の類るい似じ品ひん。贋がん物ぶつだとしても、オリジナルと近しい技量を持った男である。


    　鉄骨を蹴り上げる音とともに、喪も服ふくが駆け上がってきた。だがさすがにダメージまでは逃がしきれていない。


    　枯野がついに吐と血けつした。血は拳よりもなお朱あかく地を濡らす。


    　それでも獣けものは伏せようとはしなかった。


    　吹き飛び、転がり、起き上がるのでさえ激痛が走るであろう。動けば死ぬ。常じよう人じんなら意識を失う痛みを全身に刻み込まれながらも、枯野は前を見み据すえて立ち上がってくる。


    　彼にとっての痛みとは肉体に生じるものではなかった。


    　心へ受けた傷だけが唯ゆい一いつの痛み。


    　その他のあらゆる苦痛は、彼には致ち命めい傷しようと成り得ない。


    　ただ悔かい恨こんだけが枯野を立ち上がらせ、彼にすべてを棄すてさせている。


    　枯野は再度、雄お叫たけびをあげ喉のどを搔かきむしる。ビルの谷間に流れるのは血けつ涙るい。かつて抱え込んだ負ふの感情のみが前へと男を駆り立てて、破滅への道を突き進ませる。


    　考えることは放ほう棄きされている。それでも溢あふれてくる思いが、彼の命を弾丸へと変える。


    　自みずからを砲弾と化して、黒衣が疾しつ駆くしてくる。


    　折れて使えないはずの腕が、鮮やかに千手を彩いろどって唸うなる。


    　そんな激しき乱舞を、ソトキバは回避し。


    　回避し、回避し、回避し、回避し。避さけて避よけて凌しのぎきる。


    　枯かれ野のが放った連打はことごとく無効化され、鋼はがねの具足に防がれる。その反動を利用して、ソトキバは距離を開けた。一撃たりとてダメージを受けてはいない。


    　ソトキバは戦況を分析する。本物の彼ならばそうした。その上で相手を叩き伏せた。


    「……外そと木き場ば外うい郎ろーの戦いとは、相手の攻撃手段を解かい析せきするところに本質がある。……そう認識されている以上、俺もそうでなくてはならない」


    　ソトキバの戦況予測は外れない。


    「……お前の攻撃は当たらない、と読んだ。得意の小刀が使用できない状況であれば、尚なお更さら俺の有利は覆くつがえらないだろう」


    　長引かせるのも手間とばかりに、ソトキバの猛攻。


    　柱を拠きよ点てんに、枯野を縫いつける。銀の脚きやつ甲こうが枯野を襲う。


    　柱ごと蹴り撲なぐる、横回し蹴りブレイクダウン。


    　防御したところで、それを上回る破壊力を幾いく度ども喰らえば効果は蓄積されていく。


    　もはや枯野には対抗する手段はなかった。


    　ソトキバの攻撃により躰からだは疲ひ弊へいし、五感は従来の精密度を失い、そして戦いくさにおいて肝心の気力は記憶を抜かれたときに喪そう失しつしている。歩くだけで痛覚が死んでいく段階にまで追い込まれている。


    　ソトキバの回脚が左腕を抉えぐった。的確なポイントに、的確な角度で与えられた蹴りは、枯野の上じよう腕わんを折る。これで両腕は使えない。


    　それでも枯野は立ち向かってくる。


    　その行動に隠された意味を気づかぬソトキバではなかった。


    　外木場外郎なら気づいたであろうという信頼が、彼をして枯野を憐あわれませる。


    　なぜまだこの上に行く手を阻はばむのかと、枯野の全身は語っている。


    　立ち塞ふさがるのなら殺さなければならない。でなければあの少女のもとへ駆けつけることができないではないかと、叫んでいる。今度こそは救うのだと、手の施ほどこしようがないほどくたびれた全身が怒りを秘めて、枯野に戦いを強制させているのだった。


    　ソトキバはそれを完全に悟さとった。彼を形造る誰かの記憶が、同じような思考を持っていた。


    　そんな記憶は、そこから生まれるソトキバ・ウィローに作用する。


    「……聞こえるか階きざはし。聞こえているなら返答を」


    　ノイズが走り、沈黙していた階のデータが回復する。


    『……さっさとカタをつけてくれ。お前にとっちゃ、奴を殺すことなんて朝飯前だろうが。……俺は奴がやられるシーンなんて、見たくねえ』


    「決着をつけに行く」


    　ソトキバは平へい明めいに告げる。


    「殺すことは容易たやすい。……だが俺の中で、殺すなと叫ぶ衝動がある」


    　勝利するだけなら困難ですらない。


    　彼を殺すだけなら、ソトキバはいくつでも方法を思案できた。本物の外そと木き場ばであれば、いくつでも打ち倒す方策を潜ひそませているのだろうという考えが、現実を補強する。


    「それでも殺してしまうのは敗北だと言いたいのだろうな、俺を形造る者たちは。……不合理な判断をもちかけるものだ。本物の外木場なら即座に殺す方向で行動していただろうに。……俺の本体は、それほど善ぜん人にんでもないと思うが……」


    　彼の思考方法は九十九の人格による影響を受ける。実際の外木場であればまた別の方法を選んだであろうと思われる意見を実行してしまうのは、やはり彼がオリジナルと異なる存在であると決定づける部分だろう。そんな反対意見を述べるのは、彼らのうちの誰であるかはわからないにしても。


    　外木場なら枯かれ野のを殺さない、と訴える思考によって、ソトキバは枯野を救きゆう済さいすべく策を練り始める。


    　それが外木場らしさであると曲解されているとしても、彼はその認識を訂正しようとはしない。


    　外木場外うい郎ろーは他者の視線など気にしない。それもまた後付けされたプロフィールである。


    「痛みとは厄やつ介かいな感覚だ。記憶の削除を受けた今でも、枯野は苦痛を感じている」


    　枯野の姿を凝ぎよう視ししつつ、ソトキバは言う。


    　敵は既すでに戦える状態ではなかった。


    　それでも枯野が負けを認めることはない。襤ぼ褸ろ切れとなっても、戦うのをやめないだろう。


    　心という、目に見えぬ器官の幻げん肢し痛つう。


    「言い換えれば、それはまだ生に繫つなぎ止められているということだ。彼は死を望んでいない」


    　外木場の声で、ソトキバは語る。


    「……忘れられない記憶がある。単なるデータに収まりきらない何か。たとえ肉体を、精神を失ってまで固こ執しつしたい何かが。人間とは奇妙な動物だ。精神うちと肉体そと。……魂たましいはどこに宿るか。九ここの重え白しら雪ゆきならその答えをどう定義するだろうな？」


    『いっそ詩人に向いてるぜ、てめえは。……ずいぶんとお喋しやべりなこったが、それは誰の影響だ？　本物はそこまでぐだぐだ言わねえだろうよ』


    　内在する人格データに引きずられて、ふたりめの外木場外郎は思案を述べる。


    「プログラム中にある二番目のデータは、枯野からシェアされたものだ。……失ったのなら、それを取り戻してやればよい」


    　敵を見み据すえながらソトキバが呟つぶやく。それだけで階きざはしは理解した。


    『俺たちの中にある奴のデータを再移植するのか？　……おいおいおいおい、冗じよう談だんはお前の存在だけにしておいてくれよな。ここには脳のう味み噌そいじくり回す施設も設備もねえんだぜ？　それともあれか？　お前は脳外科医の資格まで持ってるってのかよ？』


    「そんな心配は必要ない」


    　本物にも似た話しかたで、ソトキバは断定する。


    「枯かれ野のを殺さぬよう、それでいて動くこともできない程度に打撃を入れる。データ移植はその後で行えば済む話だ」


    　呆あきれたように階きざはし。


    『そりゃ作戦なんてもんじゃねえだろうが！　行き当たりばったりにもほどがある！　本当にデータを戻せるってのかよ？　試ためした奴はいねえんだぜ？』


    　階が内心の懸け念ねんを表明する。


    『……言っちゃ悪いが、お前の言うことは万事都つ合ごうが良すぎる気がする。俺には納得できねえ。……誰かを救えるなんて、俺にはもう約束できねえんだ。俺はこの世界がクソったれた場所だと気づいちまったのさ』


    　階の独白は苦にがい。だがそれに動かされることなく、ソトキバは言う。


    「これは九ここの重え白しら雪ゆきが絡んだ事件なのだろう？」


    　ソトキバはデータの提供者に問いかける。


    「枯野の暴走が彼女の仕組んだ流れであるのなら、この事件には理由がある。正解に至る道しるべがあると見込んでおくべきだ。……奴が俺たちをどこへ誘導したいのかはわからない。だが白雪ならばルートを用意しているはずだ。それがどれだけ細い綱つなだとしても」


    『陰いん謀ぼう論は拡大人的破壊のときに出尽くしたぜ。……データを再移植するだ？　下へ手たすりゃ枯野を助けるどころか、お前だって消えちまうかもしれねえ』


    「俺はプログラム上だけの存在だ。自己の死を損失とは思わない。拘こう泥でいしてくれずともよい」


    『俺のほうは拘こだわっちまうね。お前が消えようが消えまいがどっちでもいいが、俺はできることならもちっと余生を楽しみたいのさ。俗物で悪かったな』


    「人間じみた理屈をこねるものだが……」


    　ソトキバは戦闘準備を始める。階の抗議にも影響されることはない。


    「この戦いはもはや概がい念ねんレベルでの戦いだ」


    　枯野のデータを展開しながらソトキバが呟つぶやく。


    「九ここの重え白雪が想定した拡大人的破壊以降の戦いとは、理屈の通らない戦闘だと言える。手探りで進まなければならない滑かつ走そう路ろを駆け抜ける戦い。……そこでは以前の常識ルールなど通用しない」


    　ソトキバは脚部装甲を外した。


    　防御の要かなめである装甲を脱ぐ。それは決着が近いことを示していた。


    「……できると思えばできる。九重白雪が[image: ]造した多角的推理プログラムは、すべての想像を有効にする。すべての意思を実現させる」


    『ひでえ根性論だ。今日きようび、ジャージはいた体育教師でももっと理論家ぶってるぜ？　……そもそも枯かれ野のを殺さず止めるなんてできるのかよ？』


    　ソトキバは疑問を両断した。


    「的確な指摘だ。だが俺を構成するデータたちはいつでも言うぞ。外木場は強いと。お前たちが信頼する外木場外郎に、不可能はないのだろう？」


    　あまりにも不ふ遜そんな態度に、階きざはしは笑うしかない。


    『お前が全能の魔法使いだとは知らなかったぜ。……吹きやがる。そんな自慢、本物のあいつなら口に出したりしないだろうよ。もっと慎つつしみを持った奴だと、俺は思ってる』


    「だとしても、この性格形成は俺の責任ではないな」


    　時刻は夜。


    　双方ともに瀕ひん死しの躰からだ。だがどちらにも結末を投げ捨てるつもりはない。


    　ソトキバの思考が久く遠おんの躰に指示を送る。


    　選択された技は、敵と同じく《染せん手しゆ絶ぜつ拳けん》。


    　鏡像のように、ふたりの男は並びて構えた。


    　停止間ま際ぎわの局面。ソトキバは、外そと木き場ばの如ごとく確言する。


    「では征くぞ。死は易やすく、生は苦しみだ。それでも真の外木場ならば、その苦痛を肯こう定ていする。……彼に殺された者たちは、死に際ぎわ常に、『もっと生きたかった』と言い残したものだ」


    



    　戦闘は音速を超越する。


    　フロアの中央。電灯の明かりを反射してほのかに赤く染まる舞台で、一いつ対ついの演えん舞ぶが繰り広げられる。どちらも枯野の戦闘能力を有した個体。


    　枯野の残ざん骸がいと、枯野をもとにしたデータを所持する疑ぎ似じ生物。


    　二体が互いの心身を削り合う。


    《救世主殺しオラトリオスレイ》に収められた第二のデータは枯野のもの。外木場という稀き代たいの殺し屋、その右腕として、長きにわたり彼の戦闘をもっとも近くで見聞した人物。


    　それは外木場のダミーを造るプログラムには必要不可欠なデータだった。


    　そんな理由から枯野は記憶を抜かれた。それだけのために。それだけしか考えられる理由はない。プログラムを作成するために犠ぎ牲せいとなった他の九十八人と同じく、枯野もまた外木場を造るためだけに消費された。


    　そんな枯野に対し、ソトキバにも思うところはある。だが彼は思惑を語らない。枯野に言葉は届かず、語るにはただ肉体をもって圧倒するしかない。


    　そして偽にせ者ものが何を思おうが意味はない。敵も味方も贋がん物ぶつの、欺ぎ瞞まんに満ちた戦場である。


    　であれば真実に価値など求めようがなかった。


    　ソトキバは前へ。


    　枯野も前進。拳げん骨こつは固く握りしめられ、紅くれないを通り越し黒く煌きらめく。


    　残ざん照しようを謳うたうには遅く、星明かりも見えぬ夜。彼らを照らすのは造られた光でしかない。


    　枯かれ野のの拳が熱を放つ。


    　燃えるのは両の拳。左腕のみならず、右腕にも血流を行き渡らせた、染せん手しゆ絶ぜつ拳けんの強技《双そう龍りゆう炎えん拿しよう》。左右から伸びる剛打は、龍の頭とう尾びか鈎かぎ爪づめか。


    　折れたはずの腕が、蛇じや類るいの動きでソトキバを襲う。右腕が解禁されることにより、左腕だけのときに倍する手て数かずが繰り出される。攻撃の間合いレンジも広がった。


    　より複雑な手刀の連結技が流れ繫つながる。決定打を喰らう率は、倍では利きかない。


    　ソトキバはそれを受ける。回避ではない。正面から打ち合いを選び、拳を出す。


    　その構えは、枯野とは異なるものだった。


    　赤く光るのは両の指先、その第一関節より先端だけ。両腕を付け根まで破壊兵器へと変えた相手に比べ、有効範囲を絞った絶拳である。


    《点てん睛せい龍りゆう眼がん》。染手絶拳においては、訓練段階で習得する基本の技である。血の集しゆう束そくを意識させるための、初歩の初歩。


    　そんな技が、絶拳の奥おう義ぎである双龍の嘶いななきを止めている。放たれた衝撃を包み込み、吸収してしまう。からくりなどは何もない。


    　ソトキバでなければ、枯野の両拳をポイントで受け止めるなど不可能であろう。


    　だがソトキバ。


    　外そと木き場ば外うい郎ろーなら、その程度の芸当、できないはずがあろうか。


    　そして枯野の拳をミリ単位で見切ることが叶かなうなら。面と点。左右の腕に血を振り分けた枯野と、五指の先のみに集中させたソトキバ。


    　どちらが密度で勝まさるかは明白である。技の軽重ではなく、相手の手法に対し、技をどう組み合わせるのか、その一点。


    　理論でも勝まさる。それが外木場外郎の戦闘である。


    　攻撃をいなされた枯野は、さらに速くと動いた。


    　両腕で足りなければ、さらに倍。


    　四肢に力を行き渡らせる。絶拳の応用、言葉にするなら絶脚。


    　活力を得た両脚が、ソトキバを凌りよう駕がする勢いで加速する。死角から拳、そして絶の蹴りが皮ひ膚ふを切り裂いた。


    　だがいくら枯野が速度を上げようと。


    　外木場外郎は彼より早い。


    　その思考が、躰からだの能力を跳ね上げる。皮膚は切れた。だから？　その事実さえ、まだ速さが足りないと考える意思をより強めるだけの効果しか持たない。


    　ソトキバが反転。枯野に向き直り、掌てのひらを前に出して構える。


    　光速の指先が枯野の腹部に炸さく裂れつした。防御する間まさえ与えない。


    　手足に血流を集中させるとは即すなわち、それ以外の部分は無防備になるということである。躰からだ全体の血液量は一定である。どこかを増やせばどこかが減る。それが理ことわり。


    　枯かれ野のもそれは理解していただろう。だがそもそも、彼にこの技を使わせたことのある相手などいなかった。枯野を窮きゆう地ちに追い詰める敵など、いるはずもないのである。


    　ただひとり、外そと木き場ば外うい郎ろーを除いては。


    　ソトキバの連打。点の絶ぜつ拳けんが、枯野の肉体を一か所ずつ破壊していく。ただ守勢に回るだけの技ではない。ソトキバが使えば、慣らし技が奥おう義ぎを超える。


    　闇やみ雲くもに、枯野は叫んだ。赤い龍とも映る腕が振り下ろされる。


    　けれどもソトキバの指先、攻防一体。拳の威力を相そう殺さいする。


    　すべてを殺す。それが暗殺者の頂点、外木場外郎である。


    　ソトキバの突きに、枯野が飛んだ。


    　柱に向かって叩きつけられるも、受け身を取る。空中で身をよじり、柱の側面を大地に、一瞬の静止。


    　そこを足場に、喪も服ふくの男が特攻をかける。


    　残余の力を振り絞った諸もろ手て突きを狙ねらい、絶対不ふ可か避ひの勢いで飛来する。


    　自みずからの身を庇かばう動作を捨てた、決死行。


    　ソトキバはそれを読み切っている。


    　拳が左右から襲い来る。速度はこれまで受け流したどの一撃よりも勝まさっていた。


    　それでも焦あせることなく、彼は観みる。


    　枯野の拳がこちらを撃ち抜く一息、ここしかないという間合いを完全に計りきって。


    　半歩の後退。敵にも覚さとらせることなく速度を調整し。


    　枯野の拳が左右で重なるその瞬間、ソトキバの左腕が軽やかに一点を突き上げた。その腕は枯野の拳の軌き道どうを変え、両腕の位置を跳ね上げる。


    　できた空白は枯野の正せい中ちゆう。空いた正面。


    　心臓部に向かって、右が伸びる。


    　威力は大にして無限。


    　オリジナルを凌りよう駕がする、真しん紅くに輝く一条の光線。


    　ソトキバの絶拳が、枯野の胸に打ち込まれた。


    



    　絶対停止の一撃は爆ばく砕さいの威力。


    　枯野の躰が真後ろの柱に叩きつけられる。


    　一本目の柱は割れた。鉄が分子の粉にまで分解されるほどの衝撃。


    　二本目で、ようやく止まる。その二本目ですら、枯野の形に歪ゆがむ。吐と血けつなどという域は超えている。臓ぞう腑ふが逆流する、滅めつ撃げきであった。


    　それでも、男は立った。虚うつろな目で、外そと木き場ばの偽にせ者ものを見つめる。感情は読み取れない。


    　ぐらりと、枯かれ野のが揺れる。拳の圧はすべて、彼の躰からだに吸い込まれていた。金属の太い柱を破壊したのはその余よ剰じようにすぎない。


    　ソトキバの放った拳こそ、真まことの絶ぜつ拳けん。


    　生死を司つかさどる領域で加減を施ほどこす、染せん手しゆ絶拳の極地だった。


    　浸しん透とう勁けいが染しみ通るような衝撃に、枯野は蹌踉よろめく。


    　その目はソトキバを捉えていた。それが誰かを判じ、微笑ほほえんだようでもあったが。


    　喪も服ふくの男は膝ひざから崩れ、それきり動くことはなかった。


    



    　灯りはいつの間にか消えている。あたりを覆おおうのは一面の深い闇。


    　微かすかに洩れ聞こえてくる呼吸だけが、彼らの勝利を告げていた。


    　倒れた男を確認し、階きざはしが尋たずねる。


    『……これで終わったのか？　枯野は死んでねえだろうな？』


    「息はしている。だが回復するには時間がかかる。あとは美み郁いくが搬はん送そうの手はずを整えるだろう。そこから先は本物の外木場に任せる。彼が枯野のデータを回復させるはずだ」


    　階の音声がぶれて聞こえた。接続が安定しない。


    　幻想と現実が被かぶさった時間は終わろうとしている。


    　ソトキバの人格は消えかけている。加重召喚オーヴァーロードという過大な負ふ荷かは、ソトキバの存在時間を限定する。永続的に在あり続けることはできない。


    「……こちらも限界だな。久く遠おんが目覚めるまで、躰の操作は頼んだ」


    『敗戦処理じゃなくて良かったぜ。できることならもう、お前にお目にかかるような成り行きには遭遇したくねえもんだ。……できることなら。……そんな願い事は、許されねえんだろうけどな』


    　お休みの時間だと階は言った。


    『それまでは寝てろよ。こっちはできるだけ俺たちで何とかしてみるから』


    　データの層が乖かい離りしていく。ソトキバはひとつひとつの記憶へと戻っていく。


    　己おのの形けい質しつが分解していくのを感じながら、虚像は別れの警告を言い残した。


    「……それが賢けん明めいだ。加か重じゆう召しよう喚かんは諸もろ刃はの剣つるぎ。……物事には終わりがあることを忘れるな」


    　階が応えないうちに、その男は意識の奥へと消えていき。


    　後には久遠の躰しか残らない。


    



    



    【七歳美郁と虚構の王／真理】


    　私たちは黙って、決着がついたあちら側を見つめたままでした。戦闘の進行を目で追うことはできずとも、結果はわかります。枯かれ野のさんは崩れ落ちたまま動かれず、一応は勝った所長代理もその場に倒れ、起き上がりませんでした。


    「……賭かけは私の勝ちみたいですね。……あれが所長代理のプログラム、《救世主殺しオラトリオスレイ》です。間近でご覧になった感想はいかがです？」


    「……あの今近衛ここのえの動き。私も何人か戦闘屋を知ってるけど、あの速度はそれらと全然違う。……あれはこの世界の法則で捉えられるものじゃない」


    　気の抜けた声で浅あさ賀がさんが仰おつしやいました。


    「……あのプログラムを取り返すために、女王はあなたたちを始末しろと言ったの？」


    「はい、おそらくは。……白しら雪ゆきさんがただひとりの敵だと認識する外そと木き場ばさん、その外木場さんの戦闘力を模も倣ほうする、第二世代のプログラム。……白雪さんが危険視されるほど、あれは特別なプログラムなのです。あれがこちらの手にある限り、白雪さんもまた慎しん重ちように動かざるを得ないでしょう。どうです？　恐怖心は消えましたか？」


    「……ええ。そうかもしれない。それよりも、自分の見た戦いが信じられなくて……」


    　腰が抜けたように手て摺すりにもたれかかられる浅賀さん。目まぐるしく動き回る戦闘と、この世離ばなれした出来事を観た直後です。疲労感を覚えるのも当然でしょう。


    　あまりにも真剣に観戦しておられたためか、浅賀さんは両手に力をこめすぎておられたようでした。ビルに張り巡らされているクレーンのアーム部を強く握っていた掌てのひらからは、微かすかに赤いものが滲にじんでおりました。


    　私の視線に気づかれたのか、浅賀さんは平気だと手を振られます。


    「それよりも今近衛を心配するほうが先でしょう？　彼のプログラムはとてもじゃないけど、まともなシステムに思えない」


    　絆ばん[image: ]そう膏こうを探りつつ、私は頷うなずきました。


    「仰るとおりです。いくら所長代理とはいえ、あのまま寝かせておくわけにはいきません」


    　急いでいたので救急セットを忘れてきてしまいました。傷を手当てする代わりに説明します。


    「超精神の召喚は、人間の躰からだに負担を与えます。そもそも所長代理のプログラムは肉体への影響をまるで無視して造られているのだと聞きました。多角的な視点の集合からひとりの人格を造り出すプログラム。……多数決じゃあるまいし。そんなに多くの記憶をまぜこぜにされれば、個人の神経など到底、正常でいられるはずがないのです。……ただの人間が耐えきれる代しろ物ものではありません」


    　浅賀さんはコートの前を搔かき合わされました。《多角的推理プログラム》を所有することは怖おぞ気けをふるう行為だと、おわかりになったのでしょう。


    　そんな彼女に、私は言います。


    「それでも私は彼を止めることはできない。私は何の役にも立てない少女Ｍでしかない。……自分のために傷ついている人に寄りかからねばならないほど、私は弱い存在なのです」


    　枯かれ野のさんも、所長代理も、ユウさんも。


    　そして外そと木き場ばさんも。


    　私は彼らに助けていただかなければ生きていくことはできない。


    　ぽつりと浅あさ賀がさんが仰おつしやいました。


    「……あなたも自分が無価値だと認めるの？」


    「今はまだ、そうかもしれません。……ですが浅賀さん。私は無力なままでいるつもりはありません。私はいつか皆さんのお役に立てるような大人になりたいと思っています。あのとき私のために戦って良かったと思ってくださるに値あたいするような、価値のある存在になろうと決めました」


    　私は彼女の目を見て言いました。


    「それが私の目標です。だから私は生きていたいと思います。今日の次は明日、明日の翌日は明後日あさつてが来ると信じて、少しでも前へ進んでいかなければならないと考えます。たとえ出口の見えないトンネルだとしても」


    　純然たる決心と、未来志向。


    　私たち人間は、究極的には勝ち得ません。死が存在している限り、いずれ倒れる時と間きが来る。ならば生きることは意味がないのでしょうか？


    　私は違うと言いきります。私が知っているあらゆる言語で、いいえと言います。


    　私は限りのある身の上です。だからといって私が諦あきらめてしまえば、私のために何かをしてくださる皆さんに申し訳ないと思うのです。


    　私ひとりが諦めるならそれでも構いません。ですが私が諦めることによって皆さんの理由が失われてしまうのなら、それはおそらく間違った選択なのです。


    　浅賀さんは私の言葉を聞かれて、しばし黙り込まれました。彼女には少々、頭を整理する時間が必要だと思われます。どうにも説教くさくなるのは私の癖くせのようでした。年中お説教ばかりしているとこうなるのです。


    　浅賀さんはまだ少し震えておられました。私は巻いていたショールを外し、それをお渡ししようと、寄りました。


    　彼女は心持ち微笑ほほえまれ、ありがとうと口にされました。おそらく彼女もいつかは立ち直られることでしょう。私にできるのはこのあたりまでのようでした。


    　ですがこれでめでたしめでたしとなるわけもありません。それでは考えが甘すぎます。九ここの重え白しら雪ゆきを低く見積もりすぎています。


    　どくんと、彼女の躰からだが脈打ちました。渡した布が手から離れます。


    　私のショールが地に落ちるとともに、彼女の瞳から色が消えました。


    『契けい機き迎げい合ごう／プログラムコード／《クローヴィス》』


    　停止していた時計が動き出すように、それは彼女に取って代わって現れました。


    



    　浅あさ賀がさんの人格には上書きがなされ、そこには別のデータが浮かび上がっていました。


    　聞こえてくる声は浅賀さんのもの。ですが話している人間は彼女ではありません。


    「……さて、初めましてと挨あい拶さつするのはそぐわないかな七なな歳とせ美み郁いく？　私の本体が君と会ってから数年経った。君がまだ私を憶えていてくれていたなら喜ばしいのだが」


    　彼の登場について、私はある程度予想しておりました。ですから慌あわてずに応じることができたのです。


    「お久しぶりです、ミスタ・クローヴィス。私としてはあまりお会いしたくはなかったですけれども」


    　口調が棘とげ々とげしくなるのは避けられません。彼との因いん縁ねんを考えれば、当たり前です。


    「浅賀さんがプログラムについて知っておられると聞いたとき、あなたとお会いすることになるとは薄々勘づいていました。悪い予感ばかりがよく当たる。なんとも酷ひどい世の中になったものですね？」


    「これからもっと酷いことになるのだろうな」


    　浅賀さんの右手が伸びて、私の左腕を摑つかみました。女性の腕力としてはやや強い力で押さえつけられます。


    「……放していただけます？　いくら私がセクシー極まりないと言っても、未成年を相手にそうした振る舞いに及ばれるのは、さすがに社会的モラルに反しますからね」


    「サーヴィスとしてこれもつけようか？」


    　空いた左手に取り出されたのは、プログラムの空から容よう器きでした。一瞬、私の躰からだは固まりました。以前よりは動揺しなくなりましたが、今でも突然それを目にすると、昔せき日じつの恐怖を思い起こしてしまいます。


    「言ってみれば君の心的外傷トラウマだ。思い出せるかね？　……さて、君の反応はまるで注射器を怖がる子供のようだな。自分でプログラムの抜ぬけ殻がらを見せびらかすくらいには、過去を克こく服ふくしたのだろう？　昼ひる間ま見せていた勇ましさはどこへ消えた？」


    「……子供を怖がらせるのが楽しいなら、それこそお医者様にでもなられればよかったんですよ。そうすれば合法的に注射し放題です」


    「私は言語学者だ。この年になって、専攻を変える気にはなれないな」


    　死んだはずの男性は言い募つのりました。軽快な口調は昔と変わりありません。


    　白しら雪ゆきさんにより、浅賀さんに渡されたプログラム。


    　そのデータに封入されていた記憶は、私にプログラムを打った男性のものでした。


    　男性の名前はクローヴィス。白雪さんの協力者であり、あの日、枯かれ野のさんにすら仕事をさせなかった、異能の力の持ち主です。


    　特殊言語とも呼ばれるその技は、《言語法ララグ》。


    　聴覚を経けい由ゆした音の波を伝えることによって、対象の思考を乱す戦闘技術。


    　この技術を白しら雪ゆきさんに献けん上じようしたのは、外ほかならぬこのひとです。彼女がここまで広範囲に人を操あやつれるようになった一因を作った、迷惑なかただと申し上げてもよろしいでしょう。


    　一九九九年一月十三日。彼もまた外そと木き場ばさんに殺されたのですが、その死後、彼のデータは白雪さんに回収されたのです。そんな彼のデータが今回、浅あさ賀がさんを監視し、あるいは誘導するお目め付つけ役やくとして配置されていた。事情はそんなところとみました。


    　何よりも会話を好む彼が言います。


    「……君の行動は観察させてもらったが、五年前よりは成長したようだな。あのときの君は多少小こ利り口こうなだけの子供だった。困難はひとを大人にする。……君が舐なめた辛しん酸さんは、君を進ませる理由になったのだな？　であれば私も報むくわれるというものだ。あのとき私が打ったプログラムは無駄ではなかったと思える」


    「ついには開き直りですか。そこまできっぱりと断言されると、返す言葉もありませんね」


    　私は騒ぎませんでした。どちらが有利な立場にあるかはわかっているのです。


    　落ち着き払って、聞きたいことだけを尋たずねます。


    「浅賀さんの記憶は無事なのでしょうね？　プログラムを投とう与よされた場合の負担はかなりのものです。あなたのせいで彼女が死んでしまわれでもすれば、許しませんよ？」


    「技術は常に進歩している」


    　クローヴィスさんは意気軒けん昂こうに言いました。


    「浅賀千せん里りに渡されたプログラムは重要度が低い。私のオリジナルを複製した記憶を収めてあるだけの、模造品だ。劣れつ化か情報とも言えるかな？　浅賀に対し、ダメージは少ない」


    　私は偽にせ者ものの私なのだよと、彼は自じ嘲ちよう気味に語ります。


    「言うなればソトキバ・ウィローと同列だ。そこにはない生命、偽いつわりの思考回路。我々は何をもって生きていると規定するのだろうね？」


    　回りくどい言いかたで、彼は質問してきます。


    　手にはプログラムの収納ケースに代わり、浅賀さんの銃が握られていました。それを私に向けながら、執しつ拗ような問いが繰り返されます。


    「さて、君は自分の生が限られていることを知っているな？　……プログラムはデータの相乗により思考力を拡大させる効果はあるが、その代だい償しように心身へ負ふ荷かを与える。寿じゆ命みようを削って発はつ芽がする種子だ」


    「説明してくださらずとも結構です。プログラムのおかげかどうかはともかく、私は頭脳明めい晰せきでしてね」


    「ではその頭脳とやらに尋ねてみるとするか？」


    　浅賀さんの躰からだを支配するクローヴィスさんは、彼女の笑顔で語りかけます。


    　言語による締めつけこそが彼の技能スキル。


    「さて、先さき程ほど君は浅あさ賀が女史に対して何やら熱弁をふるっていたが、なかなか感動的だったよ。彼女はそれなりに感かん銘めいを受けたようだった。政治家にでもなればどうかな？　自みずからの限界を知りつつも希望を捨てずに努力する。大変な美談だ。だが実際死に直面すればどうなのだろう？　君は絶望したことがなかったか？　そして今この状況にあって外そと木き場ば、……それとも九ここの重え九く音おんか？　どちらでもよいがね。彼らの援助も期待できないとなれば、それでも君は確固たる高説が唱となえられるのだろうか？」


    　聴く者を押し流すような、弁べん舌ぜつの洪こう水ずい。


    　落ち着いた声音でした。品格すら感じさせる話しかたでした。それなのに彼の言葉からは、白しら雪ゆきさんにもまさる悪意を感じるのです。


    　相手を屈くつ服ぷくさせることに喜びを感じる、濁談の操り手。データだけの存在となった今でも、その在ありかたは変化していないようでした。


    　ビルの向こう、所長代理は倒れたままでした。ユウさんもおられません。


    　私を護まもってくれる大人など誰もいない状況でした。こちらの立場を改めて認識させてから、クローヴィスさんは言葉を重ねられます。


    「君の言う生など、高の知れた概念だ。ひとつ例を挙げようか？　私がデータを抽ちゆう出しゆつされたのは、私が望んだからだった。記憶だけの存在となれば、肉体の枷かせからは解き放たれる。私の考える生とは私の在ありかただよ。プログラムに刻まれたデータは消えない。それこそが永遠だ。私は死んだ。そしてもう死なないからこそ生きている。私の考えについて、君はどう思うね？　君と私、どちらがより生に近いだろうと思うかね？」
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    　返答は期待されていない様子でした。彼にとっては私の返事などどうでもよいのです。ただ優位を見せつけることさえできれば、十分なのです。


    　額ひたいにあてがわれた銃器よりも重くのしかかる、言葉の圧力。


    「さて、私は君を消去するつもりだし、そうした指令を受けている。私がその気になれば、数秒後に君は死ぬ。データすら残さない死体となって横たわるのだ。それでもまだ君は生きていくのだと叫ぶのかね？　反証をまとめる時間くらいは与えよう。だがいくら考えたところで、君が助かる見込みはまるでないだろうな」


    　あちらは枯かれ野のさんをも手玉に取った実力者です。言葉どおり、その気になればいつでも、彼は私を殺すことができるでしょう。


    　私は心持ち手首をよじりました。摑つかまれている腕は自由になりそうもありません。


    　私の抵抗を面白がるように、彼は言います。


    「君が語った理想の未来像ビジヨンが叶かなうことはない。だとすれば君の言葉など、内容のない虚きよ言げんではないかね？　偽にせの外そと木き場ばよりも実体がない。ただのお伽とぎ噺ばなしとどこが違う？」


    　私は反対意見を述べるつもりなどありませんでした。かといって、彼の言うことを素直に受け容いれたりするはずもありません。


    　私はここいちばんの微笑を見せて、はっきりと答えました。


    「弁明はしませんよ。淑しゆく女じよとしてみっともないですからね。殺したいのならご随ずい意いに。ですがその前に、ひとつだけ発言させていただきましょうか。……あなた、お話が長いですよ。お喋しやべりさんは歓迎されません」


    　訝いぶかしげな瞳で、浅あさ賀がさんの躰からだが私の視線を受け止めました。


    　私は笑顔で続けます。


    「確かにもとのあなたは、それなりに巧うまい講こう談だん師しでした。……ですが所しよ詮せんは劣れつ化か情報。プログラムのおまけに成り下がったあなたはオリジナルとは比べものになりません。話し相手としては、三流です」


    　握手しますかと、私は問います。


    　浅賀さんの掌てのひらは、私が手首を返せば届く位置にありました。私の右手が触れると、やや低めの体温が伝わってきます。


    　彼女の手には、先についた傷がまだ癒いえずに残っておりました。ですから私に必要な動作と言えば、包ほう丁ちようで切ってしまった箇か所しよを重ね合わせるだけ。手間もかからぬ作業です。


    　私は手を離しませんでした。私は窮きゆう地ちにあり、だからこそ負ける要素はない。


    　死に近づくにつれ加速する、思考と魂。


    　クローヴィス氏のデータに向かって、私は勝利を予報しました。


    「消えるのはそちらです、ミスタ。浅あさ賀がさんは私と約束されました。約束を破られるのは嫌いです。……ですからあなたには引っ込んでいただいて、浅賀さんにも未来を見せて差し上げることにしますよ？」


    　握る掌てのひらに力をこめます。この距離。この間。この瞬間。


    「先にごめんなさいと謝っておきますね。……レディの秘密をお見せしましょう。とっておきの舞台裏。……あなたがくれたプレゼントです。つれないそぶりはさせません」


    　本編幕後の特別編。知り得た者から消えていく、七なな歳とせ美み郁いくの隠し技。


    『計けい較かく白紙／プログラムコード／《ナナトセ・ミカツキ》』


    　私の思考に雑音ノイズが爆はぜて、最凶のプログラムが発動しました。


    



    　頭に流れてくる思考は、懐かしさをもっていました。


    『……夜と朝の境界線は何時だと思う？』


    　鈴の鳴るような、か細い囁き声ウイスパーボイス。


    　雑音が収まると、よりはっきりと聞こえてくる質問。


    　問うてくるのは昔馴な染じみ。的外れな意見を四六時中口にする、ユニークなパーソナルデータであり、私が外そと木き場ばさんと同じくらい会いたいと思うひとのデータ。


    　彼女に向かって、私は話しかけます。昔そうしていたように。


    　彼女がいなくなるまでずっと語りかけていた口調で。


    「ご機き嫌げんはいかがですか姉さん？」


    『あなたが答えてくれないから不機嫌になった。……たぶん眠くなったから夜じゃないかと思うのね？　私は眠い。だから夜。子供が出歩くには遅い時間。いつから不良になったの？』


    「私は真ま面じ目めな清純派です」


    『噓うそ。それに口答え。いつから悪い子になったの？』


    　私の躰からだと頭を激痛が走り抜けます。データを追加したことに対するリスク。ただでさえ脆ぜい弱じやくな私を蝕むしばむ、二重の精神。


    　彼女の名前は七なな歳とせ美み日か月つき。白しら雪ゆきさんのあとを追って失しつ踪そうした私の姉。


    　その記憶。実体を持たない記憶だけの存在として、彼女は私に寄き生せいしているのです。言いかたが拙まずければ同居とでも、言い換えておきましょうか。


    　かつて私に打たれたデータは姉のものでした。あの日、クローヴィスさんが私に押しつけたプログラムには、彼女の記憶が詰められていたのです。


    　他の被ひ験けん者しやたちと同じく、私もプログラムに適応することはできませんでした。私は姉の記憶と自在にコンタクトは取れません。


    　しかし完全な失敗だったわけでもなかったのです。ごく短い時間であれば、思考を交換することは可能だと判明したのは、しばらくしてからのことでした。


    　私たちがやりとりできるのは、私の理性がフェードアウトしかかったとき。


    　私の感情が思考に波を打たせるほど揺れたときのみ、私たちは接触できるのです。


    　心が動く状況とはどういう場合が考えられるでしょうか？　年頃の少女らしく、恋の話題で盛り上がるとき？　それとも冷たい決意を固めねばならぬような、切せつ羽ぱ詰つまったときでしょうか？


    　もっとわかりやすい事例を挙げるなら、死の間際。


    　死の危険が迫った最さ中なかに平静でいるのはなかなかできない相談です。私のように年中誘ゆう拐かいされかける、並の事件であれば動揺すらできなくなってしまった者でも、本当の危機に陥おちいれば、自おのずと生存本能が働き始めます。


    　そんな状況が、私と彼女の距離を埋うめ、直通回線をこじ開けるのです。


    　私は姉に話します。同調する意識と意識は連絡に時間をかけません。最速のコミュニケート手段。発信受信は阿あ吽うんの呼吸。


    　私は姉に言います。姉であり、同時に自分でもある不可思議な思考に向かって、私の想いを伝えます。


    「……彼女を助けたいのです。力を貸してください姉さん。私は自分勝手な都合でひとの人生を弄もてあそぶ輩やからは、大嫌いです」


    『姉離れができてないこと。……でもいい。協力する。暇ひまだから。退屈は私を不ふ機き嫌げんにさせるから。……私もお喋しやべりな男は嫌い。それがつまらない話なら、もっと嫌い』


    「ありがとう姉さん」


    『どういたしまして。誰かの立てた計画を駄目にするのは得意なの』


    　ここまでの会話がジャスト一秒。


    



    　現実の世界で起こり始めていた事柄は、ソトキバ・ウィローの降こう臨りんにも匹ひつ敵てきするイレギュラーな事態でした。


    　重なった私と浅あさ賀がさんの手は固く結ばれておりました。二人の間に流れるのは血の数滴。


    　傷とも言えない傷を重ね合わせるだけで、私の攻撃には十分だったのです。


    　クローヴィスさんはようやく、私の意い図とに気づきました。一瞬、悪お寒かんがしたように震えると、私の右手を振り払いました。


    　ですが遅すぎます。後悔とはいつでも遅れてやってくるもの。


    　彼が気づくその数秒前に、私の攻撃は既すでに終わっていたのです。


    　血液を伝い流れゆくのは、私のプログラム。それは体内を循じゆん環かんし、クローヴィスさんの支配を弱めていきます。


    　浅賀さんの躰からだから力が抜けていくのが目に見えてわかりました。彼女の躰を操あやつっている当人には、余よ計けいに実感できたことでしょう。


    　データでしかない彼のこと。自みずからの思考が維持できなくなれば、躰からだを思いどおりに動かすことも叶かなわなくなる。自明の理です。


    　何が起こっているかを推察した彼が、私を睨ねめつけます。かつて白しら雪ゆきさんと関わり、私にプログラムを投とう与よした彼だからこそ、それなりに早く結論に至ることができたのです。


    「七なな歳とせ美み日か月つきによる浸しん食しよく？　……馬鹿な！　データを転移させるにはそれなりの手順が必要だ！　それを触れただけで伝えるなど……」


    　騒ぐのは彼ひとり。私にとっては慣れた出来事でしかありません。


    「そんなに驚かなくともよろしいでしょう。あなたがご指摘なさったとおり、私は無力なミス霞かすみ霞か市です。しかしプログラムの保持者であることもまた、忘れていただいては困りますね。……プログラムは血液と反応し、融ゆう解かい、拡散する。であれば血液を媒ばい介かいさせれば他者に移すことも可能ではないか、くらいは推測できます」


    　苦しみ出される浅あさ賀がさんを前に、私は文句を言っておきました。


    「それともあなたは、私がそんなことも考えつかないほどの頭しかもっていないと思われていたのですか？　侮ぶ辱じよくですね。過小評価ですよ。私は理科系科目も大得意です」


    「ただ血に触れただけでデータが移るなどという話は聞いたこともない！　そんな実験結果もなかったはずだ！」


    「ええ。私も過去それとなく、所長代理の血で試ためしてみましたよ。お亡くなりになったかたで実験してみたのです。モラルの問題はさておき、生き返ったら儲もうけものくらいに考えて。……でも駄目でした。どうやら私のプログラムにだけ、他者への伝染力があるみたいです」


    　姉の記憶をもとにしたプログラム、その名も《非礼自在コトミカツキ》。


    　そのプログラムに秘められた効力とは、データ破壊。


    　侵入した先の記憶を跡形もなく消滅させるという、対プログラム用に設計された対抗手段なのです。


    《救世主殺しオラトリオスレイ》を設計中の白雪さんには、ひとつの心しん配ぱいがありました。


    　もし万が一プログラムが誤用され、その矛ほこ先さきが自分に返ってきた場合どうするか。


    　外そと木き場ばさんと同格の戦闘力を発揮する存在が敵となれば、厄やつ介かいなのは目に見えています。そんな緊急事態に備えて、白雪さんは抜け目なく対策を講じられていました。


    　それが、《非礼自在コトミカツキ》です。


    　私の姉が変わった人だというのはお話ししたことと思います。あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなユウさんをして、あれは困りものだと嘆かせるほど、私の姉は数々の謎に満ちているのです。


    　言うなれば排他性ヒキコモリ症候群とでも申しましょうか。そんな新しい呼称を進呈したくなるほど、姉の行動は一貫して人を避ける方向に動いておりました。それも対人恐怖症のような、原因や理由のあるものではなく、ただなんとなく嫌いなのです。


    　そしてプログラムを構築する根こん幹かんは、人間の記憶。


    　他人と関わるのが大嫌いな姉にとって、プログラムは何よりも厭いとわしいものです。故ゆえに壊そうとする。彼女に遠慮という言葉はありません。データという、人間とも言えない存在になった今なら、社会の決まりも関係ありません。気に入らないものは即時削除。


    　そんな人間嫌いを基盤とした、カウンタープログラム。


    　血液を通し、相手の体内へと侵入した姉さんのデータは、当とう該がい者のプログラムを索さく敵てき、除去していきます。たとえるならば黴ばい菌きんでいっぱいの血管内に、それを食べる白血球を強制投とう与よするようなもの。


    　プログラムを殺す、プログラムを付与された人間への切り札。


    　これこそ私が隠いん匿とくし、外そと木き場ばさんにしか話さなかった私の力です。


    　私は誰彼ともなく秘密を話したりはいたしません。それくらいの慎つつしみはもっております。


    　白しら雪ゆきさんはそれとなく察しておられるのかもしれませんが、今日でもまだクローヴィスさんの複製を差し向けてくることなども視野に含めれば、考えすぎかとも思われます。


    　それとも私のプログラムを理解した上で、泳がされているのか。それを知る方法は私にはありませんでした。それはまた後からでも悩むべき命題としておきましょう。


    　今の私にできることは極めて簡単。目の前の敵を消去すること。


    　流れ込む姉さんのデータに、クローヴィスさんは悲鳴をあげました。浅あさ賀がさんの躰からだが暴れ、苦しみに悶もだえます。精神汚染ななとせみかつきのこうげきは拡大し、じわじわと彼を追い詰めていくのです。


    「このプログラムを止めてくれ！　私は情報のみの存在だ。データが消えれば私も消える！　こんな理り不ふ尽じんな仕打ちは……」


    「弱音は見苦しいですよ。それに昔、私がやめてくれと訴えたとき、あなたは受け容いれてくださらなかったではありませんか？　私は恨うらみがましい子なので、自分が受けた無礼は忘れません。私には優しくしておくのがベターなのです。今いま更さら言っても遅いですかね？」


    　浅賀さんの瞳に映る私は、微笑ほほえみを浮かべたままでした。私か、それとも姉さんか。どちらとも言えない私たちは、いささかも容よう赦しやしようとはしなかったのです。


    　消滅に向かう彼に、私は教えておきました。


    「……《非礼自在コトミカツキ》を持つ私は、あなたたちの天敵なんですよ、ミスタ・クローヴィス。あなたが鼠ねずみなら私は猫です。子猫級の愛らしさですね」


    　忌き憚たんのない意見を自説として聞かせてあげます。


    「データは永遠？　なかなか興味深いお考えです。もしも私がいなければ、理論としては成立したかもしれません。ですが現実は厳しく、なかなか思いどおりにはいかないものです。『上う手まくはいかぬことばかり』。これは私の人生哲てつ学がくですけれど」


    　クローヴィスさんの声は、もはや千ち々ぢに乱れて消えゆかんばかりでした。


    「……道どう化けは私だったか。……自分の敗北については理解した」


    　消しよう滅めつを悟ったのか、彼は神しん妙みように言いました。ですが勿もち論ろん、自分が悪かったなどと言い出すタイプのかたではありません。


    　最後の最後まで、彼は私に痛手を与えようと言葉を放ってくるのです。


    「……だが君は自分が何をしているのかわかっているのだろうな？　……君の行為は外そと木き場ばと同じだ。データを消去する殺し屋。君は罪つみに手を浸ひたしている。一度ついた血の染しみは、洗い落とすのが難しい。それを考えたことはあるのかね？」


    「……私にとっては誉ほめ言葉ですよ。外木場さんと同じだ、というのは」


    　私は自分の行いについて理解しておりました。もしもデータを人であるとみなすなら、私も誰かを殺していることになります。


    　ですが逡しゆん巡じゆんはとうに通り越しました。心は喪そう失しつに慣れきって、麻ま痺ひしています。


    　ここにいるのは、ただの少女ではありません。


    　私もひとりの暗殺者。精神を殺す、世界の女王への反逆者であったのです。


    　静かに、私は公言します。


    「私は別に善ぜん人にんを標ひよう榜ぼうした覚えはありませんよ。外見自慢はしますけど」


    　私は自分が正しいと主張する人間には噓うそくささを覚えてしまいます。


    「私は白しら雪ゆきさんとは違います。世界規模での英雄になることにも、関心はありません。そもそも私は自己本位な人間ですからね。何と言いましたか、クールビューティ？　そんな感じの女性を目指しているのです。だから大勢の人を助けようなんて、思いつきもしませんね」


    　いささか仰ぎよう々ぎようしく、それでも、と続けます。


    「それでも、一女性を悪者の手から奪だつ還かんする、くらいはやらせていただきますよ？　それが美少女の務つとめというもの。淑しゆく女じよのマナーですからね」


    　施ほどこされるばかりでは不公平です。


    　皆さんが私のために手を貸してくださるように、私も誰かを助けたいと思う。


    　クローヴィスさんに対し、私は絶縁宣言を申し述べておきました。


    「私はあなたを消去します。それはあなたのやりかたが卑ひ劣れつだからです。女の子は自分の好き嫌いで物事を判断しがちなのです」


    　私の声だけがビルの屋上に響き渡ります。


    「……あなたは浅あさ賀がさんが苦しんでいるのを見過ごした。たとえあなたがデータだけの存在であったとしても、彼女を助けようと思えばできたはず。それなのにあなたは黙もく殺さつを選んだ。紳しん士しらしい振る舞いとは言えませんよね？　所長代理だって、そんな真ま似ねはしません」


    　クローヴィスさんと比べれば、所長代理も捨てたものではないと思えてきます。


    「……だから私も同じ方法を選択するまでのこと。苦しんでいるあなたを、笑って放っておくのです。……あと十秒。姉さんのデータは細さい菌きん兵器よりもよく効ききますよ？　最後の懺ざん悔げをするならお早めに」


    『ひとのことを悪玉ウィルスみたいに言わないで』


    　姉さんからの抗議は、私にしか聞こえない戯たわむれです。


    　クローヴィスさんは観念されたようでした。憎々しげに呟つぶやかれます。


    「いつか君も報むくいを受ける日がくるだろうな、小さな破壊者よ？」


    　私は笑っただけでした。それは順序が逆だと思われたからです。


    「罰ならもう受けました。……この力、これが私の罰ばつですよ」


    　プログラムへの浸しん食しよくは、最終段階に達していました。


    　彼に向かって、私は別れの言葉を伝えておきます。


    「……ではさようなら。またあなたのご同類が来られたら、同じところへお送りして差し上げます。あなたの顔は見たくありませんから」


    「奇くしくも同感だ。……君に会えて嬉うれしかったぞ七なな歳とせ美み郁いく」


    「私もです。言うまでもなく、これは社交辞令ですけれどもね」


    　プログラムが記憶を食い尽くし、彼が生きていた証あかしを粉ふん砕さいします。


    　クローヴィスと呼ばれたデータ、その複製品は、完全にこの世から消滅しました。


    



    　躰からだを支配していた精神が消え、浅あさ賀がさんは倒れかかられます。なんとか支えようとしましたが、なにせ私は小柄で非ひ力りき。


    　苦労して横に寝かせてから、容よう態だいを姉に確認します。


    「……彼女の記憶は？　ご自分の記憶が傷ついていないとよいのですが……」


    　私のプログラムは、狙ねらった記憶以外の情報をも削除してしまう危険がありました。細かい作業に向く姉さんではないのです。


    　不満げな答えが返りました。


    『悪いところだけ切除するのは難しいの。盲もう腸ちようを切るみたいにはいかない。記憶はデリケートだから。……でもたぶん平気、……だと思う』


    　終わりの「思う」が気になりましたが、とりあえずは安心しました。浅賀さんがお風か邪ぜを召めさないよう上着をかけて、ひとまず一件落着、でしょうか。


    　それにしても白しら雪ゆきさんの[image: ]造物は説明がつきかねるものばかりです。《救世主殺しオラトリオスレイ》にせよ《非礼自在コトミカツキ》にせよ、私たちの理解できる範囲を超えています。


    　思わず考えが口に出てしまいました。


    「……プログラムとは、そしてまたデータとは、何なのでしょうね？」


    　姉さんは私の内心を正確に言い当ててきました。


    『さっきクロびーに言われたことを気にしてるの？　外そと木き場ばと同じだとか何だとか。……はっきり言えば？　あなたは私や九く音おんが生きていると言えるのか知りたいんでしょう？　遠慮する癖くせは直らないんだ？』


    　姉さんは私の思案など見抜いていたようでした。だから油断がならないのです。


    「私は姉さんを反面教師に育ちましたものでね。図々しくは振る舞えないのです。……姉さん、姉さんは姉さんなのですか？　それとも生前の姉さんとは違う姉さんなのでしょうか？」


    　私にはわからないことだらけでした。


    　けれども姉さんは私に納得のいく答えをくれはしません。


    『さあ？　知りたければ白しら雪ゆきに聞けば？　きっと何でも教えてくれる。……そもそも、もとどおりって何？　普通に生活してたって、人間は変わっていく。周囲から影響を受けて。ならもとがどうであれ、今の私が私じゃないの？』


    　姉さんは興味がないようでした。相変わらず関心のないことはどうでもいいようです。


    　それよりも、と無法者が言い募つのります。


    『私から言えるのはひとつだけ。今日頑張ったご褒ほう美びみたいな提案だけど』


    「何です？　聞くだけは聞きますけど、切り出しかたからして、よくないものを感じますね」


    『九く音おんにはもっと優しく接しなさい。やらしくでも可』


    「却きやつ下かです。少しは自分の立場をわきまえて緊張感をもってください。……それに、私は真ま面じ目めな清純派だと言っているでしょう？」


    『本当に清せい楚そなひとはたぶんそんなこと言わない。また噓うそ言った』


    　姉さんは楽しそうに言いました。いつでも自分のペースで興じることができる人なのです。


    　まもなく、接続が切れる時間です。姉さんとの回線は頻ひん繁ぱんに繫つなげられるものではありません。所長代理たちのように、データ同士の相互通信ではない私たち姉妹が常時連絡を取り合うのは難しいのです。


    　もっとも、妹との惜せき別べつに涙するような姉さんではありません。


    『……そろそろ寝る時間。今日は働きすぎた。もうおしまい』


    「本当にマイペースですね、姉さんは」


    『それが私のいいところだって、九音は言ってた。だからいいの』


    　たとえ会話が嚙かみ合わないことがあったとしても、私たちは家族でした。別れるのは寂しいと思います。


    　私はおやすみなさいを言いました。


    「……また会えるといいですね、姉さん」


    『うん。じゃあおやすみ』


    　それきり、姉さんの意識は沈んでいきました。


    　残された私は、浅あさ賀がさんの電話を使って救急車を手配しました。夜も更ふけた屋上で動いているのは私だけ。


    　ひとりになると、私の脳のう裏りにはある憂ゆう鬱うつが浮かんできます。


    　私は姉さんのデータを持っている。それはつまり、姉さんは記憶を抜かれたということを示していました。記憶を抜かれれば、大たい抵ていの人間は死亡する。あるいは枯かれ野のさんのように、死んではおらずとも生きてもいない状態になってしまいます。


    　ならば私はもう、生なま身みの姉に会うことはできないのでしょうか。私は私の頭の中でしか、彼女と触れ合えないのでしょうか。


    　それを想像する度たび、私は震えます。銃を突きつけられてもびくともしない私が、どうしようもない恐怖を感じてしまうのです。


    　その虚きよ無む感がこの数年、私を苛さいなみ続けていました。私がプログラムのことを所長代理に打ち明けられなかったのは、それが理由です。


    　姉はもういないのだと。だから白しら雪ゆきさんを捜しても無駄なのだと、話せなかったのです。


    「……助けてくれなんて、誰に祈ればいいのでしょうね？」


    　私は祈りませんでした。祈りの言葉は私には無意味で、ただ外そと木き場ばさんと交わした約束だけが、未いまだに生きることを諦あきらめさせなかったのです。


    　ですが今夜、外木場さんは私の隣となりにはおられず、相談相手になってはくださいません。


    　私は私の中にあるものについて考えます。


    　外木場外うい郎ろーを作り出すプログラムと、それを無効化するためのプログラム。


    　それだけが私たちの希望でした。このふたつが揃っている限り、私たちは夜が終わる日が来ると信じ続けることができました。そう思い込むしかないのです。そう信じなければ、今にも私の心は折れてしまったでしょう。


    　救いさえも虚うつろな場所で、私はひとり途方に暮れるしかなく。


    　光源が消えた夜の闇は、私の泣き顔を隠してくれる衣ころものようにも思われました。
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    【２００５／０３／０８／１４２３】


    　翌日。


    　私立病院の屋上には、男の姿がある。


    　久く遠おんはベンチに座って、干されたシーツが舞い踊るのを眺めていた。


    　彼は消えなかった。代わりに焼け焦こげ、消費された記憶はいくつかあるが、彼も階きざはしも消えていない。得るものは少なかったが、まだ存在していることが最大の報ほう酬しゆうだろう。そう思わなければやっていけない。


    　階との通信は切ってある。過度の使用によるものか、プログラムの調子は悪かった。躰からだの傷は言うに及ばない。全身を包帯で固定されていた。その姿は、よくてミイラの親しん戚せきといった有あり様さまだった。


    　突然、ポケットの携帯電話がコール音を奏かなで始めた。着信の履歴には、浅あさ賀が千せん里りの名前が踊っている。


    　何かあったのだろうか。怪け訝げんに思いつつ、電話を耳にあてがう。


    「はいよ。こちらは自称名探偵、今近衛ここのえ久遠による電話相談コーナーです。恋愛から新人バンドのメンバー募集まで、幅広いニーズに対応してます。お気軽にどうぞ？」


    『名探偵は私ひとりで足たりているわ、九く音おんさん』


    　聞き覚えのある声が出た。できれば一生聞きたくなかった声だ。


    『昨晩はご苦労様。あなたたちの行動は観察させてもらいました。私が新聞記者なら、滑こつ稽けいだったと記事を書くでしょうね』


    「……嗤わらわれるのには慣れてるよ、姉さん。……僕に電話してくるなんて珍しいね。どういう風の吹き回しなんだ？　僕は姉さんと仲良くしたい気分じゃないんだ。もう切るよ？」


    『つれないこと』


    　つれないのはどちらだと久遠は思う。姉はこんな距離を置いた話しかたをするひとではなかった。事務所から出て行ったその後に、変わってしまった。


    　何が姉を変えてしまったのか。久遠にはわからない。


    　電話の向こうで、白しら雪ゆきがぽつぽつと続ける。


    『……昨晩の戦闘結果から、計算が出ました。それを知らせておこうと思って。……あと三度ほどの加か重じゆう召しよう喚かんで、あなたの人格は確実に消滅するでしょう。データが消費されるのが先か、それとも肉体がプログラム過重の負担に耐えきれずに決壊するのが先かは、五ご分ぶ五ご分ぶですが。……いずれにせよ打ち止めです。あなたも苦しみから解放される。良かったわね？』


    「僕が死ぬ時間は僕が決めるよ。いちいち口出ししないでくれ。もう子供じゃないんだ。……姉さんからすれば、僕たちなんて赤ん坊くらいの知恵しかないのかもしれないけど」


    『自じ虐ぎやくはやめなさい。私はある程度まではあなたを評価しています。あなたが本物の九く音おんであれば。あるいはあなたが本物の外そと木き場ば外うい郎ろーであったならば。……ですが虚むなしい行為ですね。生きてはいない者が生者を装うというのは』


    　面白くもなさそうな調子で女王は言う。


    『……私はね、データだけのあなたたちを人間だとは考えていない。それはあなたたちが変化することができないから。あなたたちの記憶がいくら混ざったところで、新しい概がい念ねんは生まれてこない。確かにソトキバは強いでしょう。ですがその彼ですら、外木場という大おお枠わくからは出られません』


    　ソトキバ・ウィローは失敗作だと彼女は告げる。


    『本物の外木場には、そんな縛しばりはないわ。彼は進化する生き物です。彼には限界も、境界線もない。どこまでも伸び、何にでもなれる。だから彼は生きている。あなたたちはそうではない。だから生きていない。それが私の考察です』


    　久く遠おんの姉は、プログラムに対する答えを持っていた。それは彼にとっては残ざん酷こくとも言える答えである。


    『人間とは成長することに意義がある。それができないあなたたちは、人間である意義を失っている。私の対応も冷淡になろうというものです。……あなたたちは道具として造られた。そこに人間としての価値は、初めから混在していません』


    「はっきりと言い切ってくれるね。さすがの僕もへこんじゃうよ。……だけどまあ、好きになってくれとは言わないさ。僕だって姉さんを許せはしないんだ。お互い様だろ？」


    『ええ。お互い様ですね』


    　九ここの重え白しら雪ゆきは必要以上に戯たわむれない。彼女の思考はゆとりを排はい斥せきする。


    　話は済んだと、弟のデータに向かって別れを歓迎した。


    『時間です。さようなら弟の偽にせ者ものさん。私が造ったあなたというプログラムを大事に使いなさい。あなたは昔から玩おも具ちやをよく壊す子供だったから』


    　一方的に話を終えて、電話は切られた。


    　久遠はベンチに深く沈み込む。彼は今ひとりだった。いつもなら煩うるさくまとわりつく階きざはしもいない。


    　休息の時間が与えられたことに感謝するべきなのだろうかと、空を見た。


    「……だから電話は嫌いなんだ」


    　誰もいない屋上で久遠は呟つぶやく。


    　声を聞きたいと思う相手は、ずっと遠くにいるのだろう。


    



    　不意に階段への扉とびらが押し開けられて、若い女性が顔を覗のぞかせた。手には包帯が巻かれている。


    　その女性、浅あさ賀が千せん里りは、座っている久遠を認め、軽く会え釈しやくした。思わず声をかける。


    「あれきり連絡できなくなって困ってたところでしたよ。こっちはなんとか片づいたんで良かったですけど。浅あさ賀がさんは……」


    　彼女は訝いぶかしげに表情を曇らせた。


    「ごめんなさい。以前にお会いしたことがあったかしら？」


    　演技ではないと悟る。彼女は憶えていないのだ。


    　記憶が消えている。こんなケースは前にも何度かあったように思う。


    「……いいえ。どうも僕の勘違いだったみたいです。いや別に、あなたがお奇き麗れいだからナンパしてるんじゃないですよ？　邪よこしまな気持ちはありませんから。……いやいや、まったくないというわけでもないですけど、僕だって思うところはある次第でしてね……」


    「……？　そうですか？」


    　彼女の右手に目を留めた。


    「それは？　お怪け我がなさったんですか？　それでここへ？」


    「ああ、違うんです」


    　千せん里りは首を振る。


    「別に怪我をしたのではなくて。……なぜかしら。奇妙な感じなの。大事にしていた物を失ってしまったような。朝からむず痒がゆい痛みが引かなくて。……それでも良かったと思える。前から胸に支つかえていたものが取れた、そんな気分」


    　黙っている久遠を見て、彼女は話しすぎたと思ったらしい。


    「……初対面のかたにお話しすることではないわね？」


    　久く遠おんは笑顔を作る。


    「いいんじゃないですか？　状況が状況なら、運命感じちゃいますよ。……でも良かった。あなたに会えて。……あ、これ僕の名刺です。探偵事務所やってるんで、何かご相談がおありでしたら、どしどし電話してください。年中暇ひまですから、すぐ飛んでいきますよ。いや、これも誘惑の手口じゃなくて、セールストークだと思ってください。僕は見た目ほど怪しくはないです」


    　千里は快活に笑った。ミイラじみた男の発言がよほど可お笑かしかったらしい。


    「干していたブランケットを取りに来ただけなの。……でももし何かお願いしたいことができたら、ご連絡させてもらうわ」


    「いつでもどうぞ。ちなみに僕の得意な活動は、迷子のペット探しですから。霞かすみ霞か市では、おそらく僕が第一人者でしょうね」


    「これからペットを飼う機会があったらいいのだけれど。……家にはずっと帰っていなかったものだから。でもようやく戻る気になれたの。なぜかしらね？」


    　彼女が階段を降りるのを見送って、久遠は再び空を見上げる。


    　晴れていた。午後からどうなるか、春先の天候は気まぐれなのでわからない。


    



    



    【今日を生きるための観察日記／⑥】


    　私はユウさんと一いつ緒しよに、病院に来ておりました。


    　昨晩のうちに、所長代理は病院に担かつぎ込まれました。私たちはそれを見舞うために訪れたのです。


    　所長代理は全身をくまなく負傷していたものの、命に別状はないとのことでした。午前の精密検査でも、異状は確認できなかったとのこと。


    　プログラムは現代医学では解明できないテクノロジーです。密接に保有者の精神と結びついておりますから、脳波を調べたくらいでは、おかしいと騒がれる心配はありません。


    　私たちは混み合うロビーを抜けて、入院棟へと向かいます。


    　一日安あん静せいにしていたユウさんはすっかり元気になっており、早くも傷は目立たなくなっていました。普通なら考えられないことですが、単純な生物ほど再生能力は高いのです。そのうちプラナリアのように半分に千ち切ぎれたところからふたりのユウさんが誕生するかもしれません。ひとりでも持て余し気味なのに、大変な事態です。あの食欲がふたりぶんとは、考えるだに恐ろしい現象です。


    　廊ろう下かを歩きながら、ユウさんは持参した袋を見せてくださいました。


    「ギプスに激げき励れいの言葉書く用に、油性ペン買っておいたんだ。手が滑ったふりして、顔に落書きしてやろーぜ」


    「いい年をして子供じみた悪いた戯ずらを。……しかし、興味深くはあります」


    「だろーが。私の故郷じゃ、動けねー病人をいたぶるのは、とても高こう尚しような趣味に数えられてる。早く良くなりますようにって願掛けしながら、退屈しのぎおもちやにするんだ」


    「……そんな地方には住みたくありませんね……」


    　病院内の間取りは勝手知ったるもの。地域最大の規模を誇るこの病院には、躰からだの弱い私も何度かお世話になっております。


    　低俗な会話を交わしている間に、所長代理が収監されている病室につきました。個室は贅ぜい沢たくなので、四人部屋です。倹けん約やくは九ここの重え探偵事務所の基本方針。


    　入り口から中を覗のぞきましたが、どなたもいらっしゃいませんでした。ユウさんはさっそく窓まど際ぎわに飾られていた果くだ物もの籠かごにロックオンし、物色し始めます。


    　仕方なく、私はひとりで所長代理を捜しに出ることにしました。もう少ししたら回診の時間だと言われていたので、急いで捜さなければなりません。


    　目星はついていました。何やらと煙は高いところが好きだと言いますから。


    



    　屋上には思ったとおり所長代理がいました。ベンチを占領してお空を見ながら、間抜けな顔をしています。昨晩の勇ましさはどこへ消えたのでしょうか。


    「所長代理！　もうすぐ検査の時間です。部屋に戻ってください」


    「おお、愛いとしの義妹いもうとよ！　……僕の番は少し遅れるってさ。まあ僕よりもずっと大おお怪け我が負ったひとが入院してるから無理ないけどね。そんなわけで、もう少しだけ休きゆう憩けいさせてくれ。ここは気持ちがいいんでね」


    　だらしない所長代理のことです。このまま見張りがいなくなるとそのまま寝てしまったりして、検査に遅れる事態は容よう易いに想像できます。私は監視を兼ねて隣となりに腰を下ろしました。この時期にしては温かく、寝ぼすけならずとも眠気を誘われる、穏やかな日差し。


    　何と話しかけるか迷う間に、所長代理のほうから謝罪が申し述べられました。


    「……昨日はご迷惑をおかけしました。枯かれ野のさんについて黙ってたのは謝る。相討ちだったから、捜しに来てくれて助かった」


    「もっと感謝してください。私がおふたりを発見しなかったら手遅れでしたよ？　……そうそう、枯野さんはとりあえず峠とうげを越えられたようです。先さき程ほど容よう態だいをお聞きしてきました。常じよう人じんなら五回は死んでいる深傷ふかでだそうですが」


    「丈夫にできてるよなあ。……それで？　記憶は戻ったの？」


    「……残念ながら、まだ目は覚めておられないそうです。ですが話しかけられれば反応はしておられるし、いずれは普通に生活できるようになるとのことでした。良かったですね。……やはり私のために怪け我がをされたとあっては、良心が痛みますから」


    「君に良心があったとは。……痛いごめんなさい！　包帯の上から患かん部ぶを圧迫するのは大変危険ですから良い子は真ま似ねしないでください！　僕も怪我人なんですけど！　死ぬ！　あとひと押しで死に至る！」


    「相手の弱点を突くのは戦術の基本です。……それはともかく、私に隠れてこそこそ動くからこういう事態を招くのですよ？　私に隠し事なんて通用しないんですからね！　退院したら、一週間はトイレ当番をしてもらいます！」


    「可哀想かわいそうな僕！　不当に迫害されてる気がするって、一日に四度は考えちゃうぜ！」


    　無む論ろん秘密を持っているのは私です。


    　所長代理には、昨晩から今け朝さがたにかけての私の動向を、一切話していません。ユウさんからの連絡を受けて、現場へ出向いたことにしてありました。


    　少女が単身夜の街を徘はい徊かいし、殺さつ伐ばつとした殺し合いを観戦した挙あげ句く、うら若き女性にとりついた悪魔を完かん膚ぷ無きまでに破壊したとあっては、外聞が良いはずもありません。不ふ穏おん当とうのフルコースです。秘密にしておくに限ります。


    　所長代理に対して、あるいは他の皆さんに対しても、私はいくつも内緒事を抱えています。


    　余命が三年しかないこと、私のプログラムが稼か働どうしていること、そのデータが姉のものだという事実まで。


    　姉がもう死亡しているのではないかという想像も、やはり話せないままでした。希望を奪いたくはないと思うからでしょうか。それとも？


    　思い出したように、所長代理がつけ加えました。


    「そうそう、今さっきここで浅あさ賀がさんと会ったんだけどさ。彼女、どうも僕についての記憶を失くしてたみたいだったよ。僕って印象薄いのかなあ？　美み郁いくちゃんはどう思う？」


    「所長代理に関する記憶なら、私も喜んで消してしまいたいと思います」


    「俄が然ぜん元気が出る返事をありがと。……トイレで泣いてきてもいいですか？」


    　浅賀さんに関する話は意外でした。姉さんは問題ないと言っていたのに。


    　姉のプログラムは他人のデータを消去するという、特殊な能力です。他のプログラムとは効用が違っており、システムにはまだ不完全な部分があるようでした。


    　いくら強力であると言っても、使いどころが難しいのもまた確か。


    　私は考えに沈みます。浅賀さんは過去を忘れてしまわれました。私のせいで。


    　忘れることは確かに人間の能力のうちです。嫌いやな出来事を忘れることにより、また前へと進む力が湧いてくることだってあります。


    　所長代理は、浅賀さんはすっきりした表情だったと言いました。


    　彼女は忘れたかったのかもしれません。その思いが、クローヴィスさんが消滅するタイミングに合わせて、不要な記憶を押しやったのかもしれません。私には想像することしかできませんでした。


    　私には大事な記憶があります。私は私の友人たちや事務所の皆さんをずっと憶えていたいと思います。死ぬ時間が訪れるまではずっと。私がいなくなってからも誰かに自分のことを憶えていてもらいたいものだと、らしくない感かん慨がいに浸ひたったりすることもあります。


    　私が彼女の立場なら、私は私のしでかした破壊を許せないでしょう。


    　苦にがい葛かつ藤とうを、私は呑み込みます。一度弱音を口に出せば、それだけで何かが壊れてしまいかねない世界です。同情されるのは、私の好みではありません。


    　所長代理は引っかかっていることがあるようでした。


    「……でも正直なところ、姉さんはどうやって彼女の記憶を消したんだろうね？　そんな短時間で忘れられるものなのかな、思い出って？」


    　私は言うまでもなくとぼけておきました。


    「さあ？　白しら雪ゆきさんは自在に記憶を消す殺し屋でも雇やとわれているのではないですか？」


    「怖い想像だ。きっとそいつ、とんでもなく残ざん酷こくな奴に違いないな。……毎晩死体から血をすすって喉のどを潤うるおしてる、みたいな。ご飯がわりにひとの生いき肝ぎもを食べる、みたいな。閻えん魔ま大だい王おうでも小指の先でひとひねりってくらいの、凶悪な怪人なんだろう。……考えただけでも恐ろしいね！　迫力満点だ！」


    「……。それほど悪魔チックなかたでもないと思いますけど……」


    「甘いよ美み郁いくちゃん！　絶対外そと木き場ばよりも悪わる賢がしこいばけものだよ！　睨にらまれただけで石になりかねないね、きっと！　子供が見たら、怯おびえて泣き出すね！」


    「断じて違うと思います！　……いえ、その、……ゴフンゴフン。……これはあくまで私の想像ですが、実はその殺し屋さんは、心優しい美女だったりする気がしますね。愛と気品に満ちあふれ、上背高く御お御み足あしも長く……」


    「まさかあ。絶対ないない。僕の全財産賭けてもいいけど、それはないって！」


    　そこまで否定してくれなくてもいいではありませんか。


    　抗議できない悔くやしさを躰からだで表現するため、もう一度攻撃を加えておきました。


    「わかりましたよ！　そろそろ行きます！　白衣の天使たちが僕を待ちわびてるといけないしね！　……なんて怖い顔を！　場を和なごませる軽い冗談じゃないですか！」


    　まだ幾いく分ぶん不器用な足取りながらも、階段に向かって歩き出します。


    　その背中に私は尋たずねます。


    「……白しら雪ゆきさんや姉さんに会いたいと思いますか、所長代理？」


    　所長代理は振り向いて、どうだろうねと肩をすくめました。


    「向こうが会う気になればいつでもそうするだろうさ。……なるようになるよ、美郁ちゃん。僕には幸運の女神なんてついてないけど、君には外木場外郎がいるんだから」


    　先に行くよと欠伸あくびをしつつ、所長代理は階下へと。


    　私は置いて行かれたくはありませんでした。


    　シーツの群れに別れを告げて、小走りに後を追います。私の歩幅は小さくて、全力で走らなければ皆さんに追いつけないのです。


    　ドアを閉めます。戸締まりはきちんとしておかなければなりません。開けたら閉めるが社会のルール。私は些さ細さいなことに至るまで几き帳ちよう面めんで、計画的なのです。


    　なるようになるなんていいかげんなこと、私は言いませんからね。
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    あとがき天国


    



    　お買い上げありがとうございます。〝世紀末の無神経〟こと、陸くが凡ぼん鳥ちようです。世間では〝ガガガの白い悪魔〟と呼ばれ、恐れられています。噓うそです。すみません。なぜ噓を吐ついたのか、自分でもさっぱりわからないんだ……。


    　デビュー作ということで、ここはひとつ気合いを入れて歴史に残るあとがきを書こうと、過去の様々なあとがきを紐ひも解といてみました。その結果、自作についての解説や近況報告などが一般的なテーマだと判明しました。あとがきなのに物語の途中にカットインしている特例などは、持ち前の柔軟さでスルーしました。調べていたのが陸でなければ、かなり対処に困ったことでしょう。なかなかへヴィな相手だったぜ。


    　調べ終えたところで、よし、ならばまず、当作品について心ゆくまで書いてやろうと考え、執筆道具を用意。地元の霊峰、大おお峰みね山さんから湧き出る水で墨すみを擦こすり、奈良公園にいる鹿の角で作った筆を片手に、心気を整え半紙に向かったところで、……ちょっと待てと。


    　もし今本作の説明をしてしまったら、後年、『僕たちの好きな陸凡鳥』やら、『陸凡鳥クロニクル』、『七なな歳とせ美み郁いくと虚構の王キャラクターマテリアルブック』などが出版されたとき、大変なことになってしまいます。せっかくご購入いただいた方々が中身を見て、「おい！　これ一巻目のあとがきと内容同じじゃねえか！　どこかの国で流は行やってる、パチもんのドラ○もんと本家くらい似てるじゃねえか！」とがっかりされるケースも考えられます。


    　いや、それだけならまだしも、関係各所からクレームがくるかもしれません。「土下座して謝れ！」「貴様に屈する膝ひざなどない！」と言い争う様子が目に浮かびます。見ず知らずのおっさんＶＳ陸、無制限デスマッチです。さらにもしかしたらそのとき陸は関節炎を患わずらっていて、膝を曲げるだけで失神しそうになるほどの痛みを抱えているかもしれません。そんな状態で土下座するなど、命にかかわります。サクセスモードでの膝爆弾破裂がゲームオーバーを意味するのと同じです。


    　駄目だ。俺は今ここで作品解説をすることはできない……。


    　ならやはりここは、身の回りで起こった心温まるエピソードなどを語っておくのが良策か。散歩の途中で見かけた花が奇き麗れいでしたとか、新幹線に轢ひかれそうになっていた子犬を列車を止めて助けたとか、そういうやつです。優しさが心に染みる、そんなほっこり話はないものか。


    　脳内検索。該当データなし。


    　散歩の途中で車に轢かれかけたデータと、犬に吠えられたデータなら見つかりましたが、両者とも目的の話とは似て非なるものです。美郁的に言うなら、好感度に天と地ほどの開きがあります。吠えられてもいいよ猫派だし、と虚勢を張ってみましたが、昔、猫にも引っかかれた思い出があります。動物被ひ虐ぎやく待たいです。はたしてどこへ訴え出たらいいのでしょう。


    　いや、動物はかなり良い着眼点であるはず。あとがき史上にも、飼っているペットの話題はしばしば散見されます。ペットは良さそうです。動物と子供は視聴率が獲とれると相場が決まっています。よしよし、ペットの話題にしよう！　さあおいでパトラッシュ！　目標の喉のど笛ぶえに食らいつけ！　ごめん間違えた、それ味方味方！　うちの訓練教官だよ！


    　陸くがの家ではハムスターと実験用モルモットとハツカネズミを飼っています。ネズミばっかりですが、そのほかにも豚ぶたとセントバーナードがいます。作中の「聖バーナード学園」は、この犬にちなんだものです。そう、こういうことを書けばいいはず！　あとがきっぽいな！　この調子でがんばれ！


    　普段は愛くるしい彼らですが、客人が来たときにその真価を発揮します。昨日も近所の友達が数人訪ねてきたのですが、冷蔵庫が空だったので、とりあえず豚さんから食べました。噓うそです。食べません。そもそも犬猫鼠ねずみどころか、金魚さえ飼っていません。ちょっと陸さん、ブラックジョークはほどほどにするって、先生と約束したでしょう？　廊下に立ってなさい。


    　ここまでのあとがきはフィクションです。実在の陸凡ぼん鳥ちようとは何の関係もありません。


    



    　今回発見したのは、「あとがきの難しさ」。あとがきを代筆してくれるゴーストライターでも探したいところですが、そのひとがこちらより面白いことを書くと悔しいので中止。


    　かわりに、読者の皆様から、今後このあとがきスペースで書いて欲しいネタを募集させてもらいます。葉書にテーマを書いて、小学館ガガガ文庫編集部、「陸凡鳥の野郎にお題をやるよありがたく思いな」係までご応募ください。えー、正式に許可取って公募してないので、アンケート葉書にでも偽装して送っていただければ幸いです。「僕の考えたキン○超人」を送るノリで構いません。採用者には陸から感謝の念が、精神波経由で送られます。


    　一通も来ない場合、再び陸が深夜ひとりで悩み抜くはめになりますので、ひとつ善行を積むつもりでよろしくお願いします。


    



    　というわけであとがきから読む派のひと向けに、本編には一切触れないあとがきをお届けしましたが、いかがでしたでしょうか。今から本書を買われるかたは、レジ前で「袋もカバーも要りません」と断ってください。店員さんはそれだけであなたのことを見直します。


    



    　最後になりましたが、本作を第二回小学館ライトノベル大賞・佳作に選んでいただいた選考委員、及び編集部の皆様、そして担当編集Ｙ氏に謝意を。また、イラストレーターの甘あま塩じおコメコさん、素晴らしいカットの数々、ありがとうございました。


    　七なな歳とせ美み郁いくは皆様の善意で成り立っております。


    　その点だけは噓でも、虚構でもありません。

  


  
    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    立命館大学卒。松坂世代ならぬ藤川球児世代の、ロストジェネレーション。現在書店アルバイト。得意技は、ねこだましから繋つなげる空中殺法。超人強度66万パワー。
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